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安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、
電気製品は、まちがった使いかたをすると、火災や感電など
により死亡や大けがなど人身事故につながることがあり、危
険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
8～11ページの注意事項をよくお読みください。製品全般の
注意事項が記されています。

定期点検を実施する
長期間、安全にお使いいただくために、定期点検をすること
をおすすめします。点検の内容や費用については、お買い上
げ店またはソニーのサービス窓口にご相談ください。

故障したら使用を中止する
お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご連絡ください。

万一、異常が起きたら

m

a電源を切る。
bバッテリーパックや、電源コード、接続ケーブルを抜く。
cお買い上げ店またはソニーのサービス窓口に連絡する。

• 煙が出たら
• 異常な音、においがしたら
• 内部に水、異物が入ったら
• 製品を落としたり、キャビネットを破損したときは
安全のために
警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をして
います。表示の内容をよく
理解してから本文をお読み
ください。

この表示の注意事項を守ら
ないと、破裂・発火・発
熱・液漏れにより、死亡や
大けがになることがありま
す。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災や感電などに
より死亡や大けがなど人身
事故につながることがあり
ます。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の物品に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号
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警告
運転中に使用しない
自動車、オートバイなどの運転を
しながら記録 /再生をすることは
おやめください。交通事故の原因
となります。

メモリーカードスロットに
異物を入れない
指定のメモリーカード以外のもの
を入れると、火災や感電の原因と
なることがあります。

分解や改造をしない
分解や改造をすると、火災や感
電、けがの原因となることがあり
ます。内部の点検や修理は、お買
い上げ店またはソニーのサービス

窓口にご依頼ください。

指定の電源で使用する
取扱説明書に記されているバッテ
リーパックまたは ACアダプター
でお使いください。指定以外の製
品でのご使用は、火災の原因とな
ります。

AC電源コードや DC電源接
続コードを傷つけない
AC電源コード、DC電源接続
コードやマイクケーブルを傷つけ
ると、火災や感電の原因となりま
す。

•コードを加工したり、傷つけたりしない。
•重いものをのせたり、引っ張ったりしない。
•熱器具に近づけたり、加熱したりしない。
•コードを抜くときは、必ずプラグを持って抜
く。
万一、コードが傷んだら、ソニーのサービス窓
口に交換をご依頼ください。

電源コードのプラグおよび
コネクターは突き当たるま
で差し込む
真っ直ぐに突き当たるまで差し込
まないと、火災や感電の原因とな
ります。

ビューファインダーの接眼
レンズを太陽に向けて放置
しない
太陽光が接眼レンズを通して
ビューファインダー内部に焦点を

結び、火災の原因となることがあります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると火災や感電の原
因となることがあります。
万一、水や異物が入ったときは、
すぐに電源を切り、電源コードや

接続コードを抜いて、ソニーのサービス担当者
または営業担当者にご相談ください。

ビデオライト使用時は、高
温部分に触れない
ビデオライトの使用時または使用
直後は、ライト本体およびその周
辺部が高温になっているため、や

けどすることがあります。
カムコーダーの取っ手を持って運搬するときな
どは、ライト本体およびその周辺部に触れない
よう注意して運搬してください。
警告



注意
雷が鳴り出したら、使用を
中止する
落雷すると、感電のおそれがあり
ます。雷が鳴り出したらすぐに使
用を中止して本機から離れてくだ
さい。

雨のあたる場所や、油煙、
湯気、湿気、ほこりの多い
場所では使用しない
上記のような場所や、この取扱説
明書に記されている使用条件以外

の環境で使用すると、火災や感電の原因となる
ことがあります。

コード類は正しく配置する
電源コードや接続ケーブルは、足
に引っかけると本機の落下や転倒
などにより、けがの原因となるこ
とがあります。十分注意して接
続・配置してください。

カムコーダーの重量にあっ
た三脚を使用し、三脚・雲
台を確実に固定する
カムコーダーの重量に耐えきれな
い三脚、または三脚以外に取り付

けて使用すると、本機やレンズが落下し、けが
をすることがあります。
また、三脚・雲台を確実に固定せずにカムコー
ダーから離れると、不意にカムコーダーが動い
てけがをすることがあります。

部品の取り付けは正しく行
う
本機に以下の部品を取り付けると
きは、取扱説明書の該当するペー
ジをよく読んだうえ、確実に取り

付けてください。取り付け方法を誤ると部品や
カムコーダー本体が落下し、けがをすることが
あります。
•ショルダーベルト（17ページ）

撮影時は周囲の状況に注意
をはらう
周囲の状況を把握しないまま撮影
を行うと、事故やけがの原因とな
ります。

保管するときは安定した場
所に置く
ぐらついた台の上や傾いたところ
などに置くと、本機が落下してけ
がの原因となることがあります。

排気口付近、その他高温部
には触れない
排気口付近、および三脚座は高温
になるため、手などが触れるとや
けどの原因となります。
9注意
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電池の使いかたを誤ると、液漏れ・発熱・
破裂・発火・誤飲による大けがや失明の原
因となるので、次のことを必ず守ってくだ
さい。

万一、異常が起きたら
•煙が出たら
1機器の電源スイッチを切るか、バッテリー
チャージャーの電源プラグを抜く。
2ソニーのサービス窓口に連絡する。

•電池の液が目に入ったら
すぐきれいな水で洗い、直ちに医師の治療を
受ける。

•電池の液が皮膚や衣服に付いたら
すぐにきれいな水で洗い流す。

•バッテリー収納部内で液が漏れたら
よくふきとってから、新しい電池を入れる。

ここでは、本機で使用可能なソニー製リチ
ウムイオン電池についての注意事項を記載
しています。

•充電には、ソニーの専用バッテリーチャー
ジャーを使用する。

•火の中に投げ入れたり、加熱、半田付け、分
解、改造をしない。

•直射日光の当たるところ、炎天下の車内、ス
トーブのそばなど高温の場所で、使用・放
置・充電をしない。

•ハンマーでたたくなどの強い衝撃を与えた
り、踏みつけたりしない。

•接点部や3極と#極をショートさせたり、
金属製のものと一緒に携帯・保管をしない。

•所定の充電時間を超えても充電が完了しない
場合は、充電をやめる。

•電池使用中や充電、保管時に異臭がしたり、

発熱・液漏れ・変色・変形などがあったとき
は、すぐに使用や充電をやめる。

•水や海水につけたり、濡らしたりしない。

充電のしかたについてはバッテリーチャー
ジャーの取扱説明書をよく読む。

ここでは、付属の赤外線リモートコマン
ダーおよびデータ保持用で使うリチウムボ
タン電池についての注意事項を記載してい
ます。

•乳幼児の手の届かないところに置く。
•電池は充電しない。
•火の中に入れたり、加熱・分解・改造をしな
い。

•電池の（＋）と（－）を正しく入れる。
•電池の液が目に入ったときは、失明の原因と
なるので、こすらずにすぐに水道水などのき
れいな水で充分に洗った後、医師の治療を受
ける。

•電池の液をなめた場合には、すぐにうがいを
して医師に相談する。

•ショートの原因となるので、金属製のネック
レス、ヘアピンなどと一緒に持ち運んだり、
保管しない。

•電池に液漏れや異臭があるときは、すぐに火
気から遠ざける。

•電池に直接はんだ付けをしない。
•電池を保管する場合および廃棄する場合は、
テープなどで端子（金属部分）を絶縁する。

•皮膚に障害を起こすおそれがあるので、テー
プなどで貼り付けない。

•電池を落下させたり、強い衝撃を与えたり、
変形させたりしない。

•直射日光の強いところや炎天下の車内などの
高温・多湿の場所で使用、放置、保管しない。

•電池を水で濡らさない。
•ショートさせないように機器に取り付ける。

電池についての安全上
のご注意
電池についての安全上のご注意



リチウムイオン電池は、リサイクルできます。
不要になったリチウムイオン電池は、金属部
にセロハンテープなどの絶縁テープを貼って
リサイクル協力店へお持ちください。
充電式電池の回収・リサイクルおよびリサイ
クル協力店については、一般社団法人 JBRC
ホームページ http://www.jbrc.net/hp/contents/
index.htmlを参照してください。

警告
イヤホンやヘッドホンを使用するときは、
音量を上げすぎないようにご注意ください。
耳を刺激するような大きな音量で長時間続
けて聞くと、聴力に悪い影響を与えること
があります。 

重要
機器の名称と電気定格は、底面に表示され
ています。

電池のリサイクルにつ
いて

その他の安全上のご注
意

電池のリサイクルについて / その他の安全上のご注意 11
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概
要

本機は、有効画素数約207万画素（1920×
1080）の“Exmor”1)CMOSイメージセン
サー（PMW-200は1/2型3板、PMW-100は
1/2.9型単板）を搭載し、記録メディアに
SxS1)メモリーカードを使用する、小型・高
性能のXDCAM1)シリーズカムコーダーで
す。記録メディアのファイルシステムは、
UDFまたはFATを選択できます。

マルチフォーマット対応

インターレース方式（1080/59.94iまたは
1080/50i）、プログレッシブ方式（1080/
29.97P、1080/23.98P、720/59.94P、720/
29.97P、720/23.98P、または1080/25P、
720/50P、720/25P）に対応し、各種のHD
記録方式をワールドワイドでカバーしてい
ます。
また、NTSC/PAL方式のSD信号にも対応し
ており、SD信号をDVCAMフォーマットで
記録・再生したり、HD信号をSD信号にダ
ウンコンバートして出力することもできま
す。

新世代のHD記録システム

MPEG-2 Long GOP画像圧縮による HD
記録および DVCAMフォーマットの SD
記録
MPEG-2 Long GOP方式により、1920×
1080、1440×1080、1280×720のHD画像
を記録します。UDFで記録する場合は、
ビットレートを50Mbps（HD422モード）
または35Mbps（HQモード）に設定できま
す。FATで記録する場合は、ビットレート
は、35Mbps（HQモード）または25Mbps
（SPモード）に設定できます。
高効率の圧縮方式によって、高画質のHD画
像を64GBのSxSメモリーカード1枚に
50Mbps（HD422モード）で約120分、
35Mbps（HQモード）で約180分記録でき
ます（UDFで記録した場合）。また、
DVCAM25MbpsフォーマットでのSD記録・

再生、MPEG IMX 50Mbpsフォーマットの
再生も可能です。

高品質の非圧縮音声記録
UDF/HD422モードなら、24ビット、48 
kHzリニアPCMによるオーディオ4チャンネ
ルの記録が可能です。FAT/HDモードでは、
16ビット、48 kHzリニアPCMによるオー
ディオ4チャンネルの記録が可能です。

ファイルベースワークフローに対応
MXFおよびMP4フォーマットのデータファ
イルとして記録されるため、コンピュー
ターでのデータのコピー、転送、共有など
に対応でき、本機で記録した素材を様々な
環境で幅広く活用できます。

エクスパンド機能付きサムネイル表示
記録開始・停止ごとに、ビデオ・オーディ
オを含む1つのクリップが独立して生成され
ます。再生モードにすると、各クリップが
それぞれサムネイル画像として表示され、
目的のクリップを簡単に検索できます。
さらにエクスパンド機能を使用すれば、選
択したクリップを時分割してサムネイル表
示することができ、長時間のクリップ内で
のシーン検索が容易になります。

多彩な映像表現を可能にする撮影モー
ド

フォーカス補助機能
フォーカス合わせを正確かつ容易に行える
ように、様々な補助機能が用意されていま
す。
• ワンプッシュオートフォーカス
• MFアシスト
• エクスパンドフォーカス
• ピーキング

概要

本機の特長
本機の特長
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スロー＆クイックモーション機能
撮影フレームレートを再生フレームレート
と異なる設定にすることによって、高画質
のスローモーションやクイックモーション
の撮影が可能です。

スローシャッター機能
最大64フレームまでの長時間露光をするこ
とができ、低照度の状況下でもノイズの少
ないクリアな映像撮影が可能です。

ガンマカーブの選択
撮影シーンに応じて、ガンマカーブを選択
できます。

インターバルレック（間欠記録）
あらかじめ設定した間隔で間欠撮影を行い
ます。気象の変化や植物の成長など長時間
にわたる変化の様子を時間を短縮して表現
したい場合に有効です。

フレームレック機能
クレイアニメ制作などに最適な機能です。
ボタンを押すごとに、あらかじめ設定した
フレーム数を記録する機能です。

開角度によるシャッター設定
電子シャッターのスピード調整に加え、
フィルムカメラ同様のシャッター開角度調
整が可能です。

ピクチャープロファイル
目的のシーンに最適な画質設定を登録して
おくことによって、即座に再現することが
できます。
6種類まで登録できます。

ピクチャーキャッシュレック機能
内蔵のキャッシュメモリーを利用して、
REC START（記録開始）ボタンを押す前の
映像をさかのぼって最大15秒まで記録する
ことが可能です。

操作性を高める様々な機能とデザイン

• 被写界深度表示
• 輝度レベル表示
• ヒストグラム表示
• 3.5型カラー LCDモニター
• カラービューファインダー
• 機能を割り当てられるアサイナブルボタ
ン（PMW-200は5個、PMW-100は4個）

• ハンドル、グリップ両方で可能なズーム
操作、記録開始・停止

• バッテリーパックでの長時間動作
• USB、i.LINK1) 、HDMI2) を含む多彩なイ
ンターフェース

• 自動追尾ホワイトバランス（ATW)
• ゲイン選択
• 4倍速、15倍速、24倍速ピクチャーサーチ
• フリーズミックス機能
• 赤外線リモートコマンダー 1) 付属
• プランニングメタデータ機能
• Wi-Fiリモコン機能（PMW-200のみ）

1)XDCAM、SxS、i.LINK、Exmor、およびリモー
トコマンダーはソニー株式会社の商標です。

2)HDMI、HDMIロゴ、およびHigh-Definition 
Multimedia Interfaceは、HDMI Licensing LLC
の商標または登録商標です。

その他本機に記載されているシステム名、製品名
は、一般に各開発メーカーの登録商標、または商
標です。
本機の特長 13
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◆それぞれの機能・使いかたについて詳しくは、（　）内のページをご覧ください。

PMW-200

PMW-100

各部の名称

本体

ハンドル面操作パネル
（17ページ）

1 2 3 4 5

後部コネクター部
（19ページ）

カードスロット部
（18ページ）

側面操作パネル
（18ページ）

7
8

9レンズ操作部
（17ページ）

13

ハンドル面操作パネル
（17ページ）

1 2 3 4 5 6

後部コネクター部
（19ページ）

カードスロット部
（18ページ）

側面操作パネル
（18ページ）

7
8

12 11 10
各部の名称
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1.レンズフード

PMW-200
取り付ける
本体とフードの印を合わせてフードを差し
込み、本機を正面から見て時計回り（下図
2と反対方向）に回して、1フード固定ネ
ジを締めてください。
取りはずす
1フード固定ネジをゆるめ、2矢印の方向
に回して、3取りはずします。

PMW-100
取り付ける
本体側の印に合わせてフードを差し込み、
本機を正面から見て時計回り（下図2と反
対方向）に回して固定します。
取りはずす
1フード固定解除ボタンを押しながら、2
矢印の方向に回して、3取りはずします。

別売りのワイドコンバージョンレンズを装
着するときは、ワイドコンバージョンレン
ズに付属のレンズフードをご使用ください。

2.ヘッドホン端子（ステレオミニジャック）
（49ページ）

3.後部赤外線リモコン受光部
4.電源スイッチ（24ページ）

5. BATT RELEASE（バッテリー取り出し）
ボタン（23ページ）

6.ビューファインダー視度調整つまみ
（PMW-100のみ）（25ページ）

7. DC IN（DC電源入力）端子（24ページ）

8.バッテリーパック装着部（23ページ）
9. WHITE BAL（ホワイトバランス自動調
整）ボタン（PMW-200）（42ページ）

10. EXPOSURE（エクスポージャー調整）ダ
イヤル/ボタン（PMW-100）（44ページ）

11. FOCUS/ZOOMスイッチ（PMW-100のみ）
（44ページ）

12.レンズ操作リング（PMW-100のみ）（45
ページ）

13.レンズキャップ開閉レバー（PMW-200の
み）（38ページ）

フード固定ネジ

1

2

3

各部の名称 15
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1.ビューファインダー（25ページ）
大型アイカップ取り付け方法

PMW-200
大型アイカップを少し伸ばしてビューファ
インダーにはめ、縁を水平の溝に合わせて
はめ込んでください。

PMW-100
本体に装着されているアイカップの溝に合
わせて大型アイカップをかぶせるようにし
て取り付けてください。
本体に装着されているアイカップは取りは
ずさないでください。

2.後部アクセサリーシュー

3.外部マイク取り付け部（48ページ）
4. LCDモニター（25ページ）
5.前部アクセサリーシュー
6.内蔵ステレオマイク（48ページ）
7. REC/TALLY（記録/タリー）ランプ
8.前部赤外線リモコン受光部/NightShot用
赤外線発光部（PMW-100のみ）（46ペー
ジ）

9.レンズキャップ（PMW-100のみ）
撮影時はレンズキャップを取りはずしてく
ださい。レンズキャップストラップを1矢
印方向に引いて、レンズキャップをグリッ
プの近くに移動させると撮影の妨げになり
ません。

10.内蔵スピーカー（72ページ）

11. AUDIO IN CH-1/CH-2（オーディオ入力
チャンネル1/チャンネル2）端子（XLR）
と入力切り換え（LINE/MIC/MIC+48V）
スイッチ（48ページ）

グリップ面操作ブロック
（19ページ）

1 2 3 4 5 6 7 8

10 911

12
PMW-200

12

13

PMW-200

14

大型アイカップ（付属）

大型アイカップ（付属）
各部の名称
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12.ショルダーベルト取り付け部
付属のショルダーベルトを図のように取り
付けます。

13.ビューファインダー視度調整つまみ
（PMW-200のみ）（25ページ）

14.マイクケーブルホルダー（PMW-200のみ）
（33ページ）

ハンドル面操作パネル

1. PLAY/PAUSE（再生/一時停止）ボタン
（71ページ）

2. F REV（逆高速再生）ボタン（72ページ）

3. THUMBNAIL（サムネイル表示）ボタン
（69ページ）

4. STOP/CAM（停止）ボタン（69ページ）
5. STATUS（ステータス表示切り換え）ボ
タン（81ページ）

6. PREV（逆方向クリップジャンプ）ボタン
（72ページ）

7.上/下/左/右ボタン、SEL/SET（選択/確定）
ボタン（85ページ）

8. MENU（メニュー表示ON/OFF）ボタン
（85ページ）

9.ハンドルZOOM（ズーム） ボタン（45ペー
ジ）

10.ズームスピード切り換えスイッチ（81
ページ）

11. F FWD（高速再生） ボタン（72ページ）

12. LCD BRIGHT（液晶ディスプレイ明るさ
調整）ボタン（25ページ）

13. NEXT（順方向クリップジャンプ） ボタン
（72ページ）

14. DISPLAY（画面表示）ボタン（21ペー
ジ）

15. VOLUME（モニター音量調節）ボタン
（49ページ）

16. CANCEL（キャンセル）ボタン

17. DURATION/TC/U-BIT（タイムデータ切
り換え）ボタン（47ページ）

18. REC START/STOP（記録開始 / 記録停
止）ボタン（39ページ）

19. REC HOLD（記録ホールド）レバー（39
ページ）

レンズ操作部（PMW-200のみ）

1.フォーカスリング（45ページ）
2.ズームリング（44ページ）
3. IRIS（アイリス調整モード選択）スイッチ
（44ページ）

4.アイリスリング（44ページ）

5. ND FILTER（NDフィルター切り換え）ス
イッチ（41ページ）

1

2

3
4

1

10

2
3
4
5
6
7
8

9

11
12
13

14
15
16
17

18

19
各部の名称 17
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6. MACRO（マクロ）スイッチ（46ページ）
7. FOCUS（フォーカス調整モード）スイッ
チ（45ページ）

8. PUSH AF（ワンプッシュオートフォーカ
ス）ボタン（46ページ）

側面操作パネル

1. FOCUS（フォーカス調整モード）スイッ
チ（PMW-100のみ）（45ページ）

2. PUSH AF（ワンプッシュオートフォーカ
ス）（PMW-100のみ）ボタン（46ページ）

3. ASSIGN 1/2/3/4（アサイナブル1/2/3/4）
ボタン（51ページ）
工場出荷時はASSIGN 1にZEBRA、
ASSIGN 2にPEAKINGがそれぞれ割り当て
られています。

4. FULL AUTO（フルオートモード）ボタン
とインジケーター（38ページ）

5. PICTURE PROFILE（ピクチャープロ
ファイル）ボタン（57ページ）

6. AUDIO IN （音声入力切り換え）スイッチ
（48ページ）

7. AUDIO SELECT（音声レベル調整モード
切り換え）スイッチ（48ページ）

8. AUDIO LEVEL CH-1/CH-2（オーディオ
レベルCH-1/CH-2）調整つまみ（48ペー
ジ）

9. SHUTTER（シャッター）スイッチ（43
ページ）

10. GAIN（ゲイン）スイッチ（42ページ）

11. WHITE BAL（ホワイトバランスメモリー
切り換え）スイッチ（41ページ）

12. ASSIGN 5（アサイナブル5）ボタン
（PMW-200）（51ページ）

13. WHITE BAL（ホワイトバランス自動調
整）ボタン（PMW-100）（42ページ）

14. MENU（メニュー表示ON/OFF）ボタン
（85ページ）

15. SEL/SETダイヤル（ジョグダイヤル）（85
ページ）
上下に回すか、水平方向に押して使用しま
す。本書では「ジョグダイヤル」と記載し
ます。

16. CANCEL（キャンセル）ボタン

カードスロット部

SxSメモリーカードスロットおよびEJECT
ボタンはカバー内にあります。

1. ACCESS（アクセス）ランプ（27ページ）
2. SxSメモリーカードスロット（27ページ）

3. EJECT（SxSメモリーカード取り出し）
ボタン（27ページ）

1 2 3 4 5 6 7 8

9 10 11

12 13

14 15 16

1

2

3

4

カバーを開ける
各部の名称
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4. SLOT SELECT（SxSメモリーカード選
択）ボタン（28ページ）

後面コネクター部

1. USB端子（Mini B端子）
2. i.LINK（HDV/DV）端子（4ピン、

IEEE1394準拠S400）（115ページ）

3. A/V OUT（オーディオ/ビデオマルチ出力）
端子（115ページ）

4. HDMI OUT端子（114ページ）
5. SDI OUT（シリアルデジタル出力）端子
（BNC型）（114ページ）

6. TC IN（タイムコード入力）/TC OUT（タ
イムコード出力）端子（BNC型）（120
ページ）

7. IN/OUT（入出力切り換え）スイッチ
（121ページ）
IN側にするとTC INとGENLOCK INが、
OUT側にするとTC OUTとVIDEO OUTが
それぞれ選択されます。

8. GENLOCK IN（ゲンロック入力）/VIDEO 
OUT（アナログビデオ出力）端子（BNC
型）（114、120ページ）

9.外部機器接続端子（PMW-200のみ）（31
ページ）

グリップ面操作ブロック

1. REC REVIEW（レックレビュー）ボタン
（39ページ）

2.電動ズームレバー（44ページ）
3. EXPANDED FOCUS（エクスパンド
フォーカス） ボタン（45ページ）

4. LENS REMOTE（レンズコントロールリ
モコン）端子（PMW-200のみ）（45ペー
ジ）

5. REC START（記録開始/記録停止）ボタ
ン（39ページ）

底面

1. ZOOM（ズームモード切り換え）スイッ
チ（PMW-200のみ）（44ページ）

1

2
3

4

5
6
7
8

カバー内
9

PMW-200

1
2
3

4

5

PMW-200

1 2 3
各部の名称 19
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2.三脚用ネジ穴

ご注意
穴の径が、雲台のネジの径と合うことを確認
してください。ネジの径と合わないと、本機
が落下したり転倒したりして、けがの原因と
なることがあります。

3.バックアップ電池取り付け部（132ペー
ジ）

特に説明のないボタンは、本体の対応する
ボタンと同様に使用できます。

1. ZOOM T/W（ズーム）ボタン
2. SHOTMARK（ショットマーク） 1、2ボタ
ン（49、72ページ）

3. THUMBNAIL（サムネイル）ボタン

4. PREV（逆方向クリップジャンプ）ボタン
5. F REV（逆高速再生）ボタン
6. PLAY/PAUSE（再生/ 一時停止）ボタン

7. REC（記録開始）ボタン
zボタンと無印のボタン（誤操作防止ボタ
ン）を同時に押すと、記録を開始します。

8. REC PAUSE（記録一時停止）ボタン
Xボタンと無印のボタン（誤操作防止ボタ
ン）を同時に押すと、記録を停止します。

9. PUSH SET（選択/ 確定）ボタン
本体のSEL/SETボタンと同等に機能します。

10. NEXT（順方向クリップジャンプ）ボタン
11. STOP（停止）ボタン
12. F FWD（高速再生）ボタン

13. PUSH AF（ワンプッシュオートフォーカ
ス）ボタン

ご注意
SUB CLIPボタンは、本機では使用しません。

赤外線リモートコマンダー（付属）

1

2

T

ZOOM

PUSH SET

SHOTMARK

SUB CLIPTHUMBNAIL

PLAY/PAUSE STOP

PUSH AFREC PAUSEREC

W

.

m

z

>

M

X

xu

FFWDFREV

PREV NEXT
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3
4
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各部の名称
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撮影中（記録中/記録待機中）にDISPLAYボタンを押すと、LCDモニター /ビューファインダー
画面の映像に本機の状態や設定が重ねて表示されます。

名称の注釈
[M]：LCD/VF SETメニューのDisplay On/Offで個別に表示/非表示を選択することができます
（99ページ）。

[A]：対応する機能を割り当てたアサイナブルボタンで個別に表示/非表示を選択することがで
きます（51ページ）。

[D]：画面に表示されるダイレクトメニューで設定を変更することができます（22ページ）。

1.バッテリー残量/DC IN電圧表示 [M]（23
ページ）

2. i.LINK状態表示（117ページ）
i.LINK接続されている場合のみ、接続機器
の状態を表示します。

3.特殊記録/動作状態表示

4.メディア状態表示

5.タイムデータ表示 [M]（47ページ）
6.メディア残量表示 [M]（28ページ）
7.ズームポジション表示 [M]（44ページ）

画面表示

Ext.

●REC 録画中
　STBY 録画待機中
　CONT 録画待機中

クリップコンティニュアス
レック時でクリップ継続中
の場合
点滅しているとき：クリッ
プコンティニュアスレック
時は継続しているクリップ
がない場合

●S&Q REC スロー＆クイックモーショ
ン録画中

　S&Q STBY スロー＆クイックモーショ
ン録画待機中

●INT REC インターバルレック実行中
　INT STBY インターバルレック待機中
●FRM REC フレームレック実行中
　FRM STBY フレームレック待機中
●CACHE ●が緑のとき：ピクチャー

キャッシュレック待機中
●が赤のとき：ピクチャー
キャッシュレック実行中

スロットAのメモリーカードが
有効
スロットBのメモリーカードが
有効
画面表示 21
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8.ワイドコンバージョンレンズ設定表示 [M]

（92ページ）
CAMERA SETメニューのWide Conversion
をOnに設定したときに表示します。

9.同期記録表示 [M]（114ページ）
VIDEO SETメニューのSDI Rec Controlを
HD SDI Remote I/Fに設定したとき表示し
ます。
SDI Rec ControlをParallel Recに設定して
ワイヤレスアダプターで同期録音をしてい
るときは、Rec2-Pが表示されます。
（PMW-200のみ）

10. NightShotモード表示（PMW-100のみ） 
[M][A]（46ページ）

11. NDフィルターポジション（PMW-200の
み） [M]

選択されているNDフィルター番号が表示
されます。（41ページ）

12. TLCSモード表示 [M][D]（90ページ）

13.手ぶれ補正モード表示 [M][D]（46ページ）
14.フォーカスモード表示 [M]（MF時のみ

[D]）（45ページ）
15.ホワイトバランスモードと色温度表示 

[M][D]（41ページ）
16.ピクチャープロファイル表示 [M][D]（56
ページ）

17.輝度レベル表示 [M][A]

18.被写界深度バー表示 [M][A]

19.エクスポージャーポジション表示（PMW-
100）/アイリスポジション表示（PMW-
200） [M][D]（44ページ）

20.ゲイン表示 [M][D]（42ページ）
21.シャッターモード/シャッタースピード表
示 [M][D]（43ページ）

22.オーディオレベルメーター [M]

23.ヒストグラム表示 [M][A]

24.映像レベル注意表示 [M] /推奨NDフィル
ター表示（PMW-200のみ）/クリップ転送
状態表示（PMW-200のみ）

25.ワイヤレスアダプター CBK-WA100（別
売り）メディア残量表示（PMW-200のみ）

26.ワイヤレスアダプター CBK-WA100（別
売り）電波状態表示（PMW-200のみ）

27.特殊記録モード表示 [M]（スロー＆クイッ
クモーションスタンバイ時のみ[D]）

28.ビデオフォーマット表示 [M]（40ページ）

29.クリップ名表示 [M]（39ページ）

名称の後ろに[D]が付いた項目は、画面に表
示されるダイレクトメニューで設定を変更
することができます。
ダイレクトメニューは、OTHERSメニュー
のDirect Menu（106ページ）でAllモード、
Partモード、Offを切り換えます。

ご注意
フルオートモード（38ページ）で強制的に自動
モードになる機能は、FULL AUTOボタンのインジ
ケーターが点灯しているときはダイレクトメ
ニュー操作はできません。

1 本機の状態や設定が画面に表示されて
いるときに、SEL/SETボタン（17
ページ）またはジョグダイヤル（18
ページ）を押す。
ダイレクトメニューがAllまたはPartの
ときは、操作できる項目のうちのいず
れかにカーソルが表示されます。

2 上/下/左/右ボタン（17ページ）また
はジョグダイヤルで操作したい項目
にカーソルを合わせ、SEL/SETボタ
ンまたはジョグダイヤルを押す。
選択した項目のダイレクトメニューが
表示されます。

3 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルで設定を選び、SEL/SETボタン
またはジョグダイヤルを押す。
メニューが消えて、新しい設定が表示
されます。

バックライトモード

標準モード

スポットライトモード

STDSTD

Frame Rec フレームレックモード
Interval Rec インターバルレックモード
S&Q Motion
xx/xx fps

スロー＆クイックモーション
モード

ダイレクトメニュー操作
画面表示
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バッテリーパック、またはACアダプターを
介してAC電源を使用できます。
安全のため、下記ソニー純正以外のバッテ
リーパックおよびACアダプターを使用しな
いでください。

リチウムイオンバッテリーパック
BP-U30
BP-U60
BP-U60T
BP-U90

バッテリーチャージャー /ACアダプター
BC-U1
BC-U2

直射日光の下や火気の近くなど、高温のと
ころにバッテリーを置かないでください。

ご注意
本機にバッテリーパックを装着した状態でACアダ
プターを接続することはできません。

バッテリーパックをバッテリーパック装着
部（15ページ）の奥まで差し込んで、下に
スライドさせてロックします。
取り外すときは、BATT RELEASEボタン
（15ページ）を押しながらバッテリーパック
を上にスライドさせてロックをはずし、引
き抜きます。

ご注意
• 装着する前に、専用のバッテリーチャージャー

BC-U1またはBC-U2を使用して充電してくださ
い。

• 使用直後でバッテリーパックの温度が上昇した
状態で充電すると、完全に充電されないことが
あります。

• バッテリーパックBP-U90は大容量でサイズが大
きいため、装着時に本体からの突出が大きくな
ります。BP-U90は三脚などに本機を固定して長
時間撮影をする場合などに便利です。

残量を確認する

バッテリーパックを使用して撮影・再生し
ているときは、LCDモニター /ビューファイ
ンダー画面（21ページ）にバッテリー残量
アイコンと残り時間が表示されます。

残り時間は、現在の消費電流のペースで本
機を継続使用した場合のバッテリーパック
の使用可能時間を計算して分単位で表示さ
れます。

バッテリーパックの容量が低下すると

使用中にバッテリーパックの容量が一定の
値まで低下すると（Low BATT状態）、バッ
テリーパックの残りが少ないことを知らせ
るメッセージが画面に表示され、タリーラ
ンプの点滅とブザー音で警告します。
さらに容量が減り、動作が継続不可能な状
態になると（BATT Empty状態）、バッテ
リーパックの残りがないことを知らせる
メッセージに切り換わります。
充電されたバッテリーパックに交換してく
ださい。

警告残量を変更する
工場出荷時には、Low BATTはフル充電の
10%、BATT Emptyは3%に設定されていま
す。これらの設定は、OTHERSメニューの
Battery Alarm（106ページ）で変更するこ
ともできます。

準備

電源

バッテリーパックを使う

  アイコン 残量
100％～91％

90％～71％

70％～51％

50％～31％

30％～11％

10％～0％
電源 23
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接続例：BC-U1の場合

1 BC-U1のDC電源出力ケーブルを本機
のDC IN端子に接続する。

2 BC-U1の電源コードをAC電源に接続
する。

3 BC-U1のモード切り換えスイッチを
DC OUTに設定する。

電源を入れるときは、電源スイッチ（15
ページ）をON（[の位置）にします。電源
を切るときは、電源スイッチをOFF（1の
位置）にします。

ご注意
• 本機は、電源スイッチをOFFにした状態でも、
わずかに待機電力を消費します。本機を長時間
使用しないときは、バッテリーパックを取り外
してください。

• バッテリーパックやDC IN電源は、電源スイッ
チをOFFにしてから取りはずしてください。ON
のまま取りはずすと、本機やSxSメモリーカー
ドの故障の原因となることがあります。

本機を初めて使用するときやバックアップ
電池を交換した後に、初めて本機の電源を
入れるとLCDモニター /ビューファインダー
画面に初回設定画面が表示されます。
この画面を使用して内蔵時計の日付/時刻を
設定してください。

Time Zoneについて
UTC(協定世界時)からの時差を設定します。
必要に応じて変更してください。

Date/Timeを設定する

上/下/左/右ボタン（17ページ）またはジョ
グダイヤル（18ページ）でカーソルを移動
し、SEL/SETボタンまたはジョグダイヤル
を押して各項目を設定します。最後にカー
ソルをFinishに合わせてSEL/SETボタンまた
はジョグダイヤルを押すと、設定画面が消
えて時計合わせが完了します。

設定画面が消えた後は、OTHERSメニュー
のTime Zone（104ページ）およびClock 
Set（104ページ）を使用してTime Zoneお
よびDate/Timeの設定を変更することができ
ます。

ご注意
• 動作電源が供給されていない（バッテリーパッ
クもDC IN電源も接続されていない)状態でバッ
クアップ電池が消耗するなどして現在日時の情
報が失われた場合は、次に電源を入れると初回
設定画面が表示されます。

• 初回設定画面が表示されている状態では、この
画面での設定が完了するまで電源を切る以外の
操作はできません。

AC電源を使う（DC IN電源）

電源を入れる/切る

DC OUT
CHARGE

BATTERY CHARGER

BC-U1

0%

80
100

BC-U1

1

2

3

時計を合わせる
時計を合わせる
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LCDモニターは、開くとON、格納すると
OFFになります。

角度を調整する

対面撮影方向（画面が被写体側に向く方向）
に90度、逆方向に180度回転します。
対面撮影方向に90度反転させると、画像が
上下反転(鏡像) 、文字表示が上下左右反転
します。

バックライトを調整する

LCD BRIGHTボタン（17ページ）でバック
ライトの明るさを調整できます。

色の濃さ、コントラスト、明るさを調
整する

LCD/VF SETメニューのLCD（98ページ）
を使用して調整できます。明るさなどを変
えても、記録される映像に影響はありませ
ん。

周囲が明るくLCDモニターが見づらいとき
などは、ビューファインダーで映像を確認
することができます。

接眼レンズを太陽に向けて放置しないでく
ださい。太陽光が接眼レンズを通して
ビューファインダー内部に焦点を結び、火
災の原因となることがあります。

本書では、ビューファインダーをこれ以降
「EVF」(Electronic Viewfinderの略称）と記
載します。

EVFをON/OFFする

工場設定時は、LCDモニターを閉じたとき
や対面撮影方向（画面が被写体側に向く方
向）に向けたときに、EVFがONになるよう
に設定されています。
LCD/VF SETメニューのEVF（98ページ）で
Powerの設定をAutoからOnに設定すること
によって、LCDモニターの開閉や角度に関
係なく常時ONになるように変更することも
できます。

視度を調整する

EVFの視度調整つまみ（17ページ）（PMW-
200）/（15ページ）（PMW-100）を操作す
ると、ユーザーの視力に合わせてEVFの画
像がはっきり見えるように調整することが
できます。

バックライトを調整する

EVFのバックライトの明るさをHighから
Lowに切り換えることができます。
LCD/VF SETメニューのEVF（98ページ）で
Backlightを設定してください。

カラー /モノクロを切り換える

EVFの画面は、カラー表示とモノクロ表示
を切り換えることができます。
LCD/VF SETメニューのEVF（98ページ）で
Modeを設定してください。
モノクロの方が被写体の確認、フォーカス
合わせがしやすい場合はB&Wに設定してく
ださい。
アサイナブルボタン（51ページ）にEVF 
Modeを割り当てると、ボタン操作でEVFの
カラー /モノクロの切り換えが可能です。

コントラスト、明るさを調整する

LCD/VF SETメニューのEVF（98ページ）を
使用して調整できます。明るさなどを変え
ても、録画される映像に影響はありません。

LCDモニターと
ビューファインダーを
調整する

LCDモニターを調整する

ビューファインダーを調整する
LCDモニターとビューファインダーを調整する 25
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初めて使用するときは

付属の赤外線リモートコマンダー（リモコ
ン）を初めて使用するときは、電池ホル
ダーから絶縁シートを引き抜いてください。

ホルダーには工場出荷時にリチウム電池
CR2025 がセットされています。

リモコンで本機を操作するときは

リモコンを使用するときは、本体の電源を
入れてから、リモコン操作機能を有効にし
てください。
リモコン操作機能の有効/無効の切り換えに
は、セットアップメニューまたはアサイナ
ブルボタンを使用します。

メニューで有効にするには
MENUボタンを押して本機をメニューモー
ドに切り換え、  でOTHERSメニュー
（104ページ）を選択し、IR RemoteをOnに
します。

アサイナブルボタンを使用するには
アサイナブルボタン（51ページ）のいずれ
かに、IR Remoteを割り当てると、ボタン
を押して有効/無効を切り換えることができ
ます。

ご注意
誤動作を防ぐため、本体の電源を切るとリモコン
操作が自動的に無効に戻るように設定されていま
す。電源を入れるごとに有効に切り換えて使用し
てください。

リモコンの電池を交換する

市販のリチウム電池CR2025を使用します。
CR2025 以外の電池は使用しないでくださ
い。

1 1ロックレバーを押したまま、2電
池ホルダーを引き出し、電池を取り
はずす。

2 ＋を上向きにして新しい電池を入
れ1、カチッと音がするまで電池ホ
ルダーを押し込む2。

直射日光の下や火気の近くなど、高温のと
ころにバッテリーを置かないでください。

ご注意
指定以外の電池に交換すると、破裂する危険があ
ります。
必ず指定の電池に交換してください。
使用済みの電池は、国または地域の法令に従って
処理してください。

赤外線リモコンを使う

絶縁シート

1
2

1

2

＋を上向きに
赤外線リモコンを使う
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本機では、撮影した映像・音声を、カード
スロット内のSxSメモリーカード（別売り）
に記録します。

本機で使用可能なSxSメモリーカード

下記のソニー製SxSメモリーカードをご使用
ください。
下記のソニー製以外のメモリーカードをご
使用の場合、動作の保証はいたしかねます。

SxS PRO+シリーズ

SxS PROシリーズ

SxS-1シリーズ

これらのカードは、ExpressCard規格に準
拠したメモリーカードです。

◆SxSメモリーカードの使いかたや使用上
のご注意について詳しくは、SxSメモ
リーカードの取扱説明書をご覧ください。

SxS、SxS PRO、およびSxS-1はソニー株式会社
の商標です
ExpressCardワードマークとロゴは、Personal 
Computer Memory Card International 

Association (PCMCIA) の所有であり、ソニーへラ
イセンスされています。他のトレードマークおよ
びトレード名称については、個々の所有者に帰属
します。

SxSメモリーカードを入れる

1 カードスロット部（18ページ）のカ
バーを開ける。

2 SxSメモリーカードを、SxSのラベ
ルを右にしてカードスロットに差し
込む。
ACCESSランプ（18ページ）が赤く点
灯し、使用可能な状態になると緑で点
灯します。

3 カバーを閉める。

ACCESSランプによる状態表示
Aと Bのカードスロットの状態を示すため
に、それぞれに ACCESSランプがありま
す。

SxSメモリーカードを取り出す

1 カードスロット部のカバーを開け、
EJECTボタン（18ページ）を押して
ボタンを引き出す。

2 もう一度EJECTボタンを押し込んで
カードを抜く。

ご注意
メモリーカードにアクセス中に本機の電源を切っ
たりメモリーカードを抜いた場合はデータは保証
されません。カードに記録されたすべてのデータ
が壊れる可能性があります。電源を切ったり、
カードを抜くときは、必ずACCESSランプが緑で
点灯または消灯していることを確認してから操作
してください。

SxSメモリーカードを
使う

SxSメモリーカードについて

SxSメモリーカードを入れる / 
取り出す

ランプ スロットの状態
赤で点灯 装着されているSxSメモリーカード

にアクセス中（データの書き込み/読
み出し中）

緑で点灯 スタンバイ状態（装着されている
SxSメモリーカードを使用して記
録・再生を行います。）

消灯 • SxSメモリーカードが装着されて
いない。

• 使用できないカードが装着されて
いる。

• SxSメモリーカードは装着されて
いるが、別のスロットのカードが
選択されている。
SxSメモリーカードを使う 27
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カードスロットAとBの両方にSxSメモリー
カードが装着されているときは、SLOT 
SELECTボタン（19ページ）を押して使用
するカードを切り換えることができます。
記録実行中にカードがフルになったときは、
自動的にもう1枚のカードに切り換わりま
す。

ご注意
再生中は、SLOT SELECTボタンは無効になりま
す。ボタンを押しても切り換わりません。サムネ
イル画面（69ページ）表示中はボタン操作が有効
です。

フォーマットされていないSxSメモリーカー
ド、または別の仕様でフォーマットされた
SxSメモリーカードを装着すると、メッセー
ジ「ファイルシステムが異なります」が
LCDモニター /EVF画面に表示されます。
下記の「フォーマット（初期化）を実行す
る」に従ってフォーマットしてください。

フォーマット（初期化）を実行する

OTHERSメニューのFormat Media 
（109ページ）で、Media(A)（スロットA）
かMedia(B)（スロットB）かを指定し、
Executeを選択する。確認メッセージが表
示されたら、もう一度Executeを選択す
る。

実行中メッセージと進捗状況（%）が表示
され、ACCESSランプが赤く点灯します。
フォーマットが終了すると、完了メッセー
ジが3秒間表示されます。

フォーマット実行中の記録・再生
フォーマット中でも、もう一方のカードス
ロットに装着したSxSメモリーカードを使用
して記録・再生が可能です。

フォーマットできなかったときは
プロテクトされたSxSメモリーカードや本機
で使用できないメモリーカードはフォー
マットされません。
警告メッセージが表示されますので、メッ
セージに従って、使用できるSxSメモリー
カードに交換してください。

ご注意
• 本機で使用するSxSメモリーカードは、本機の
フォーマット機能を使用してフォーマットして
ください。他の機器でフォーマットした場合は、
異なるフォーマットとみなされ、本機で再度
フォーマットする必要があります。

• メモリーカードをフォーマットすると、記録さ
れた映像データ、セットアップファイルなどを
含む、すべてのデータが消去されます。 

撮影中（記録中/記録待機中）は、LCDモニ
ター /EVF画面（21ページ）の記録メディア
残量表示部で、各スロットに装着したSxSメ
モリーカードの残量を確認することができ
ます。
現在設定されているビデオフォーマット
（記録ビットレート）で撮影した場合に記録
可能な時間を、それぞれのスロット内のメ
ディアの残量から計算して分単位で表示し
ます。
バッテリー /メディアステータス画面（83
ページ）を表示させると、残量をメーター
形式で確認することもできます。

ご注意
メモリーカードがプロテクトされている場合は、

 マークが表示されます。

SxSメモリーカードの交換時期

• 記録中に2枚のメモリーカードの残記録可
能時間の合計が5分をきると、警告メッ
セージ「メディア残量がわずかです」
（Media Near Full）が表示され、タリー
ランプの点滅とブザー音で警告します。
空きのあるメディアに交換してください。

• 記録を継続して、残記録可能時間の合計
が0になると、メッセージが「メディア残
量がありません」（Media Full）に変わり
記録が停止します。

使用するSxSメモリーカードを
切り換える

SxSメモリーカードをフォー
マット（初期化）する

残りの記録可能時間を確認する
SxSメモリーカードを使う
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ご注意
1枚のSxSメモリーカードに約600個までのクリッ
プを記録できます。
記録できるクリップ数の上限に達すると、残時間
表示が「0」になり、 メッセージ「メディア残量が
ありません」（Media Full）が表示されます。

何らかの原因でメモリーカード内のデータ
に異常が発生した場合は、メモリーカード
の修復が必要になります。
修復が必要なSxSメモリーカードを挿入した
ときは、修復を実行するかどうかを確認す
るメッセージがLCDモニター /EVF画面に表
示されます。

修復を実行する

上/下/左/右ボタンまたはジョグダイヤルで
Executeを選択し、SEL/SETボタンまた
はジョグダイヤルを押す。

実行中メッセージと進捗状況（％）が表示
され、ACCESSランプが赤く点灯します。
修復が終了すると、完了メッセージが3秒間
表示されます。

修復できなかったときは
• プロテクトされたSxSメモリーカードや、
エラーが発生したSxSメモリーカードは修
復できません。警告メッセージが表示さ
れますので、メッセージに従って、プロ
テクトを解除するか、別のSxS メモリー
カードに交換してください。

• エラーが発生したSxSメモリーカードは、
フォーマットをし直すと再利用できる場
合があります。

• 一部のクリップのみが修復できない場合
もあります。修復できたクリップは再生
可能になります。

• 修復を実行しても繰り返し「一部修復が
できませんでした」とメッセージが表示
されるようになったSxSメモリーカード
は、以下の手順で正常に戻せる場合があ
ります。

1 本機のコピー機能（76ページ）または
専用アプリケーションソフトウェア
（116ページ）を用いて、必要なクリッ
プを他のSxSメモリーカードへコピーす
る。

2 問題のあるSxSメモリーカードを本機で
フォーマットする。

3 必要なクリップをフォーマットしたSxS
メモリーカードにコピーして戻す。

修復中の記録・再生
修復中でも、もう一方のカードスロットに
装着したSxSメモリーカードを使用して、記
録・再生が可能です。

ご注意
本機で記録されたメディアは、本機で修復してく
ださい。
本機以外で記録されたメディアや、本機と同一機
種であってもバージョンが異なる機器で記録され
たメディアは、本機では修復できない場合があり
ます。

SxSメモリーカードを修復する
SxSメモリーカードを使う 29
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 別売りのメディアアダプター QDA-EX1を使

用することによって、XQDメモリーカード
をSxSメモリーカードスロットに入れて、
SxSメモリーカードと同様に記録・再生が行
えます。

使用可能な XQDメモリーカード
QD-H16、QD-H32、QD-S32、QD-S64
（2013年9月現在）

◆メディアアダプター QDA-EX1の使いかた
について詳しくは、アダプターに付属の
取扱説明書をご覧ください。

ご注意
• XQDメモリーカードを使って高速再生（17ペー
ジ）を行う場合、正しく動作しないことがあり
ます。

• XQDメモリーカード使用時は、スロー＆クイッ
クモーション撮影（54ページ）のスローモー
ション撮影はできません。

• すべてのXQDメモリーカードの動作を保証する
ものではありません。動作確認済みのメモリー
に関しては各販売店にお問い合わせください。

フォーマット（初期化）する

本機で初めてXQDメモリーカードを使用す
るときは、フォーマットが必要です。
本機で使用するXQDメモリーカードは、本
機のフォーマット機能を使用してフォー
マットしてください。XQDメモリーカード
を装着したときに注意メッセージが表示さ
れた場合も、フォーマットして使用してく
ださい。
本機が対応していないフォーマットで初期
化されたXQDメモリーカードを装着すると、
メッセージ「ファイルシステムが異なりま
す」がLCDモニター /EVF画面に表示されま
す。
下記の「フォーマット（初期化）を実行す
る」に従ってフォーマットしてください。

フォーマット（初期化）を実行する

OTHERSメニューのFormat Media（109
ページ）で、Media(A)（スロットA）か
Media(B)（スロットB）かを指定し、
Executeを選択する。

実行中はメッセージと進捗状況（%）が表
示され、ACCESSランプが赤く点灯します。
フォーマットが終了すると、完了メッセー
ジが3秒間表示されます。

ご注意
XQDメモリーカードをフォーマットすると、プロ
テクトされた画像も含めて、すべてのデータが消
去され、復元できません。

本機とパソコンの接続
XDCAM/XDCAM EXシリーズで記録した
XQDメモリーカードを本機側のスロットに
装着して、本機とパソコンをUSBケーブル
で接続して使用してください。

本機でフォーマットしたメディアを他の
機器のスロットで使用するには
あらかじめバックアップを取り、お使いに
なる機器でフォーマットしなおして使用し
てください。

別売りのメディアアダプター MEAD-MS01
またはMEAD-SD01を使用することによっ
て、“メモリースティック”またはSDHC
カードをSxSメモリーカードスロットに入れ
て、SxSメモリーカードと同様に記録・再生
が行えます。

使用可能な“メモリースティック”
“メモリースティック PRO-HG デュオ”HX
シリーズ

使用可能な SDHCカード
SDHCカード（SDスピードクラス：
Class10）

◆メディアアダプターMEAD-MS01/SD01
の使いかたについて詳しくは、それぞれ
のアダプターに付属の取扱説明書をご覧
ください。

他のメディアを使う

XQDメモリーカード

“メモリースティック”/SDHC
カード
他のメディアを使う
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ご注意
•“メモリースティック”またはSDHCカードを
使って高速再生（17ページ）を行う場合、正し
く動作しないことがあります。

•“メモリースティック”またはSDHCカード使用
時は、スロー＆クイックモーション撮影（54
ページ）のスローモーション撮影はできません。

•“メモリースティック”またはSDHCカードに
UDFで記録することはできません。

フォーマット（初期化）する

本機で初めて“メモリースティック”また
はSDHCカードを使用するときは、フォー
マットが必要です。
本機で使用する“メモリースティック”ま
たはSDHCカードは、本機のフォーマット
機能を使用してフォーマットしてください。
“メモリースティック”またはSDHCカード
を装着したときに注意メッセージが表示さ
れた場合も、フォーマットして使用してく
ださい。
本機が対応していないフォーマットで初期
化された“メモリースティック”または
SDHCカードを装着すると、メッセージ
「ファイルシステムが異なります」がLCDモ
ニター /EVF画面に表示されます。
下記の「フォーマット（初期化）を実行す
る」に従ってフォーマットしてください。

フォーマット（初期化）を実行する

OTHERSメニューのFormat Media 
（109ページ）で、Media(A)（スロットA）
かMedia(B)（スロットB）かを指定し、
Executeを選択する。

実行中メッセージと進捗状況（%）が表示
され、ACCESSランプが赤く点灯します。
フォーマットが終了すると、完了メッセー
ジが3秒間表示されます。

ご注意
“メモリースティック”またはSDHCカードを
フォーマットすると、プロテクトされた画像も含
めて、すべてのデータが消去され、復元できませ
ん。

本機とパソコンの接続
XDCAM/XDCAM EXシリーズで記録した
“メモリースティック”またはSDHCカード
を本機側のスロットに装着して、本機とパ
ソコンをUSBケーブルで接続して使用して
ください。

本機でフォーマットしたメディアを他の
機器のスロットで使用するには
あらかじめバックアップを取り、お使いに
なる機器でフォーマットしなおして使用し
てください。

UDFモード時に外部機器接続端子（19ペー
ジ）にUSBメモリーを接続して、以下の
データを記録、保存、呼び出しできます。
•「プランニングメタデータファイルを読み
込む」（66ページ）

•「設定データの保存と呼び出し」（64ペー
ジ）

以下のソニー製USBメモリーを使用するこ
とをおすすめします。
• USM-Mシリーズ

ご注意
• 記録容量が4GBから32GBまでのUSBメモリー
を使用してください。

• 推奨品以外のUSBメモリーは、外部機器接続端
子に接続しても認識されないことがあります。

フォーマット（初期化）する

USBメモリーはFAT32ファイルシステムで
フォーマットされている必要があります。

ご注意
USBメモリーを使用するときは、あらかじめコン
ピューターまたは本機でフォーマットしてくださ
い。コンピューターでフォーマットしたUSBメモ
リーが使用できない場合は、本機でフォーマット
してください。

1 USBメモリーを、外部機器接続端子に
接続する。
USBメモリーが未フォーマットの場合
や本機に対応しない形式でフォーマッ
トされている場合は、フォーマットを
実行するかどうかを確認するメッセー

USBメモリー（PMW-200のみ）
他のメディアを使う 31
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ジが、LCDモニター /EVF画面に表示さ
れます。

2 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルで「Execute」を選択し、SEL/
SETボタンまたはジョグダイヤルを
押す。
実行中メッセージと進捗状況（%）が
表示され、フォーマットが始まります。
フォーマットが終了すると、「Format 
USB Memory Done」が表示されます。
USBメモリー内に、
\MSSONY\PRO\XDCAM\MEMDISC
フォルダーと\General\Sony\Planning
フォルダーが自動生成されます。

フォーマットできなかったときは
プロテクトされたUSBメモリーや本機で使
用できないUSBメモリーはフォーマットさ
れません。
警告メッセージが表示されますので、メッ
セージにしたがって、使用できるUSBメモ
に交換してください。

USBメモリーを修復する

ファイルシステムが壊れているなど正常に
マウントできない状態のUSBメモリーを接
続すると、修復を実行するかどうかを確認
するメッセージがLCDモニター /EVF画面に
表示されます。
上/下/左/右ボタンまたはジョグダイヤルで
「Execute」を選択し、SEL/SETボタンまた
はジョグダイヤルを押すと、実行中メッ
セージと進捗状況（%）が表示され、修復
が始まります。
修復が終了すると、「Restore USB Memory 
Done」が表示されます。

本機に別売りのWi-Fiアダプター CBK-WA01
または別売りのUSB無線LANモジュール
IFU-WLM3を取り付けると、コンピュー
ターと本機をWi-Fi接続することができます。

◆ワイヤレスアダプター CBK-WA100（別
売り）を使用して、コンピューターと本
機をWi-Fi接続することもできます。取り
付けや操作については、CBK-WA100の
取扱説明書をご覧ください。

Wi-Fi接続されたコンピューターと本機の間
では、以下のような操作が可能です。
コンピューターで作成したプランニングメタデー
タを本機に転送し、クリップ名やショットマーク
を指定して撮影を行う。

ご注意
• CBK-WA01を取り付けまたは取りはずすとき
は、本機の電源を切ってから行ってください。

• 本機をキャリングケースに収納するときは、
CBK-WA01を取りはずさないと正しく収納でき
ない場合があります。

1 ハンドル部分のネジ2個を取りはずし、
位置決めに合わせてWi-Fiアダプター
ブラケットを取り付け、さきほど取り
はずしたネジ2個で固定する。

• Memory Stick（“メモリースティック”）およ
び は、ソニー株式会社の
商標です。

• Memory Stick PRO-HG Duo（“メモリース
ティック PRO-HG デュオ”）および

は、ソニー株式会社の
商標です。

• XQDはソニー株式会社の商標です。

Wi-Fi接続して使う
（PMW-200のみ）

CBK-WA01を取り付ける

Wi-Fiアダプターブラケット

位置決め
ネジ
Wi-Fi接続して使う（PMW-200のみ）
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2 CBK-WA01裏面の突起部をWi-Fiア
ダプターブラケットの穴にはめ、ネ
ジを締めて、CBK-WA01を金具に取
り付ける。

3 外部機器接続端子のカバーを開けて、
CBK-WA01のケーブルを接続する。

外部マイクを使用する場合
必要に応じて、マイクケーブルホルダーを
使用します。

使用するマイクによっては、音声にノイズ
が載ることがあります。その場合、AUDIO 
IN端子下部のケーブルクランプ（48ページ）
を使用すると改善することがあります。

外部機器接続端子のカバーを開けて、IFU-
WLM3を取り付けます。

ご注意
• USB無線LANモジュールIFU-WLM3（別売り）
は国・地域によって利用できない場合がありま
す。

• IFU-WLM3を取り付け、または取りはずすとき
は、本機の電源を切ってから行ってください。

• 無線機器を本機の近くで使用すると、誤動作す
ることがあります。本機の近くでは、無線機器
の電源をできるだけ切ってください。

Wi-Fi接続には、コンピューターと本機を一
対一で接続する「アドホックモード」と、
無線LANアクセスポイントを介して1台のコ
ンピューターに複数のカムコーダーを接続
する（LANを構成する）「インフラストラク
チャーモード」の、2つの方法があります。

ネットワークを設定するには

必要に応じて、メニューのOTHERS　
>Networkの設定を変更します。

外部機器接続端子

マイクケーブル
ホルダー

外部マイクのケーブル

IFU-WLM3を取り付ける

Wi-Fi接続する

項目 設定内容
DHCP DHCPサーバーからIPアドレ

スを自動取得するかどうかの
設定
Enabled：自動取得する
Disabled：自動取得しない
（工場出荷時の設定）

IP Address IPアドレス a)（工場出荷時の
設定：192.168.1.10）

Subnet Mask サブネットマスク（工場出荷
時の設定：255.255.255.0）

Default Gateway デフォルトゲートウェイ（工
場出荷時の設定：0.0.0.0）

User Name ログインするときのユーザー
名（工場出荷時の設定：
admin）
Wi-Fi接続して使う（PMW-200のみ） 33
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a)DHCPサーバーにより決定されたIPアドレスが、
この欄に表示される。

設定を変更したときは
SetをExecuteに設定します。確認メッセー
ジが表示されたら、上/下/左/右ボタンまた
はジョグダイヤルで「Execute」を選択し、
SEL/SETボタンまたはジョグダイヤルを押
します。

アドホックモードで接続するには

1 接続先のコンピューターの設定を行
う。

2 コンピューターで接続を開始する。

3 メニューのOTHERS >Wi-Fi >Wi-Fi
をEnableに設定する。

4 メニューのOTHERS >Wi-Fi >Scan 
NetworksでExecuteを選択して、
SEL/SETボタンまたはジョグダイヤ
ルを押す。
本機が接続先の検出を開始します。
接続先を見つけると、NETWORK 
SCANリストが表示されます。

USB無線LANモジュールIFU-WLM3の使用時
は、検出結果がUnknownと表示されます。こ
の場合はNetwork TypeでInfra/Adhocのいず
れかを設定してください。

5 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルで接続先を選択し、SEL/SETボ
タンまたはジョグダイヤルを押す。
OTHERSメニュー画面に戻ります。

6 Wi-Fiの設定内容が接続先の設定と一
致していることを確認する。
SSID（ネットワーク名）：選択した接
続先の名前
Network Type（接続モード）：Adhoc
Ch（無線チャンネル）：1

Authentication（ネットワーク認証方
法）：コンピューター側の設定に応じて
Open、Shared、またはWPA
Encryption（暗号化方式）：コン
ピューター側の設定に応じてDisable、
WEP、TKIPまたはAES
WEP Key Index（キーのインデック
ス）：EncryptionがWEPの場合は1
Input Select（キーの入力形式）：ネッ
トワークキー（またはセキュリティー
キー）に応じて、EncryptionがWEPの
場合はASCII5、ASCII13、HEX10また
はHEX26、EncryptionがTKIPまたは
AESの場合はASCII8-63またはHEX64

7 Keyを、コンピューター側で設定し
たネットワークキー（またはセキュ
リティーキー）に設定してSEL/SET
ボタンまたはジョグダイヤルを押す。

8 SetをExecuteに設定してSEL/SET
ボタンまたはジョグダイヤルを押す。
「Wi-Fi Setting Executing…」が表示さ
れ、本機が接続を開始します。
コンピューターとの接続が完了すると、
表示が「Wi-Fi Setting OK」に変わりま
す。
Wi-Fiアダプター CBK-WA01を使用して
いるときは、Wi-Fi Statusの欄に接続状
態を示すxが表示されます（xの数が多
いほど接続状態が良好）。また、
Wireless Modeの欄に確立した接続の
IEEE802.11規格（802.11b、802.11g
または802.11n）が表示されます。

本機で先にWi-Fi接続を開始し、コンピュー
ターから本機にアクセスして接続すること
もできます。

接続を切断するには
コンピューター側で接続を切断します。

初期設定に戻す（リセットする）には
うまく接続できない場合や設定をやり直し
たい場合は、Wi-Fi接続に関する設定を初期
設定に戻すことができます。

Password ログインするときのパスワー
ド（工場出荷時の設定：機種
名「pmw-200」）

ご注意

項目 設定内容

メモ
Wi-Fi接続して使う（PMW-200のみ）
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メニューのOTHERS >Network >Net Config 
ResetでExecuteを選択して、SEL/SETボタ
ンまたはジョグダイヤルを押します。
リセットが完了すると「Net Config Reset 
Done」が表示されます。
本機は、MACアドレスをSSIDとするネット
ワーク対して接続を試みている状態になり
ます。

インフラストラクチャーモードで接続
するには

無線 LANアクセスポイント側の設定
次の設定が必要です。
• ネットワークID（SSID）
• 暗号化方式例（Encryption）
• ネットワークキー（Key）

◆無線LANアクセスポイントの設定操作に
ついては、無線LANアクセスポイントの
マニュアルをご覧ください。

本機から無線 LANを検索して接続する
には
「アドホックモードで接続するには」 （34
ページ）と同様の手順を行います。
ただし、以下の違いがあります。
• 手順1と2を行いません。
• 手順6の設定は次のように変わります。

SSID（ネットワーク名）：選択した接
続先の名前
Network Type（接続モード）：Infra
Ch（無線チャンネル）：自動設定
Authentication（ネットワーク認証方
法）：アクセスポイント側の設定に応じ
てOpen、Shared、WPAまたはWPA2
Encryption（暗号化方式）：アクセス
ポイント側の設定に応じてDisable、
WEP、TKIPまたはAES
WEP Key Index（キーのインデック
ス）：EncryptionがWEPの場合は1
Input Select（キーの入力形式）：ネッ
トワークキー（またはセキュリティー
キー）に応じて、EncryptionがWEPの
場合はASCII5、ASCII13、HEX10また
はHEX26、EncryptionがTKIPまたは
AESの場合はASCII8-63またはHEX64

Wi-Fi接続時は、本機に内蔵されたWebメ
ニューにコンピューターからアクセスする
ことができます。
Webメニューで、本機の情報／設定状態を
確認したり、プランニングメタデータファ
イルをアップロードすることができます。

ご注意
記録／再生中にWebメニューにアクセスす
ることはできません。（Wi-Fi接続を介して
ファイルを送受信することができません。）

Webメニューの表示例

Product Information（製品情報）
• Model name（機器名）
• Serial No.（シリアル番号）

Network（ネットワーク設定）
• MAC Address（MACアドレス）
• IP Address（IPアドレス）
• Subnet Mask（サブネットマスク）

Wi-Fi Status（Wi-Fi設定）
• Wireless Mode（無線LAN規格）
• SSID
• Type（接続モード）
• Channel（チャンネル）
• Authentication（ネットワーク認証方法）
• Data Encryption（暗号化方式）

Planning Metadata（プランニングメタ
データ）
「Upload」をクリックするとPlanning 
Metadata画面が表示され、プランニングメ
タデータファイルをアップロードすること
ができます（36ページ）。

ご注意
Webメニューの表示レイアウトは、使用す
るブラウザによって変わります。

Webメニューを表示するには

1 コンピューターでブラウザを起動し、
「http://本機のIPアドレス（メニュー
のOTHERS >Network >IP Address
の設定値）/」にアクセスする。

Webメニューを使用する
Wi-Fi接続して使う（PMW-200のみ） 35
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例：IPアドレスが「192.168.1.10」の
場合アドレスバーに「http://
192.168.1.10/」と入力する。
接続が完了すると、ユーザー名（User 
name）とパスワード（Password）を
入力する画面が表示されます。

2 ユーザー名とパスワードを入力して、
OKをクリックする。
User name：admin
Password：pmw-200（機種名を小文
字で入力）

プランニングメタデータファイルを
アップロードするには

1 本機にSxSメモリーカードなどのメ
ディアを挿入する。

2 Webメニューの「Upload」をクリッ
クする。
Planning Metadata画面が表示されま
す。

3 「Select」をクリックして、
「Choose File」ダイアログを表示す
る。

4 アップロードしたいプランニングメ
タデータファイルを選択し、「Open」
をクリックする。
選択したファイルのパスが表示されま
す。

5 「Execute」をクリックする。
プランニングメタデータが本機のメモ
リーに読み込まれ、SxSメモリーカード
内に格納されます。
転送が完了すると「Status」欄に
「OK」が表示されます。

Wi-Fi接続時は、スマートフォン、タブレッ
ト、コンピューターなどのデバイスから、
本機に内蔵されたWi-Fiリモコンにアクセス
することができます。
Wi-Fiリモコンを使用すると遠隔から本機を
操作できます。記録の開始/停止はもちろん、

アイリス、フォーカス、ズームなどの設定
値を遠隔操作で調整できるため、本機を離
れた場所に固定する場合や、本機をクレー
ンに装着して使用する場合などに大変便利
です。

ご注意
• IRISの設定がAutoでないときは、「IRIS」スライ
ダーの操作や、「Auto IRIS」を ON/OFFするこ
とはできません。

• フォーカスリングを後方にスライドさせた状態
のときは、「FOCUS」スライダーの操作や、
「Auto Focus」を ON/OFFすることはできませ
ん。

• ZOOMスイッチがMANUALに設定されていると
きは、「ZOOM」スライダーを操作することはで
きません。

Wi-Fi Remote画面（スマートフォン）

Wi-Fi Remote画面（タブレット）

Wi-Fiリモコンを使用する
Wi-Fi接続して使う（PMW-200のみ）
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Wi-Fiリモコンを表示するには

デバイスの画面にWi-Fiリモコンを表示する
には、本機とデバイスそれぞれに設定が必
要です。

本機の設定をする

1 メニューのOTHERS >Wi-Fi >Wi-Fi
をEnableに設定する。

2 メニューのOTHERS >Wi-Fi >Wi-Fi 
RemoteをOnに設定する。

デバイスの設定をする
スマートフォン、タブレット、コンピュー
ターなどの設定をします。

1 本機とデバイスをWi-Fi接続（33ペー
ジ）する。

2 デバイスでブラウザを起動し、
「http://本機のIPアドレス（メニュー
のOTHERS >Network >IP Address
の設定値）/rm.html」にアクセスす
る。
例：IPアドレスが「192.168.1.10」の
場合アドレスバーに「http://
192.168.1.10/ rm.html」と入力する。
接続が完了すると、デバイスにWi-Fi 
Remote画面が表示されます。
以降は、画面表示のとおりに操作して
ください。
Lockつまみを右にスライドすると、
RECボタンの操作を禁止することがで
きます。

ご注意
• スマートフォン用のページを表示したい場合は、
アドレスの最後を「rms.html」に、タブレット
用のページを表示したい場合は「rmt.html」に
置き換えて入力してください。通常は
「rm.html」と入力すれば、各ページに自動的に
移動します。デバイスによっては正常に動作し
ない場合があります。

• 次の場合は、Wi-Fi Remote画面と本機の状態が
一致しなくなることがあります。その場合は、
ブラウザの表示を更新してください。
―接続中に本機を再起動した場合
―接続中に本機を操作した場合
―デバイスを再接続した場合
―ブラウザで進む/戻るを操作した場合

• 電波状態が著しく悪い場合、Wi-Fi Remoteが機
能しなくなることがあります。

• ご利用のスマートフォン、タブレット端末に
よっては、アドホックモードを搭載していない
場合があります。詳しくは、スマートフォン、
タブレット端末の取扱説明書をご覧ください。

対応デバイスについて

Wi-Fiリモコンとして使用できるデバイス、
OS、ブラウザは以下のバージョン以降で
す。

デバイス OS ブラウザ
PC Windows7 Internet Explorer 8

または9
Mac OS 10.7.4 Safari 5.1.6

スマート
フォン

Android 2.3.3 標準ブラウザ
iOS 5.1.1 Safari

タブレット Android 4.0.3 標準ブラウザ
iOS 5.1.1 Safari
Wi-Fi接続して使う（PMW-200のみ） 37
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準備する

1 充電したバッテリーパックを取り付
ける。

2 SxSメモリーカードを入れる。
2枚入れておくと、1枚目がフルになっ
た時点で自動的に2枚目に切り換わりま
す。

3 LCDモニターを開き見やすい角度に
調整する。
EVFを使うときはLCDモニターを収納
し、EVFを見やすい角度に調整します。

4 レンズキャップを開ける/レンズ
キャップを取りはずす
PMW-200
レンズキャップ開閉レバーを上げて、レン
ズフードに付いているレンズキャップを開
けます。
PMW-100
レンズキャップを取りはずします。

5 電源スイッチをONにする。
撮影画面が表示されます。

リモコンを使用するときは、リモコン操作
モードを有効にしてください（26ページ）。

ご注意
グリップを持って撮影するときは、左手で本機の
底面を支えて操作してください。

撮影する（フルオートモード）

6 FULL AUTOボタンを押して、ボタ
ンのインジケーターを点灯させる。
フルオートモードがONになり、TLCS
（90ページ）が働いて、オートアイリス
（PMW-200）/オートエクスポージャー
（PMW-100）、AGC、オートシャッ
ター、ATW（自動追尾ホワイトバラン
ス）がONになり、明るさとホワイトバ
ランスが常に自動調整されます。

撮影

基本操作手順

REC START/STOP

REC REVIEW
（グリップ面操作ブロック）

FULL AUTO

LCDモニター
角度調整 1

電源スイッチ
：ON（[の位置）

2

5

6

3

9
7, 8

バッテリーパック装着

SxSメモリーカード挿入

4 レンズキャップを準備する

PMW-200
基本操作手順
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それぞれをマニュアルで調整したいと
きは、フルオートモードをOFFにして
ください。
◆「アイリス（PMW-200）/エクスポー
ジャー（PMW-100）」（44ページ）

◆「ゲイン」（42ページ）
◆「電子シャッター」（43ページ）
◆「ホワイトバランス」（41ページ）

フルオートモードをONにしても、AF（オー
トフォーカス）は有効になりません。

◆「フォーカス」（45ページ）

7 REC START/STOPボタンを押す。
グリップのREC STARTボタンでも記録
を開始できます。
（赤外線リモコン使用時は、RECボタンを誤
操作防止ボタンと同時に押してください。）

タリ－ランプが点灯して、記録が始ま
ります。

8 記録を終了するときは、もう一度
REC START/STOPボタンを押す。
グリップのREC STARTボタンでも記録
を停止できます。
（赤外線リモコン使用時は、REC PAUSEボタ
ンを誤操作防止ボタンと同時に押してくださ
い。）

記録が停止し、本機はSTBY（記録待
機）モードになります。

ご注意
前の記録データの書き込みが完了していない状態
でREC START/STOPボタンを押すと、メッセージ
「操作できません」が表示され、次の記録が開始さ
れないことがあります。

誤操作を防止するには
ハンドルのREC START/STOPボタンには、
誤操作防止用のREC HOLDレバーがありま
す。ハンドルのREC START/STOPボタンを
使用しない場合は、誤ってボタンが押され
ても記録が開始/停止しないように、レバー
をHOLD側にセットしておくことをお勧め
します。
ロックを解除するときは、レバーを元の位
置に戻してください。

直前に撮影した映像を確認する（レッ
クレビュー）

9 REC REVIEWボタンを押す。
レックレビュー機能（51ページ）が働
いて、直前に記録された画像がLCDモ
ニター /EVF画面で再生されます。

クリップを削除するには
Last Clip DEL機能（64ページ）を使用する
と、直前に記録したクリップを削除できま
す。All Clips DEL機能（64ページ）を使用
すると、SxSメモリーカードに記録された全
クリップを削除できます。クリップを指定
して削除する場合は、サムネイル画面（69
ページ）から操作してください。

ご注意

クリップ（記録データ）
記録を停止すると、開始から停止までの
画像・音声と付随データが、ひとつの
「クリップ」としてSxSメモリーカードに
記録されます。

クリップ名について
本機で記録されるクリップには、
OTHERSメニューのClip（108ページ）の
Auto Namingで選択した方法で、自動的
にクリップ名がつけられます。
初期設定では、Auto NamingがPlanに設
定されています。プランニングメタデー
タが読み込まれていれば、プランニング
メタデータに設定されているクリップ名
がつけられます。
Auto NamingをTitleに変更すると、「4～
46文字の英数字」と「4桁の番号」からな
るクリップ名がつけられます。

例 : ABCD0001
クリップ名の「4～46文字の英数字」部分
にはOTHERSメニューのClipで記録開始
前に任意の文字列を設定することも可能
です。（記録後に変更することはできませ
ん。）
「4桁の番号」部分は、記録順に自動的に
カウントアップされます。
基本操作手順 39
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映像の用途や撮影の状況に応じて、設定を
変更します。

選択できるフォーマットは、UDF/FAT、HD
モード/SDモード、使用地域（NTSC Area/
PAL Area）の設定によって異なります。
◆使用地域は、OTHERSメニューのSystem
（107ページ）の、Countryで切り換えます。

UDF/FATを切り換える

OTHERSメニューのSystem（107ページ）
の、UDF/FATで切り換えます。
切り換えを実行すると、本機は自動的に再
起動します。

ご注意
記録・再生中にUDF/FATを切り換えることはでき
ません。

HDモード/SDモードを切り換える

OTHERSメニューのSystem（107ページ）
の、HD/SDで切り換えます。
切り換えを実行すると、本機は自動的に再
起動します。

ご注意
記録・再生中にHD/SDを切り換えることはできま
せん。

フォーマットを変更する

OTHERSメニューのSystem（107ページ）
の、Formatで切り換えます。
SDI OUT、A/V OUT、およびHDMI OUT端
子からの信号も、このメニューで選択され
たフォーマットに従って出力されます。

記録されるクリップについて
クリップのファイルサイズの上限は、
UDFで43GB、FAT/HDモードで4GB、
FAT/SDモードで2GBです。
長時間の連続記録を行うと、ファイルサ
イズの関係で、記録された素材が複数の
ファイルに分割されることがあります
（最大分割数は99）。複数のファイルに分
割された場合でも、本機上ではひとつの
クリップとして扱います。
クリップの記録時間によっては、AとBの
カードスロットに挿入した2枚のSxSメモ
リーカードにまたがって記録することが
できます。
コンピューターを使用して、記録したク
リップをHDDなどにコピーする場合は、
連続性を保つため、専用のアプリケー
ションソフトウェアをダウンロードして
使用することをお勧めします。ソフト
ウェアのダウンロードについては、「ソフ
トウェアのダウンロードについて」（147
ページ）をご覧ください。

ご注意
Explorer（Windows環境）やFinder（MAC環
境）を使用してコピーなど行った場合は記録素
材の連続性、関連性を保持できなくなる場合が
ありますので、ご注意ください。

クリップの最大時間
クリップの最大時間は、FAT（MP4、
AVI）では24時間、UDF（MXF）では6時
間です。
録画時間がクリップの最大時間を超える
場合、録画を継続したまま自動的に新し
いクリップが作られます。新しいクリッ
プはサムネイル画面で別のクリップとし
て確認できます。

基本設定を変更する

ビデオフォーマット
基本設定を変更する
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レンズの絞りを適切な範囲に保つため ND
フィルターを使用できます。
2: 1/64ND
1: 1/8ND
CLEAR: NDなし

撮影状況に応じて調整モードを選択できま
す。

プリセットモード
色温度をプリセット値（工場出荷時：
3200K）に調整するモードです。ホワイト
バランスを調整する時間がないときや、ピ
クチャープロファイルで設定したホワイト
バランスに固定して撮影したい場合に使用
します。

メモリー A/メモリー Bモード
メモリー A またはメモリー B に保存された
ホワイトバランスに調整します。
WHITE BALボタンを押すと、ホワイトバラ
ンスの自動調整を実行し、調整値をメモ
リー A またはメモリー B に保存し直しま
す。
Wi-Fi Remote使用時、ATWオフの設定のと
きは、WHITE BALスイッチの状態に関わら
ず、メモリー Aに切り換わります（PMW-
200のみ）。

ATW(自動追尾ホワイトバランス )モー
ド
常に適切なホワイトバランスになるように
自動的に調整するモードです。
光源の色温度が変化すると、ホワイトバラ
ンスを自動的に調整し直します。
CAMERA SETメニューのATW Speed（92
ページ）で、5段階の調整速度を選択できま
す。
アサイナブルボタン（51ページ）にATW 
Hold機能を割り当てておくと、このボタン
を押すことによって、ATWモードでも一時
的にATWを停止させ、ホワイトバランスを
固定することができます。

ご注意
• 照明や被写体の条件によっては、ATWを使用し
ても適切な色に調整できないことがあります。
例：
•空、海、地面、草花など単一色の被写体が大部
分を占める場合

•色温度が非常に高い/非常に低い光源下の被写
体

ATWの自動追従の時間が遅い場合や、適切な効
果が得られない場合は、オートホワイトバラン
スを実行してください。

• NightShotモードがOnのときは、ATWは設定で
きません。（PMW-100のみ）

スイッチで切り換える

WHITE BALスイッチ（18ページ）で選択し
ます。
B: ATWモードまたはメモリー Bモード
A: メモリー Aモード
PRST: プリセットモード
WHITE BALスイッチのBの位置には、工場
出荷時にATWモードが割り当てられていま
す。CAMERA SETメニューのWhite Switch 
<B>（92ページ）で、メモリー Bモードを
選択するように変更することができます。
フルオートモード（38ページ）をONにする
と、強制的にATWモードになります。
アサイナブルボタン（51ページ）に、ATW
のON/OFF機能を割り当てると、フルオート
モードOFFのときボタン操作でATWを単独
でON/OFFすることができるようになりま
す。

ダイレクトメニューで切り換える

DISPLAYボタン（17ページ）を押すと、選
択されているモードと色温度が画面に表示
されます（21ページ）。
ATW：ATWモード
W:A：メモリー Aモード
W:B：メモリー Bモード
W:P：プリセットモード
W:NS：NightShotモードOn（PMW-100の
み）
ダイレクトメニュー（22ページ）がAllモー
ドに設定されているときは、ATW、W:A、
W:B、W:Pの切り換えが可能です。
ダイレクトメニューがPartモードに設定され
ているときは、ATWとWHITE BALスイッチ

NDフィルター（PMW-200の
み）

ホワイトバランス
基本設定を変更する 41
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で選択されているモードの切り換えが可能
です。
W:NSが表示されているときは、ダイレクト
メニューでの切り換えはできません。

オートホワイトバランスを実行する

1 調整値をメモリーに保存したい場合
は、メモリー Aモードまたはメモリー
Bモードを選択する。

2 被写体の照明光源と同じ条件のとこ
ろに白い紙などを置き、ズームアッ
プして画面に白を映す。

3 明るさを調整する。
「マニュアルで明るさを調整する」（44
ページ）に従って、アイリス（PMW-
200）またはエクスポージャー（PMW-
100）を調整してください。

4 WHITE BALボタン（18ページ）を
押す。

メモリーモードで実行した場合は、調整値
は手順1で選択したメモリー（AまたはB）
に保存されます。
ATWモードで実行した場合は、調整が終わ
るとATWモードでのホワイトバランス調整
に戻ります。

ご注意
• プリセットモードのときは、オートホワイトバ
ランスは実行できません。

• NightShotモードがOnのときは、オートホワイ
トバランスは実行できません。（PMW-100のみ）

• 正常に終了しなかったときは画面に約3秒間エ
ラーメッセージが表示されます。繰り返し調整
を試みてもエラーメッセージが表示されるとき
は、ソニーのサービス担当者にご相談ください。

撮影中は、LCDモニター /EVF画面の映像に
各種のマーカーやゼブラパターンを重ねて
表示することができます。
記録映像には影響ありません。

マーカーを表示する

設定にはLCD/VF SETメニューのMarker
（99ページ）を使用します。

ゼブラパターンを表示する

LCDモニター /EVF画面の映像に、映像の適
切な輝度レベルを示すゼブラパターンを重
ねて表示することができます。
ZEBRAボタン（ASSIGN 1ボタン）（18ペー
ジ）を押すと、ゼブラパターン表示をON/
OFFすることができます。

ゼブラパターンを変更する

LCD/VF SETメニューのZebra（99ページ）
を使用すると、表示されるゼブラパターン
を変更することができます。

固定ゲインで撮影する

映像アンプのゲインを切り換えます。

スイッチで切り換える
GAINスイッチ（18ページ）の各ポジション
は、工場出荷時に下記のように設定されて
います。
L: 0 dB
M: 9 dB
H: 18 dB
それぞれのゲイン値は、CAMERA SETメ
ニューのGain Setup（87ページ）で－3 dB
～+18 dBの範囲で変更することができま
す。

ご注意
AGCモードがOnのときは、固定ゲインは選択でき
ません。

ダイレクトメニューで切り換える
DISPLAYボタン（17ページ）を押すと、選
択されているゲイン値が画面に表示されま
す（21ページ）。
ダイレクトメニューがAllモードに設定され
ているときは、ダイレクトメニューでゲイ
ンを3 dB刻みで切り換えることができます
（AGCモードへの切り換えも可能です）。

マーカー /ゼブラパターン

ゲイン
基本設定を変更する
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ダイレクトメニューがPartモードに設定され
ているときは、AGCモードとGAINスイッチ
で選択されているゲインとの切り換えのみ
可能です。

AGCモードで撮影する

映像の明るさに応じて映像アンプのゲイン
を自動制御します。
フルオートモード（38ページ）をONにする
と、強制的にAGCモードになります。
フルオートモードがOFFのときは、
CAMERA SETメニューのTLCS（90ページ）
でAGCをOnに設定するか、ダイレクトメ
ニューでAGCを選択して、AGCモードを単
独でONにすることができます。

固定シャッターで撮影する

シャッター速度（蓄積時間）を設定して撮
影します。
SHUTTERスイッチ（18ページ）をONにす
ると、CAMERA SETメニューのShutter
（87ページ）で設定したモードとシャッター
速度の固定シャッターがONになります。

ご注意
• オートシャッターモードがONのときは、固定
シャッターは選択できません。

• 超高感度スローシャッター（43ページ）がON
のときは、固定シャッターは選択できません。

CAMERA SETメニューで設定する
CAMERA SETメニューのShutter（87ペー
ジ）を使用して、シャッターモードと速度
を設定します。 

ダイレクトメニューで設定する
DISPLAYボタンを押すと、選択されている
シャッターモードと設定値が画面に表示さ
れます（21ページ）。
ダイレクトメニュー（22ページ）がAllモー
ドに設定されているときは、ダイレクトメ
ニューでシャッターモードと速度を設定す
ることができます。

ご注意
• ダイレクトメニューがPartモードに設定されて
いるときは、SHUTTERスイッチがONの場合、
ダイレクトメニューでシャッターをOFFにでき
ません。SHUTTERスイッチがOFFの場合は、
オートシャッターとシャッター OFFの切り換え
のみが可能です。

• フルオートモード（38ページ）がONのときや
SLS/EX SLSモードが設定されているときは、ダ
イレクトメニューは選択できません。

スローシャッター（SLS）/超高感度ス
ローシャッター（EX SLS）で撮影する

蓄積フレーム数でシャッター速度を設定し
ます。最大64 フレームまで蓄積でき、低照
度の状況下でノイズの少ないクリアな映像
を撮影したいときや、残像を伴う幻想的な
映像を撮影したいときに便利なモードです。
PMW-200：SLSはCAMERA SETメニューの
Shutter（87ページ）の、ModeをSLSに設
定して、SLS Flameで蓄積フレーム数を設
定します。2～8フレームから選択できます。
フルオートモード（38ページ）がONの場合
やオートシャッターがONの場合は設定でき
ません。
EX SLSはCAMERA SETメニューのEX Slow 
Shutter（88ページ）の、SettingをOnに設
定して、Number of Flameで蓄積フレーム
数を設定します。16、32、64フレームから
選択できます。
フルオートモード（38ページ）がONの場合
やオートシャッターがONの場合でも設定可
能です。
PMW-100：CAMERA SETメニューのSLS/
EX SLS（88ページ）で蓄積フレーム数を設
定します。EX SLSは16、32、64を選択し
ます。
フルオートモード（38ページ）がONの場合
でも設定可能です。

オートシャッターで撮影する

映像の明るさに応じて自動でシャッター速
度を調整します。
フルオートモード（38ページ）がONのとき
は、強制的にオートシャッターになります。
フルオートモードがOFFのときは、
CAMERA SETメニューでTLCS（90ページ）
を選択し、Auto ShutterをOnに設定するこ

電子シャッター
基本設定を変更する 43



44

撮
影

とによって、オートシャッターを単独でON
にすることができます。

被写体に応じて明るさを調整します。

オートモードで撮影する

フルオートモード（38ページ）がONのとき
アイリス（PMW-200）またはエクスポー
ジャー（PMW-100）は強制的にオートモー
ドになります。
フルオートモードがOFFのとき
PMW-200：IRIS スイッチをAUTO にする
と、オートアイリスモードになります。
PMW-100：CAMERA SETメニューの
Exposure（92ページ）をAutoに設定すると
オートモードになります。アサイナブルボ
タン（51ページ）に、ExposureのAuto/
Manualを割り当てて使用することもできま
す。
オートアイリス（PMW-200）またはエクス
ポージャー（PMW-100）の制御目標レベル
（明るめ/暗め）を、セットアップメニューま
たはダイレクトメニューで設定できます
（この設定は、AGCにおけるゲイン制御、
オートシャッターにおけるシャッタース
ピード制御にも連動します）。

セットアップメニューで制御目標レベル
を調整する
CAMERA SETメニューのTLCS（90ページ）
の、Levelを設定します。

ダイレクトメニューで制御目標レベルを
調整する
制御目標レベルはダイレクトメニュー（22
ページ）で設定することもできます。
DISPLAYボタンを押すと、現在のエクス
ポージャーポジションが画面に表示されま
す（21ページ）。

マニュアルで明るさを調整する

PMW-200：フルオートモードがOFFのとき
に、IRISスイッチをMANUAL側に切り換え
ると、マニュアルアイリスモードになりま

す。アイリスリングを回してアイリス調整
します。
PMW-100：フルオートモードがOFFのとき
に、CAMERA SETメニューのExposure
（92ページ）をManualに設定するとマニュ
アルモードになります。マニュアルモード
に設定されているときは、EXPOSUREダイ
ヤル（15ページ）を回して明るさを調整で
きます（本機を正面から見て時計回りが開
放側）。また、EXPOSUREボタン（15ペー
ジ）を押すことで、マニュアルモードの
ON/OFFを切り換えられます。

手動でズームを操作する

PMW-200：本機底面のZOOMスイッチ（19
ページ）をMANUAL側にすると、手動ズー
ムモードに切り換わります。
PMW-100：FOCUS/ZOOMスイッチ（15
ページ）をZOOM側にすると、レンズ操作
リング（15ページ）でのZOOM調整が有効
になります。

電動でズームを操作する

グリップの電動ズームレバー（19ページ）、
ハンドルZOOMボタン（17ページ）でズー
ムを調整できます。付属の赤外線リモコン、
および別売りのレンズリモートコントロー
ルユニット（PMW-200のみ）での操作も可
能です。
PMW-200：本機底面のZOOMスイッチを
SERVO側にすると、電動ズームモードに切
り換わります。
PMW-100：常時操作可能です。
DISPLAYボタンを押すと、画面に現在のレ
ンズズームの位置が0（広角端）～99（望遠
端）の範囲で表示されます。
LCD/VF SETメニューのDisplay On/Off（99
ページ）のZoom Positionで、バー表示に変
更することもできます。

電動ズームレバーで調整する
レバーを深く押すとズーム速度が速くなり、
浅く押すと遅くなります。

アイリス（PMW-200）/エクス
ポージャー（PMW-100）

ズーム
基本設定を変更する
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ハンドル ZOOMボタンで調整する
ズームスピードスイッチ（17ページ）で選
択した速度でズームが変化します。
ズームスピードは、CAMERA SETメニュー
のZoom Speed（89ページ）で変更するこ
とができます。
CAMERA SETメニューのZoom Transition
（89ページ）で、徐々に速度を上げてズーム
アップし、徐々に速度を下げて終了するSoft
モードを選択することができます。

赤外線リモコンの ZOOMボタンで調整
するときは
ズーム速度は、CAMERA SETメニュー
Zoom SpeedのRemote（88ページ）の設定
に従います。
◆リモコン操作を有効にする方法については、
「赤外線リモコンを使う」（26ページ）をご
覧ください。

レンズコントロールリモコンを使用す
るときは（PMW-200のみ）

LENS REMOTE端子に接続した別売りのレ
ンズコントロールリモコンでズームを操作
できます。
◆別売りのレンズコントロールリモコンでの
ズームの操作方法については、レンズコント
ロールリモコンの操作ガイドをご覧くださ
い。

温度変化によるフォーカスの移動を補正す
るため、無限遠（∞）位置には余裕を持た
せています。無限遠の被写体をMFモードで
撮影する場合は、LCDモニター /EVF画面で
確認しながらフォーカス合わせをしてくだ
さい。

Full MFモードで調整する（PMW-200
のみ）

フォーカスリングを後方（本体側）に引く
と、常にマニュアルでフォーカスを合わせ
るFull MFモードになります。

ご注意
フォーカスリングを後方にスライドさせると、
フォーカスが目盛の位置に瞬時に移動します

LCDモニター /EVFの画像を見ながら、
フォーカスリングを回してフォーカスを合
わせます。
Full MFモードでは、リングの距離指標が有
効です。フォーカスの合う距離はフォーカ
スリングの絶対位置に対応します。

エクスパンドフォーカス
EXPANDED FOCUSボタンを押すと、LCD
モニター /EVFで画像の中央部分が拡大表示
され、フォーカスを合わせやすくなります。
フォーカスを合わせたら、もう一度
EXPANDED FOCUSボタンを押すか、5秒
間フォーカスリングを操作しなければ、通
常（記録）画角の表示に戻ります。

ピーキング
PEAKINGボタンを押すと、ピーキング機能
が働いて、LCDモニター /EVFの表示画像の
輪郭が強調され、マニュアルでのフォーカ
ス調整が容易になります。
記録される映像信号には影響しません。
強調レベル、および輪郭色は、LCD/VF SET
メニューのPeaking（98ページ）で設定で
きます。

 MFモードで調整する

必要なときのみオートフォーカスを働かせ
ることができるMF（マニュアルフォーカ
ス）モードです。
PMW-100：FOCUS/ZOOMスイッチ（15
ページ）をFOCUS側にして、FOCUSス
イッチ（18ページ）をMANUAL側にする。
PMW-200：フォーカスリングを前方（レン
ズフード側）にスライドさせ、FOCUSス
イッチ（18ページ）をMANUALにする。
このモードでは、エクスパンドフォーカス
機能やピーキング機能、ワンプッシュオー
トフォーカス機能や、MFアシスト機能が使
用できます。
LCDモニター /EVFの画像を見ながら、レン
ズ操作リング（PMW-100）またはフォーカ
スリング（PMW-200）を回してフォーカス
を合わせます。

フォーカス
基本設定を変更する 45
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ワンプッシュオートフォーカス
PUSH AFボタンを押すと、一時的にオート
フォーカスが起動します。ワンプッシュ
オートフォーカスは、フォーカスが合った
時点で終了します。

MF アシスト機能
CAMERA SETメニューのMF Assist（88
ページ）をOnにしてMFアシスト機能を有効
にしておくと、レンズ操作リングでの
フォーカス合わせを止めた時点でオート
フォーカスが起動し、画面中央部の被写体
に対してフォーカスの微調整（フォーカス
の追い込み）を行います。微調整が終了し
た時点でMFアシストによるオートフォーカ
ス動作は終了します。
ダイレクトメニュー（22ページ）でもMFア
シスト機能をON にできます。DISPLAYボ
タンを押すと、選択されているフォーカス
モードが画面に表示されます（21ページ）。
MF以外のモードのときは、ダイレクトメ
ニューは選択できません。

AFモードで調整する

常にオートでフォーカスを合わせるAF
（オートフォーカス）モードです。
PMW-100：FOCUSスイッチ（18ページ）
をAUTO側にする。
PMW-200：フォーカスリングを前方にスラ
イドさせ、FOCUSスイッチをAUTOにす
る。

マクロモードを使う（PMW-200のみ）

フォーカス調整モードがMFまたはAFのとき
は、MACROスイッチをON側にするとマクロ
モードになり、マクロ領域を含めた範囲での
フォーカス操作が可能になります。
マクロモードは、Full MFモードでは無効にな
ります。

CAMERA SETメニューのSteady Shot（92
ページ）をOnに設定します。
DISPLAYボタンを押すと、手ぶれ補正モー
ドの設定が画面に表示されます（21ペー
ジ）。ダイレクトメニュー（22ページ）で手
ぶれ補正をON/OFFできます。

手ぶれ補正モードには、通常モードとワイ
ドモード（ワイドコンバージョンレンズ装
着時用）の2種類があります。
ワイドコンバージョンレンズ（別売り）を
装着したときは、CAMERA SETメニューの
Wide Conversion（92ページ）をOnに設定
してください。

ご注意
三脚などに本機を固定して安定した状態で使用す
るときは、手ぶれ補正をOFFにしてください。

暗いところで撮影するときに有効です。
CAMERA SETメニューのNightShot（92
ページ）で、SettingをOnに設定します。
アサイナブルボタン（51ページ）に
NightShotを割り当てて、ボタン操作で
SettingのON/OFFを切り換えることもでき
ます。

赤外線を発光させるには
CAMERA SETメニューのNightShot（92
ページ）で、NS LightをAutoに設定してお
くと、赤外線発光部（16ページ）から自動
的に赤外線を発光します。

ご注意
• NightShotは赤外線を利用するため、赤外線発光
部を指などで覆わないでください。

• 赤外線が届く範囲は約3メートルです。
• フォーカスが合いにくいときは、手動でフォー
カスを合わせてください。

• 明るい場所で使うと、故障の原因になります。
• 本機の電源スイッチをOFFにした場合、

NightShotは自動的に解除されます。

手ぶれ補正

ワイドコンバージョンレンズ使用時のご注意

NightShot（PMW-100のみ）
基本設定を変更する
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電子シャッターのスピードを「1/電源
周波数」に合わせる

電子シャッター（43ページ）を有効にして、
シャッタースピードを電源周波数に応じて
設定します。

電源周波数が 50 Hzのとき
シャッタースピードを1/50秒または1/100秒
に設定します。

電源周波数が 60 Hzのとき
シャッタースピードを1/60秒または1/120秒
に設定します。

フリッカー補正機能を使用する

CAMERA SETメニューのFlicker Reduce
（89ページ）のModeをAutoまたはOnに設
定して、Frequencyを電源周波数（50 Hzま
たは60 Hz）に合わせます。

ご注意
撮影しているフレームレートが電源周波数に近い
場合は、フリッカー補正機能が働いてもフリッ
カーを完全に補正できない場合があります。この
場合は、電子シャッターを使用してください。

タイムコードを設定する

記録されるタイムコードは、TC/UB SETメ
ニュー（102ページ）のTimecodeおよびTC 
Formatを使用して設定します。

ユーザービットを設定する

8桁の16進数をユーザービットとして記録映
像に付加できます。ユーザービットを現在
年月日に設定することも可能です。
設定には、TC/UB SETメニューのUsers Bit
（102ページ）を使用します。

タイムデータを表示する

DISPLAYボタンを押すと、画面にタイム
データが表示されます（21ページ）。

表示は、DURATION/TC/U-BITボタン（17
ページ）を押すたびに、タイムコード、
ユーザービット、経過時間の順に切り換わ
ります。

フリッカー

タイムデータ

表示 内容
TCG **:**:**:** タイムコード
CLK **:**:**:** タイムコード（Clockモード）
UBG ** ** ** ** ユーザービット
DUR **:**:** 記録開始からの経過時間
基本設定を変更する 47
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本機では、映像と同期して4チャンネル
（CH-1/CH-2/CH-3/CH-4）の音声を記録で
きます（リニアPCM記録）。
内蔵ステレオマイク（無指向性エレクト
レットコンデンサーマイク）またはAUDIO 
IN 端子に接続した外部音声入力を、AUDIO 
INスイッチで切り換えて使用します。

AUDIO INスイッチ（CH-1/CH-2）（18
ページ）を両方ともINT側に設定する。

1 AUDIO INスイッチ（CH-1/CH-2）を
EXT側にする。

2 AUDIO IN端子（CH-1/CH-2）（16
ページ）に外部オーディオ機器を接
続する。

3 入力切り換え（LINE/MIC/MIC+48V）
スイッチ（CH-1/CH-2）（16ページ）
をLINE（ラインレベル+4 dBu）に
設定する。

エレクトレットコンデンサーマイクロホン
ECM-673などを取り付けて使用することが
できます。

1 外部マイク取り付け部（16ページ）の
取っ手を引き上げてカバーを開ける。

2 マイクを取り付け、外部マイク取り
付け部のカバーを元どおり閉めてマ
イクを固定する。

3 AUDIO IN端子（CH-1/CH-2）にマ
イクケーブルを接続する。

4 マイクを接続した端子に対応する
AUDIO INスイッチ（CH-1/CH-2）
（18ページ）をEXT側にする。

5 接続したマイクに合わせて、入力切
り換え（LINE/MIC/MIC+48V）ス
イッチ（CH-1/CH-2）（16ページ）
を切り換える。
MIC：電源供給不要のマイクを接続し
たとき
MIC+48V：+48V電源供給を要するマイ
ク(ECM-673など）を接続したとき

自動調整する（AGC）

AUDIO SELECT スイッチ（CH-1/CH-2）
（18ページ）をAUTOにすると、録音レベル
は自動調整されます。

手動で調整する

AUDIO SELECT スイッチ（CH-1/CH-2）を
MANUALにして、AUDIO LEVEL調整つま
み（18ページ）を回して、録音レベルを調
整します。
つまみを5の位置にすると基準位置（0 dB）
になり、10で最大（+12 dB）、0で 最小（–
∞）になります。

音声を記録する

内蔵ステレオマイクを使う

外部入力を使う

外部マイクを使う

録音レベルを調整する

外部マイクAUDIO IN

ケーブル
クランプ
音声を記録する
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DISPLAYボタンを押すと、画面に入力レベ
ルが表示されます（21ページ）。

特殊記録モードでの音声記録

インターバルレックモード、フレームレッ
クモードでは、音声は記録されません。
スロー＆クイックモーション撮影で、再生
フレームレートと異なる撮影フレームレー
トを設定した場合、音声は記録できません。

ヘッドホン端子（ステレオミニジャック）
（15ページ）に接続したヘッドホンで、記録
される音声をモニターできます。

ご注意
撮影中（記録中/記録待機中）は内蔵スピーカーで
音声をモニターすることはできません。

モニター音量を調整するには
VOLUMEボタン（17ページ）を使用しま
す。

CAMERA SETメニューのColor Bars（88
ページ）で、Camera/BarsをBarsに設定す
ると、撮像中の映像に代えてカラーバーを
出力することができます。Cameraに設定す
ると撮像画に戻ります。
AUDIO SETメニューのAudio Input（94
ページ）で、1KHz ToneをOnに設定する
と、カラーバーと同時に1KHzの基準音声信
号が出力されます。
カラーバーと基準音声信号は、SDI OUT端
子、HDMI OUT端子、i.LINK端子、VIDEO 
OUT端子（カラーバーのみ）、A/V OUT端子
から出力されます。
カラーバーの種類は、CAMERA SETメ
ニューのColor Bars の、Bars Typeで選択
できます。

ご注意
• スロー＆クイックモーション撮影時、超高感度
スローシャッター（SLS/EX SLS）モードのとき
は、カラーバーを出力することはできません。

• 記録中は、カラーバーには切り換わりません
（カラーバーからカメラ画像への切り換えは可能
です）。

UDFまたはFAT/HDモードで記録したクリッ
プでは、映像/ 音声の重要なシーンに、
ショットマークをデータとして記録してお
くと、マークを付けたシーンだけが表示さ
れる「ショットマーク画面」（79ページ）で
目的のシーンを容易に頭出しでき、効率的
な編集作業が可能になります。
本機では、ショットマーク1 、ショット
マーク2の2種類のショットマークを記録で
きます。
ショットマークは撮影中に随時記録するか、
記録終了後にサムネイル画面で再生画像を
確認しながら追加することができます。

音声をモニターする

便利な機能を使う

カラーバー /基準音声信号

ショットマーク
便利な機能を使う 49
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撮影中にショットマークを記録する

リモコン操作を有効にして（26ページ）、
ショットマークを入れたいシーンで
SHOTMARK 1ボタン、またはSHOTMARK 
2ボタンを押します。
アサイナブルボタン（51ページ）に、Shot 
Mark1またはShot Mark2を割り当てて使用
することもできます。
◆記録終了後にショットマークを追加する方法
については、「再生中にショットマークを追
加する（UDF、FAT/HDモード）」（72ペー
ジ）、「ショットマークを追加・削除する
（UDF、FAT/HDモード）」（79ページ）をご
覧ください。

◆プランニングメタデータを使ってショット
マーク名をつける方法は、「プランニングメ
タデータでショットマーク名を設定する」
（67ページ）をご覧ください。

UDFで記録したクリップは、OK/NG/KPフ
ラグを付加することができます。フラグを
付加することによって、必要なクリップの
みサムネイル画面（OK/NG/KP/Noneクリッ
プサムネイル画面）（70ページ）に表示させ
ることができます。

ご注意
クリップを保護するには、Lock Clipの設定（74
ページ）が必要です。

フラグを付加する

記録中または再生中に、Clip Flag OK/
Clip Flag NG/Clip Flag Keepを割り当て
たアサイナブルボタンを押す。

記録中または再生中のクリップにOK/NG/
KPフラグを付加することができます。

フラグを削除する

Clip Flag OK/Clip Flag NG/Clip Flag 

Keepを割り当てたアサイナブルボタンを2
回続けて押す。

クリップに付加されたOK/NG/KPフラグを
削除することができます。
◆サムネイル画面からもOK/NG/KPフラグを付
加、削除することができます。詳しくは
「フラグを付ける/フラグを削除する（UDFの
み）」（76ページ）をご覧ください。

FAT/HDモードで記録したクリップは、OK
マークを付加することによって、誤って削
除・分割されることを防ぐことができます。
また、OKマークでマーキングすることに
よって、必要なクリップのみサムネイル画
面（OKクリップサムネイル画面）（70ペー
ジ）に表示させることができます。

OKマークを付加する

記録を停止し、OK Markを割り当てたア
サイナブルボタンを押す。

記録待機中に、選択されているメモリー
カードに最後に記録されたクリップ（Last 
Clip）にOKマークを付加することができま
す。

OKマークを削除する

OK Markを割り当てたアサイナブルボタン
を押して、Executeを選択する。

記録待機中に、メモリーカードの最後のク
リップに付加されたOKマークのみ削除する
ことができます。

一つ以上前のクリップにOKマークを付
加・削除する

サムネイル画面から設定します。
◆設定方法について詳しくは、「OKマークを付
ける/OKマークを削除する（FAT/HDモード
のみ）」（76ページ）をご覧ください。

OK/NG/KPフラグ（UDFのみ）

OKマーク（FAT/HDモードの
み）
便利な機能を使う
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直前に記録したクリップの映像を画面で確
認（レックレビュー）できます。

記録を停止したら、REC REVIEWボタン
（19ページ）を押す。

アサイナブルボタン（51ページ）にRec 
Reviewを割り当てて使用することもできま
す。
CAMERA SETメニューのRec Review（90
ページ）の設定に従って、クリップの最後
の3秒、10秒、またはクリップ全体を再生し
ます。
クリップの終りまで再生すると、レックレ
ビューは終了し、STBY（記録待機）モード
に戻ります。

レックレビューを中止するには
REC REVIEWボタン、STOP/CAMボタン、
またはRec Reviewを割り当てたアサイナブ
ルボタンを押します。

ご注意
• レックレビューによる再生時は、STOP/CAMボ
タン以外の再生コントロールボタンは働きませ
ん。

• 記録後にビデオフォーマットを変更したときは、
レックレビューはできません。（例外；SP 1440
×1080/23.98PからSP 1440×1080/59.94iに変
更した場合）。

• レックレビュー中は、セットアップメニュー、
およびピクチャープロファイルメニューは操作
できません。

本機には、機能を変更して使用できるアサ
イナブルボタン（PMW-200は5個、PMW-
100は4個）（18ページ）があります。

機能を変更するには
OTHERSメニューのAssign Button（105
ページ）を使用します。
割り当てられた機能は、ボタン/リモートス
テータス画面（83ページ）で確認すること
ができます。

間欠的に映像を記録するインターバルレッ
ク機能は、主に動きの少ない被写体を撮影
するときに有効です。
1度に記録するフレーム数（Number of 
Frames）と間隔時間（Interval Time）を設
定し、間欠的に映像を自動記録できます。

三脚などに本機を固定して、本体のREC 
START/STOPボタンの代わりにリモコンの
ボタンで操作することをお勧めします。

ご注意
• インターバルレックモードでは、音声は記録で
きません。

• インターバルレックは、フレームレック、ピク
チャーキャッシュレック、スロー＆クイック
モーション、クリップコンティニュアスレック
と同時にOnにすることはできません。インター
バルレックをOnにすると、これらの機能は強制
的にOffになります。

• OTHERSメニューのSystem（107ページ）の
Formatが、HQ 1280×720/23.98P（UDF/HD
モード）、SP 1440×1080/23.98P（FAT/HD
モード）に設定されているときは、インターバ
ルレックモードにできません。

• VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）でHDVまたはDVCAMを含
む項目が選択され、かつOTHERSメニューの
System（107ページ）のFormatでHQモード/
23.98P以外のビデオフォーマットが選択されて
いる場合はインターバルレックモードにできま
せん。

レックレビュー

アサイナブルボタン

インターバルレック

1回に記録する画像フレーム数
（Number of Frames）

撮影の間隔（Interval Time）
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撮影前の設定

インターバルレックで記録を始める前に、
あらかじめCAMERA SETメニューの
Interval Rec（89ページ）で設定を行ってく
ださい。

インターバルレックモードで撮影する

事前に必要な設定が終わったら、記録を開
始します。

REC START/STOPボタンを押す。

ご注意
• インターバルレックモードで記録が行われてい
る間は、Interval TimeおよびNumber of Frames
の設定値は変更できません。変更する場合は、
いったん記録を停止してください。

• インターバルレックモードで記録を開始すると、
インターバル期間を含め、レックレビュー操作
はできません。

• インターバルレックモードでは、タイムコード
はRec Runモードで記録されます（102ペー
ジ）。

• インターバルレックモードで記録を停止したと
きや、記録停止中にスロットを切り換えたとき
は、余分なフレームが記録されることがありま
す。

• 本機の電源スイッチをOFFにした場合、Interval 
RecのSettingは自動的にOffになります。ただし
Interval TimeおよびNumber of Framesの設定値
は保持されます。

フレームレック機能は、クレイアニメなど
の撮影をするときに有効です。
記録開始ボタンを押すたびに、あらかじめ
設定したフレーム数（Number of Frames）
だけ間欠的に映像を記録します。
三脚などに本機を固定して、本体のREC 
START/STOPボタンの代わりにリモコンの
ボタンで操作することをお勧めします。

ご注意
• フレームレックモードでは、音声は記録できま
せん。

• フレームレックは、インターバルレック、ピク
チャーキャッシュレック、スロー＆クイック
モーション、クリップコンティニュアスレック
と同時にOnにすることはできません。フレーム

レックをOnにすると、これらの機能は強制的に
Offになります。

• OTHERSメニューのSystem（107ページ）の
Formatが、HQ 1280×720/23.98P（UDF/HD
モード）、SP 1440×1080/23.98P（FAT/HD
モード）に設定されているときは、フレーム
レックモードにできません。

• VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）でHDVまたはDVCAMを含
む項目が選択され、かつOTHERSメニューの
System（107ページ）のFormatでHQモード/
23.98P以外のビデオフォーマットが選択されて
いる場合はフレームレックモードにできません。

撮影前の設定

フレームレックで記録を始める前に、あら
かじめCAMERA SETメニューのFrame Rec
（90ページ）で設定を行ってください。

フレームレックモードで撮影する

撮影前に必要な設定が終わったら、記録を
開始します。

1 REC START/STOPボタンを押す。
メニューのNumber of Framesで設定し
たフレーム数を記録すると、自動的に
FRM STBY (フレームレックスタンバ
イ）状態になります。

2 再度 REC START/STOPボタンを押
す。
REC START/STOPボタンを押すたび
に、Number of Framesで設定したフ
レーム数を記録し、自動的にFRM 
STBY状態になります。

ご注意
• 設定されたフレーム数の記録が終わるまでは、
記録を途中で停止することはできません。記録
途中で電源スイッチがOFFになったときは、設
定されたフレーム数の記録が終了してから、電
源が切れます。

• フレームレックモードで記録が行われている間
は、レックレビュー操作はできません。

• フレームレックモードで記録が行われている間
は、Number of Framesの設定値は変更できませ
ん。変更する場合は、いったん記録を停止して
ください。

• フレームレックモードでは、タイムコードは
Rec Runモードで記録されます（102ページ）。

• フレームレックモード記録を停止したときや、
記録停止中にスロットを切り換えたときは、余
分なフレームが記録されることがあります。

フレームレック: コマ撮りする
便利な機能を使う
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• 本機の電源スイッチをOFFにした場合、Frame 
RecのSettingは自動的にOffになります。ただし
Number of Framesの設定値は保持されます。

通常は記録開始、停止のたびに1つのクリッ
プが独立したファイルとして生成されます
が、クリップコンティニュアスレック機能
を使用すると、記録と停止を繰り返しても、
機能が停止または解除されるまで連続した1
つのクリップを生成することができます。
短いクリップを数多く生成したくないとき、
または記録できるクリップ数の上限を意識
しないで記録したいときに便利な機能です。
記録の開始点にはレックスタートマークが
記録されるため、記録開始位置の検索も容
易です。

撮影前の設定

あらかじめCAMERA SETメニューのClip 
Cont. Rec（90ページ）で設定を行ってくだ
さい。
SettingをOnにすると、クリップコンティ
ニュアスレック機能が有効になり、画面上
に「CONT」が表示されます（21ページ）。
アサイナブルボタン（51ページ）にClip 
Cont. Rec（クリップコンティニュアスレッ
ク機能）を割り当てて、ボタン操作で
SettingのON/OFFを切り換えることもでき
ます。

ご注意
• クリップコンティニュアスレックは、ピク
チャーキャッシュレック、インターバルレック、
フレームレック、スロー＆クイックモーション
と同時にOnにすることはできません。クリップ
コンティニュアスレックをOnにすると、これら
の機能は強制的にOffになります。

• 記録中はクリップコンティニュアスレックモー
ドにできません。

• FATでは使用できません。

クリップコンティニュアスレックで撮
影する

撮影前に必要な設定が終わったら、記録を
開始します。

REC START/STOPボタンを押す。

記録を開始すると、画面上の「CONT」表
示が「●REC」（●は赤）表示に変わりま
す。

ご注意
• 記録中または記録待機中（「CONT」表示が点灯
した状態）にSxSメモリーカードを取り出した
り、バッテリーや電源を抜くと、SxSメモリー
カードの修復が必要になります。クリップコン
ティニュアスレックモードを終了してからSxS
メモリーカードを取り出してください。なお、
「CONT」が点滅（1回／秒）しているときは、
SxSメモリーカードを取り出すことができます。

• 最低2秒間記録してから記録を停止してくださ
い。

クリップコンティニュアスレックモード
を終了するには
記録待機中に、CAMERA SETメニューの
Clip Cont. Rec（90ページ）のSettingをOff
にします。

動作制限
記録中または記録待機中に以下の操作を行
うと、1つのつながったクリップが作成され
ません。次に記録を行うと、新たなクリッ
プが生成されます。
• クリップ操作（クリップのロック、削除、
または名前の変更）

• メモリーカードスロットの切り換え
• 記録フォーマットの変更
• 電源スイッチをOFFにして電源を切る
• サムネイル画面を表示する
• クリップを再生する

クリップコンティニュアスレッ
ク（UDFのみ）
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ピクチャーキャッシュレック機能を使用す
ると、撮影している映像を、指定した時間
内蔵キャッシュメモリーに蓄えておくこと
によって、記録開始以前にさかのぼって映
像をSxSメモリーカードに記録することがで
きます。蓄積時間は最大15秒です。

ご注意
• ピクチャーキャッシュレックは、フレームレッ
ク、インターバルレック、スロー＆クイック
モーション、クリップコンティニュアスレック
と同時にOnにすることはできません。ピク
チャーキャッシュレックをOnにすると、これら
の機能は強制的にOffになります。

• 記録中、レックレビュー中、フリーズミックス
中は、ピクチャーキャッシュレックモードにで
きません。

• OTHERSメニューのSystem（107ページ）の各
項目を変更すると、ピクチャーキャッシュレッ
クはOffになります。

• ピクチャーキャッシュレックがOnのときは、タ
イムコードはTC/UB SETメニューの設定に関わ
らず常にFree Runモードで記録されます（102
ページ）。

撮影前の設定

あらかじめCAMERA SETメニューの
P.Cache Rec（90ページ）で設定を行って
ください。
アサイナブルボタン（51ページ）にPicture 
Cache（ピクチャーキャッシュレック機能）
を割り当てて、ボタン操作でSettingのON/
OFFを切り換えることもできます。
設定を完了すると、画面上の特殊記録/ 動作
状態表示部に「●CACHE」（●は緑）が点
灯します（21ページ）。

ピクチャーキャッシュレックを実行す
る

REC START/STOPボタンを押す。

記録が開始され、キャッシュメモリーに蓄
積されている映像からSxSメモリーカードに
書き込まれます。

ピクチャーキャッシュレック実行中は、画
面上の「●CACHE」表示が「●REC」（●
は赤）表示に変わります。

ピクチャーキャッシュレック機能を解除
するには
CAMERA SETメニューのP.Cache Recで
SettingをOffにするか、Picture Cacheを割
り当てたアサイナブルボタンを押します。

ご注意
• 記録フォーマットが変更されると、それまで蓄
えていた映像をクリアし、新たに蓄積を開始し
ます。従って、変更直後に記録を開始しても、
フォーマット変更前の映像はピクチャーキャッ
シュレックできません。

• SxSメモリーカード挿入直後にピクチャー
キャッシュレックの開始/終了操作を行った場合
は、データがカードに記録されないことがあり
ます。

• 画像の蓄積は、ピクチャーキャッシュレック機
能をOnにしてから開始されます。したがって、
Onにする前の映像はピクチャーキャッシュレッ
クできません。 

• 外部入力信号（HDV）に対しては、ピクチャー
キャッシュレック機能は動作しません。

• 再生、レックレビュー、サムネイル画面表示な
ど、SxSメモリーカードにアクセスしている間
は映像を蓄えないため、この間の映像はピク
チャーキャッシュレックできません。 

• 記録中でもメニュー操作で蓄積時間の設定を変
更できますが、設定値は記録終了後に反映され
ます。

UDF/HDモードまたはFAT/HDモードで、ビ
デオフォーマット（107ページ）が下記のい
ずれかに設定されているときは、記録時の
フレームレートを再生時のフレームレート
と異なる値に設定することができます。

NTSC Area
HD422 50/1080/29.97P、HD422 50/1080/
23.98P、HD422 50/720/59.94P、HD422 
50/720/29.97P、HD422 50/720/23.98P
HQ 1920×1080/29.97P、HQ 1920×1080/
23.98P、HQ 1280×720/59.94P、HQ 
1280×720/29.97P、HQ 1280×720/23.98P

ピクチャーキャッシュレック: 
さかのぼって記録する

スロー＆クイックモーション
便利な機能を使う
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PAL Area
HD422 50/1080/25P、HD422 50/720/50P、
HD422 50/720/25P
HQ 1920×1080/25P、HQ 1280×720/50P、
HQ 1280×720/25P

ご注意
• SDモードではスロー＆クイックモーション撮影
はできません。

• スロー＆クイックモーションは、フレームレッ
ク、インターバルレック、ピクチャーキャッ
シュレック、クリップコンティニュアスレック
と同時にOnにすることはできません。スロー＆
クイックモーションをOnにすると、これらの機
能は強制的にOffになります。

• 記録中、レックレビュー中、フリーズミックス
中は、スロー＆クイックモーションモードにで
きません。

• CAMERA SETメニューのSLS/EX SLS（88ペー
ジ）がOFF以外のときは、スロー＆クイック
モーションモードにできません。

• 再生フレームレートと異なる撮影フレームレー
トを設定した場合、音声は記録できません。

撮影前の設定

スロー＆クイックモーションで記録を始め
る前に、あらかじめCAMERA SETメニュー
のS&Q Motion（90ページ）で設定を行って
ください。
画面の特殊記録モード表示がOnのときは、
画面上に「S&Q Motion」が点灯します（21
ページ）。

ダイレクトメニューで撮影フレームレー
トを設定するには
画面の特殊記録モード表示がOnのときは、
S&Q Motionの下に「撮影フレームレート/再
生フレームレートfps」が表示されます。
その場合、ダイレクトメニュー（22ページ）
で撮影フレームレートを切り換えることが
できます。

スロー＆クイックモーションモードで
撮影する

撮影前に必要な設定が終わったら、記録を
開始します。

REC START/STOPボタンを押す。

ご注意
• スロー＆クイックモーション撮影中は、Frame 

Rateの設定は変更できません。変更する場合は、
いったん記録を停止してください。

• スロー＆クイックモーション撮影では、タイム
コードはRec Runモードで記録されます（102
ページ）。

• 遅いフレームレートで撮影していた場合は、
REC START/STOPボタンを押してから記録が停
止するまでに時間がかかる場合があります。

• 本機の電源スイッチをOFFにした場合、スロー
＆クイックモーションモードは自動的にOffにな
ります。ただし、Frame Rateの設定値は保持さ
れます。

UDF/HDモードまたはFAT/HDモードで記録
したクリップの映像の静止画（フリーズ画）
と、カメラ入力画像を一時的に重ね合わせ
て表示することができるため、簡単に位置
合わせをすることができます。

フリーズミックスを使用する

あらかじめアサイナブルボタン（51ページ）
のひとつにFreeze Mix（フリーズミックス
機能）を割り当てます。

フリーズミックス表示する

再生中またはレックレビュー中に、位置合
わせしたいレビュー画像でFreeze Mixを割
り当てたASSIGNボタンを押します。レ
ビュー画像がフリーズ画としてカメラ入力
画像に重ねて表示されます。

フリーズミックス表示を解除する

ASSIGNボタンまたはREC START/STOPボ
タンで解除できます。
Freeze Mixを割り当てたアサイナブルボタ
ンを押してフリーズミックス表示を解除す
ると、通常のカメラ画像になります。
REC START/STOPボタンを押してフリーズ
ミックス表示を解除すると、通常の記録が
始まります。

フリーズミックス：位置を合わ
せる
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ご注意
• SDモードではフリーズミックスは使用できませ
ん。

• OTHERSメニューのSystem（107ページ）の
Formatが、HQ 1280×720/23.98P（UDF/HD
モード）、SP 1440×1080/23.98P（FAT/HD
モード）に設定されているときは、フリーズ
ミックスは使用できません。

• 記録された画像とカメラ入力画像のFormatの設
定が異なる場合は、フリーズミックス表示はで
きません。

• スロー＆クイックモーションモード、スロー
シャッター撮影時は、フリーズミックス表示は
できません。

• フリーズミックス表示中は、セットアップメ
ニュー、ピクチャープロファイルメニューは操
作できません。

フランジバックの自動調整を実行すると、
レンズズームの広角端、望遠端でそれぞれ
自動でフォーカス合わせを実施し、フォー
カス調整後にズーム位置を変更しても
フォーカスが合ったまま保持されるよう、
フランジバックを調整し結果を保存します。

ご注意
• コントラストの不鮮明な被写体を使用したり、
調整中に本機や被写体を動かすと調整が正しく
行われません。調整開始後は完了するまでレン
ズや本体に触れないでください。

• CAMERA SETメニューのEX Slow Shutterの
SettingがOnになっている場合は、Offにしてか
ら調整を行ってください。

• フランジバック調整中に、照明器具や太陽、明
るい窓などの光源が、画枠に映り込まないよう
にしてください。

• フランジバック調整用チャートが必要な場合は、
各販売店にお問い合わせください。

1 電源スイッチをONにする。

2 レンズのIRISスイッチをAUTOにす
る。

3 フランジバック調整用チャートなど、
コントラストのはっきりした被写体
を約3m離れた位置に置き、適正な映
像出力が得られるように照明する。
ズームの望遠端で、被写体が画面中央
になるように置いてください。また、

広角端で被写体より距離が近いものが
画面内に入らないようにしてください。

4 本機底面のZOOMスイッチを
SERVO側にする（電動ズームモー
ド）。

5 メニューのCAMERA SET >Auto FB 
AdjustでExecuteを選択して、SEL/
SETボタンまたはジョグダイヤルを
押す。
フランジバックの自動調整が始まりま
す。

調整中は、画面に実行中メッセージが
表示されます。
フランジバックの自動調整が正常に終
了すると、メッセージが完了メッセー
ジに変わります。

調整中に CANCEL ボタンを押すと
フランジバックの自動調整処理は中断し、
実行前の状態に戻ります。

フランジバック調整が正しく行われな
かった場合は
エラーメッセージが表示されます。
被写体や照明の状態を確認して、調整をも
う一度やり直してください。

撮影条件などに合わせて調整した設定値を
ピクチャープロファイルとして保存し、必
要に応じて再現することが可能です。
本機では、6種類のピクチャープロファイル
（PP1～PP6）を登録することができます。
工場出荷時は、すべて標準設定値（ピク
チャープロファイルOffの場合と同じ）が登
録されています。

ご注意
ピクチャープロファイルは、記録中/記録待機中の
み操作できます。サムネイル画面では操作できま
せん。

フランジバックの自動調整
（PMW-200のみ）

ピクチャープロファイル
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ピクチャープロファイルを登録する

1 電源スイッチ（15ページ）をONにし
て、本機を起動する。

2 PICTURE PROFILEボタン（18ペー
ジ）を押す。
PICTURE PROFILEメニューが表示され
ます。

3 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルでSELを選択し、SEL/SETボタ
ンまたはジョグダイヤルを押す。

4 リストから登録するピクチャープロ
ファイルの番号を選択し、SEL/SET
ボタンまたはジョグダイヤルを押す。

5 上/下ボタンまたはジョグダイヤルで
SETを選択し、SEL/SETボタンまた
はジョグダイヤルを押す。

6 各設定（58ページ）を変更する。

7 設定が終わったら、PICTURE 
PROFILEボタンを押す。

登録したピクチャープロファイルを呼
び出す

ピクチャープロファイルを登録しておくと、
呼び出すだけで登録された画質に調整する
ことができます。

1 記録待機中にPICTURE PROFILEボ
タン（18ページ）を押す。
PICTURE PROFILEメニューが表示され
ます。

2 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルでSELを選択し、SEL/SETボタ
ンまたはジョグダイヤルを押す。

3 リストから使用するピクチャープロ
ファイルの番号を選択し、SEL/SET
ボタンまたはジョグダイヤルを押す。
OFFを選択した場合は、画質は標準設
定になり、調整はできません。

4 PICTURE PROFILEボタンを押す。

DISPLAYボタンを押すと、現在選択されて
いるピクチャープロファイルが画面に表示
されます（21ページ）。
ダイレクトメニュー（22ページ）でピク
チャープロファイルを選択できます。
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ピクチャープロファイル項目

PICTURE PROFILEメニューのSELでOffを選択したときの設定値を、太文字（例：Standard ）
で表示します。

PICTURE PROFILE SET

項目 細目と設定値 内容
Profile Name
ピクチャープロファイル
名の変更

プロファイル名
Standard

最大8文字のプロファイル名を設定する。
アルファベットの小文字a～z、大文字A～Z、数字0～
9、- (ハイフン) 、_（アンダーバー )、およびスペー
スから選択。

Matrix
マトリクス演算による映
像全域の色相の調整

Setting
On / Off

Onにすると、マトリクス演算による映像全域の色相
調整機能が有効になる。

ご注意
• MatrixのSetting をOffにすると、Multi Matrix機能も

Offになります。
• 一部の青色LED照明など青色成分が極端に多い照明
下等で色飽和をおこしてしまう場合はMatrixの
Settingをoffにすることで色飽和が軽減されます。
（PMW-200のみ）

Select
1 / 2 / 3 / 4 / 5 / 6

マトリクス演算に使用する内蔵プリセットマトリク
スを選択する。
1：SMPTE-240M相当 / 2：ITU-709相当 / 3：SMPTE 
WIDE相当 / 4：NTSC相当 / 5：EBU相当 / 6：PAL相
当

Level
–99～+99 (±0)

映像全域の色の濃さ（Saturation）を調整する。

Phase
–99～+99 (±0)

映像全域の色合い（Hue）を調整する。

R-G, R-B, G-R, G-B, 
B-R, B-G

–99～+99 (±0)

それぞれ対応する係数を個別に設定し、映像全域の
色相を微調整する。

Multi Matrix mode
（PMW-200のみ）
マルチマトリクス補正と
特定エリア色相調整の選
択

Multi Matrix / Color 
Correction

Multi Matrixの項目を設定するかColor Correctionの項
目を設定するかを選択する。
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Multi Matrix
マルチマトリックス補正
の設定（Multi Matrix 
modeでColor Correction
を選択した場合は、選択
不可：PMW-200のみ）

Setting
On / Off

16軸の色相（Hue） 空間で飽和度 （Saturation）を設
定するマルチマトリックス補正をON/OFFする。

Area Indication1)

On / Off
Onにすると、画面上のMulti Matrixの調整対象となる
色の部分にゼブラパターンを表示する。

Color Detection2)

Execute/Cancel
実行すると、マルチマトリックス補正の対象となる
色を検出する。

Axis
B / B+ / MG- / MG / 
MG+ / R / R+ / YL- / 
YL / YL+ / G- / G / 
G+ / CY / CY+ / B-

マルチマトリックス補正の対象となる色（16軸モー
ド）を設定する。

Hue
–99～+99 (±0)

マルチマトリックス補正の対象となる色の色相
（ヒュー）を16軸モードごとに設定する。

Saturation
–99～+99 (±0)

マルチマトリックス補正の対象となる色の飽和度
（サチュレーション）を16軸モードごとに設定する。

Color Correction
（PMW-200のみ）
特定のエリアの色相のみ
の調整（Multi Matrix 
modeでMulti Matrixを選
択した場合は、選択不可）

Setting
On / Off

Onにすると、特定エリアの色相調整機能が有効にな
る。（色相を調整できるのは1エリアのみで、複数エ
リアの色相の同時調整はできない。）

Area Detection 2)

Execute/Cancel
実行すると、画面中央部の色を検出し、その色を中
心にTarget Widthで設定された幅のエリアをColor 
Correctionでの調整対象とする。

Area Indication 1)

On / Off
Onにすると、画面上のColor Correctionの調整対象エ
リアに含まれる色の部分に対しゼブラ1パターンを表
示する。

ご注意
ゼブラ1パターンが表示されるエリアと、実際の調整
対象エリアが異なる場合があります。

Target Phase
0～359 (130)

Color Correctionの調整対象エリアの中心の色を手動
で設定する。

ご注意
Area Detectionを実行すると、Area Detectionの実行
結果によって上書きされます。必要に応じて手動で
微調整できます。

Target Width
0～90 (40)

Color Correctionの対象エリアの色相の幅を設定す
る。

Level
–99～+99 (±0)

設定対象の色に対する色の濃さ(Saturation)を設定す
る。

Phase
–99～+99 (±0)

設定対象の色に対する色合い( Hue）を設定する。

PICTURE PROFILE SET

項目 細目と設定値 内容
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White
ホワイトバランスのオフ
セット、プリセットホワ
イトの色温度の設定

Offset White
On / Off

Onにすると、ホワイトモードがメモリー Aまたはメ
モリー Bのときのオートホワイトバランス収束値、お
よびATWのときのATW動作の収束値を、色温度低め
あるいは色温度高めにシフトさせる。

Offset<A>
–99～+99 (±0)

それぞれホワイトモードがメモリー A、メモリー B、
ATWのときのATWに対するオフセットホワイト量の
設定（収束値のシフト量）を調整する。Offset<B>

–99～+99 (±0)
Offset<ATW>

–99～+99 (±0)
Preset White

2100～10000 
(3200)

ホワイトバランスモードでプリセットが選択されて
いるときのプリセット色温度を100Kステップで調整
する。

ご注意
• ホワイトバランスがメモリー A、Bモードになって
いるかATWが起動しているとき以外は、Offset 
Whiteの設定やOffsetの設定を変更しても、その変
化を画面で確認することはできません。

• ホワイトバランスモードでプリセットが選択されて
いるとき以外は、Preset Whiteの設定を変更しても
その変化を画面で確認することはできません。

HD Detail
HDモードの映像に付加す
るディテールの調整

Setting
On / Off

Onにすると、HD映像にディテールが付加される。

Level
–99～+99 (±0)

HD映像に付加するディテールの大きさを調整する。

Frequency
–99～+99 (±0)

ディテールの中心周波数（ディテールの太さ）を設
定する。
中心周波数を高くするとディテールは細くなり、中
心周波数を低くするとディテールは太くなる。

Crispening
–99～+99 (±0)

ノイズ成分を抑制するレベルを調整する。大きくす
ると、微小なディテール成分がなくなりレベルの大
きいディテール成分のみ残るため、ノイズ感が少な
くなる。小さくすると、微小なディテール成分も映
像に付加されるが、ノイズも多くなる。

H/V Ratio
–99～+99 (±0)

ディテール成分の水平と垂直の比率を調整する。
大きくすると垂直のディテール成分が水平に対し大
きくなる。

White Limiter
–99～+99 (±0)

白側に付くディテールの大きさを制限する。

Black Limiter
–99～+99 (±0)

黒側に付くディテールの大きさを制限する。

V DTL Creation
NAM / Y / G / G+R

垂直ディテールを生成するための元とする信号を、
NAM（GとRのどちらか大きい方) 、Y、G、G+Rのい
ずれかから選択する。

Knee APT Level
–99～+99 (±0)

ニーアパーチャー（ニーポイントより上の部分に付
けるディテール量）を調整する。

PICTURE PROFILE SET

項目 細目と設定値 内容
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SD Detail
SDモードの映像に付加す
るディテールの調整

Setting
On / Off

Onにすると、SD映像にディテールが付加される。

Level
–99～+99 (±0)

SD映像に付加するディテールの大きさを調整する。

Frequency
–99～+99 (±0)

ディテールの中心周波数（ディテールの太さ）を設
定する。
中心周波数を高くするとディテールは細くなり、中
心周波数を低くするとディテールは太くなる。

Crispening
–99～+99 (±0)

ノイズ成分を抑制するレベルを調整する。大きくす
ると、微小なディテール成分がなくなりレベルの大
きいディテール成分のみ残るため、ノイズ感が少な
くなる。小さくすると、微小なディテール成分も映
像に付加されるが、ノイズも多くなる。

H/V Ratio
–99～+99 (±0)

ディテール成分の水平と垂直の比率を調整する。
大きくすると垂直のディテール成分が水平に対し大
きくなる。

White Limiter
–99～+99 (±0)

白側に付くディテールの大きさを制限する。

Black Limiter
–99～+99 (±0)

黒側に付くディテールの大きさを制限する。

V DTL Creation
NAM / Y / G / G+R

垂直ディテールを生成するための元とする信号を、
NAM（GとRのどちらか大きい方) 、Y、G、G+Rのい
ずれかから選択する。

Knee APT Level
–99～+99 (±0)

ニーアパーチャー（ニーポイントより上の部分に付
けるディテール量）を調整する。

Skin Tone Detail
映像の特定の色相の部分
に付加するディテールの
大きさの調整

Setting
On / Off

Onにすると、映像の特定の色相の部分に付加する
ディテールレベルの調整が可能になる。Offにすると
ディテールの大きさは映像の全域で同一になる。

Level
–99～+99 (±0)

映像の特定の色相の部分に付加するディテールレベ
ルを調整する。

Area Detection2)

Execute/Cancel
Executeを選択すると画面中央部の色を検出し、その
色を中心に幅を持たせた色の範囲をSkin Tone Detail
での調整対象にする。

Area Indication 1)

On / Off
Onにすると、画面上のSkin Tone Detailの調整対象エ
リアに含まれる色の部分に対しゼブラ1パターンが表
示される。

Saturation
–99～+99 (±0)

Skin Tone Detailを効かせる色の彩度（色の濃さ）の
範囲を調整する。

ご注意
Area Detectionを実行すると、自動的に0に戻ります。

Phase
0～359 (130)

Skin Tone Detailの調整対象エリアの色合い方向の中
心値を調整する。

ご注意
Area Detectionを実行すると、検出結果で得られた色
の色合い相当の値に自動的に変更されます。

PICTURE PROFILE SET

項目 細目と設定値 内容
便利な機能を使う 61



62

撮
影

Width
0～90 (40)

Phaseで設定された色を中心にSkin Tone Detailの調
整対象エリアに幅を持たせるときの色合い方向の幅
を調整する。

ご注意
Area Detectionを実行すると、自動的に40に戻りま
す。

Aperture
アパーチャー補正の設定

Setting
On / Off

Onにすると、アパーチャー補正（ビデオ信号に、高
周波数のアパーチャー信号を加えて周波数特性によ
る劣化を補正し、解像度を高める処理）が有効にな
る。

Level
–99～+99 (±0)

アパーチャー補正のレベルを設定する。

Knee
ニー（高輝度部分に圧縮
をかける機能）の調整

Setting
On / Off

Onにすると、映像の高輝度部分に圧縮がかかる。

ご注意
• 以下のときは、Kneeは固定され、変更できません。
―Gamma設定がHG1～4のとき
―電子シャッターがスローシャッターモードのとき
―EX SLSが動作しているとき

Auto Knee
On / Off

Onにすると、ニーをかけるレベルを、撮影している
映像の輝度レベルから常に自動で最適に計算して動
かす。Offにすると、撮影している映像のレベルに依
存せず、ニーをかけるレベルを手動で調整できる。

Point
50～109 (90)

Auto Kneeの設定がOffのとき、ニーポイントを設定
する。

Slope
–99～+99 (±0)

Auto Kneeの設定がOffのとき、ニーの傾き（圧縮度
合い）を調整する。

Knee SAT
On/Off

Onにすると、ニーサチュレーション（ニーポイント
より上の部分の色つき具合）の調整が有効になる。

Knee SAT Level
–99～+99 (±0)

ニーポイントより上の部分の色つき具合（ ニーサ
チュレーション）を調整する。

White Clip Setting
On / Off

ホワイトクリップ調整機能をオン／オフする

Level
Countryの設定がPAL 
Area以外の場合

90.0%～109.0% 
(108.0%)

Countryの設定がPAL 
Areaの場合

90.0%～109.0% 
(105.0%)

ホワイトクリップレベルを設定する

Gamma
ガンマ補正のレベルの調
整と、ガンマカーブの切
り換え

Level
–99～+99 (±0)

ガンマ補正のレベルを調整する。

Select 3)

STD1 ～ STD6 / 
HG1 ～ HG4 (HD：
STD5、SD：STD4)

ガンマ補正の基準カーブの種類を選択する。

PICTURE PROFILE SET

項目 細目と設定値 内容
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1)Area IndicationのON/OFFは、PP1～PP6で連動
して切り換わります。

2)Multi MatrixのColor DetectionまたはColor 
Correction / Skin Tone DetailのArea Detection
を実行するには

1. Color DetectionまたはArea 
Detectionを選択する。
画面中央に検出領域を示す四角のマー
カーが表示され、画面下にExecute/
Cancelが表示されます。

2. Executeを選択する。
マーカー領域の色相検出を実行します。
検出に成功すると完了メッセージが表
示され、元の画面に戻ります。
Multi Matrixの場合は、調整対象となる
色がColor Detectionで検出された色に
変更され、その色の部分にArea 
Indication（ゼブラパターン）が表示さ
れます。
Skin Tone Detailの場合は、調整対象エ
リアはArea Detectionで検出された色
を中心とするエリアに変更され、Area 
Indication（ゼブラパターン）が表示さ
れます。
検出に失敗した場合は、エラーメッ
セージが表示され、元の画面に戻りま
す。

3)GammaのSelectで選択できるガンマカーブ
（STD：スタンダードガンマ、HG：ハイパーガ
ンマ）

STD1：SDカムコーダー相当のガンマテーブル
STD2：x4.5ゲインのガンマテーブル
STD3：x3.5ゲインのガンマテーブル
STD4：SMPTE-240M規格相当のガンマテーブル
STD5： ITU-R709規格相当のガンマテーブル
STD6：x5.0ゲインのガンマテーブル
HG1： 325%のDレンジの入力を100%の出力に

するガンマテーブル
HG2： 460%のDレンジの入力を100%の出力に

するガンマテーブル
HG3： 325%のDレンジの入力を109%の出力に

するガンマテーブル
HG4： 460%のDレンジの入力を109%の出力に

するガンマテーブル

Black
ブラックの調整

–99～+99 (±0) マスターブラックのレベルを調整する。

Black Gamma
ブラックガンマレベルの
調整

–99～+99 (HD：±
0、SD：–16)

映像の暗い部分のみを立てて階調をはっきりさせた
り、逆に潰してノイズを抑えるブラックガンマ機能
のレベルを調整する。

Low Key SAT
ローキーサチュレーショ
ンの調整

–99～+99 (±0) 映像の暗い部分のみの色を濃くしたり、逆に薄くし
てノイズを抑えるローキーサチュレーションのレベ
ルを調整する。

Copy
ピクチャープロファイル
のコピー

Execute / Cancel Executeを選択するとコピーを実行する。

PP Data
ピクチャープロファイル
の保存と読み出し

Store
Execute / Cancel

Executeを選択するとピクチャープロファイルをSxS
メモリーカードに保存する。

Recall
Execute / Cancel

Executeを選択するとピクチャープロファイルをSxS
メモリーカードから読み出す。

Reset
ピクチャープロファイル
のリセット

Execute / Cancel Executeを選択すると標準設定に戻る。

PICTURE PROFILE SET

項目 細目と設定値 内容
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記録待機中は、直前に記録したクリップの
削除（Last Clip DEL) およびSxSメモリー
カードに記録されたクリップの一括削除
（All Clips DEL) が可能です。
◆サムネイル画面でのクリップ削除について
は、「クリップを削除する」（77ページ）を
ご覧ください。

アサイナブルボタンで削除する

あらかじめアサイナブルボタンのいずれか
にLast Clip DEL機能を割り当ててください
（51ページ）。
Last Clip DEL機能を割り当てたアサイナブ
ルボタンを押して、Executeを選択すると、
最後に記録されたクリップがSxSメモリー
カードから削除されます。

セットアップメニューで削除する

OTHERSメニューのClip（108ページ）から
Last Clip DELを選択してExecuteを選択し、
再度Executeを選択すると、最後に記録され
たクリップがSxSメモリーカードから削除さ
れます。

ご注意
クリップコンティニュアスレックがOnのときは、
Last Clip DELを選択できません。

クリップを一括削除する

OTHERSメニューのClip（108ページ）から
All Clips DELを選択してExecuteを選択し、
再度Executeを選択すると、すべてのクリッ
プがSxSメモリーカードから削除されます。

ご注意
• HDモードとSDモードのクリップが混在記録さ
れているSxSメモリーカードでは、現在選択さ
れているモードのクリップのみ削除されます。

• ファイルシステムでFATを選択している場合は、
OKマーク（50ページ）が付加されたクリップ
は削除されません。UDFを選択している場合は、
Lock Clip（74ページ）が設定されているクリッ
プは削除されません。

本機では、メニューの全設定データ（ピク
チャープロファイルを含む）を、セット
アップファイルとしてSxSメモリーカードま
たはUSBメモリー（PMW-200のみ）に保存
することができます。
保存したセットアップファイルを呼び出す
ことによって、適切なセットアップ状態を
すばやく再現することができます。

ご注意
OTHERSメニューのClock SetとHours Meterの値
は保存されません。

セットアップファイルを保存する

SxSメモリーカードを使うときは
セットアップファイルは「SETUP.SUF」と
いうファイル名で、1枚のSxSメモリーカー
ドに1ファイルのみ保存できます。

1 セットアップファイルを保存するSxS
メモリーカードをカードスロットに入
れる。
入れたスロットに対応するSxSメモリー
カードアイコンが画面に表示されるこ
とを確認してください。
もう1枚のSxSメモリーカードが選択さ
れている場合は、SLOT SELECTボタン
で切り換えてください。

2 OTHERSメニューのCamera Data
（104ページ）のStoreを選び、
Executeを選択する。

書き込み中は、画面に実行中メッセージが
表示され、終了すると完了メッセージに変
わります。

ご注意
• 手順1で指定したSxSメモリーカードにすでに
セットアップファイルが保存されている場合は、
上書きを許可するかどうかの確認メッセージが
表示されます。

• SxSメモリーカードの容量が足りない場合はエ
ラーメッセージが表示されます。

クリップの削除 設定データの保存と呼び出し
便利な機能を使う
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USBメモリーを使うときは（PMW-200
のみ、UDFモード時）
外部機器接続端子にフォーマット済みの
USBメモリーを接続します（31ページ）。
手順2でAll Save(USB) >Executeを選択しま
す。

セットアップファイルを呼び出す

SxSメモリーカードを使うときは
SxSメモリーカードに保存したセットアップ
ファイルを呼び出すと、本機は保存された
状態に設定されます。

1 セットアップファイルを保存したSxS
メモリーカードをカードスロットに入
れる。
画面にアイコンが表示されることを確
認してください。もう1枚のSxSメモ
リーカードが選択されている場合は、
SLOT SELECTボタンで切り換えてくだ
さい。

2 OTHERSメニューのCamera Data
（104ページ）のRecallを選択し、
Executeを選択する。

読み出し中は、画面に実行中メッセージが
表示され、終了すると完了メッセージに変
わり、セットアップファイルに従って本機
の設定が変更されます。

USBメモリーを使うときは（PMW-200
のみ、UDFモード時）
外部機器接続端子にフォーマット済みの
USBメモリーを接続します（31ページ）。
手順2でAll Load(USB) >Executeを選択しま
す。

標準設定値に戻す

OTHERSメニューでAll Resetを実行すると、
メニューやボタン操作で変更した本機の状
態を、すべて標準設定値（工場出荷時の設
定）に戻すことができます。

プランニングメタデータとは、撮影・記録
の計画情報が記述されているXMLファイル
です。

プランニングメタデータファイルの例

プランニングメタデータファイルで、あら
かじめ定義したクリップ名やショットマー
ク名を使用して、撮影できます。
本機では、以下の言語で定義されたクリッ
プ名やショットマーク名を表示することが
できます。
• 英語
• 中国語
• ドイツ語
• フランス語
• イタリア語
• スペイン語
• オランダ語
• ポルトガル語
• スウェーデン語
• ノルウェー語
• デンマーク語
• フィンランド語

ご注意
• 上記以外の言語でクリップ名やショットマーク
名を定義した場合、EVF画面およびLCDモニ
ター画面に表示されない場合があります。

• フランス語、オランダ語、フィンランド語でク
リップ名やショットマーク名を定義した場合、
一部の文字が他の類似のフォントで表示されま
す。

• 日本語でクリップ名やショットマーク名を定義
すると、一部の文字が他のフォントに置き換え
られ、EVF画面に正しく表示されないことがあ
ります。

プランニングメタデータ
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プランニングメタデータファイルを読
み込む

クリップの記録時にプランニングメタデー
タファイルを一緒に記録するには、撮影前
にプランニングメタデータファイルを本機
のメモリーに読み込んでおく必要がありま
す。

SxSメモリーカードを使うときは
以下のディレクトリーにプランニングメタ
データファイル（.xml）を保存したSxSメモ
リーカードを本機のカードスロットに挿入
し、OTHERSメニューのPlan.Metadata
（110ページ）でLoad / Slot(A)またはLoad / 
Slot(B)を選択して読み込むファイルを選び
ます。
UDF：General/Sony/Planning
FAT：BPAV/General/Sony/Planning

USBメモリーを使うときは（PMW-200
のみ、UDFモード時）

1 FAT32ファイルシステムでフォーマッ
ト済みのUSBメモリーを、外部機器接
続端子に接続する（31ページ）。
ファイルリストが表示されます。

ご注意
ファイルリストには、ファイルは64個まで表
示されます。
プランニングメタデータファイルの総数が64
個以下であっても、USBメモリー内のプラン
ニングメタデータファイルと同じディレクト
リー（General/Sony/Planning）に512個以上
のファイルがあると、すべてのプランニング
メタデータファイルが表示されないことがあ
ります。

2 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルでファイルリストから読みたい
ファイルを選択し、SEL/SETボタン
またはジョグダイヤルを押す。

プランニングメタデータの詳細情報を確
認する
本機のメモリーに読み込んだプランニング
メタデータのファイル名や作成日時、タイ
トルなどの詳細情報を確認することができ
ます。

OTHERSメニューのPlan.Metadata（110
ページ）でPropertiesを選択し、Executeを
選びます。

Wi-Fi機能を使うときは
本機とコンピューターをWi-Fi接続している
場合は、コンピューターから本機のWebメ
ニューにアクセスしてファイルを送信しま
す。

1 コンピューターでブラウザを起動し、
ブラウザのアドレスバーに「http://本
機のIPアドレス（111ページ）」を入
力する。
例：IPアドレスが「192.168.1.10」の
場合アドレスバーに「http://
192.168.1.10/」と入力します。

2 ユーザー名とパスワードを入力して、
OKをクリックする。
User name: admin
Password: pmw-200（機種名を小文字
で入力）

読み込んだプランニングメタデータを消
去する
本機のメモリーに読み込んだプランニング
メタデータをメモリーから消去します。
OTHERSメニューのPlan.Metadata（110
ページ）でClearを選択し、Executeを選び
ます。

プランニングメタデータでクリップ名
を設定する

プランニングメタデータには、次の2種類の
クリップ名文字列を記述することができま
す。
• EVF画面上に表示できるASCII形式の名称
• 実際にクリップ名として登録されるUTF-8
形式の名称

OTHERSメニューのPlan.Metadata（110
ページ）でClip Name Dispを選択し、どち
らのクリップ名を表示するか選びます。
プランニングメタデータでクリップ名を設
定すると、EVF画面の動作状態表示の下に
クリップ名が表示されます。
便利な機能を使う
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クリップ名文字列の記述例
テキストエディターを使用して、プランニ
ングメタデータの<Title>タグの内容を変更
します。
網掛け部分がクリップ名文字列です。
「Typhoon」はASCII形式（44文字以下）で
記述しています。「台風東京上陸」はUTF-8
形式（44バイト以下）で記述しています。
「sp」はスペース、3は改行を表します。

<?xmlspversion="1.0"spencoding="
UTF-8"?>3

<PlanningMetadataspxmlns="http://
xmlns.sony.net/pro/metadata/
planningmetadata" spassignId="
P0001" spcreationDate="
2011-08-20T17:00:00+09:00"sp
lastUpdate="
2011-09-28T10:30:00+09:00"sp
version="1.00">3

<Properties sppropertyId="
assignment" spupdate="
2011-09-28T10:30:00+09:00"sp
modifiedBy="Chris">3

<TitlespusAscii=" "sp
xml:lang="ja">
</Title>3

</Properties>3

</PlanningMetadata>3

ご注意
• 実際にファイルを作成する場合は、改行位置で
のみ改行し、「sp」が表示されていない位置に
はスペースは入れずに1つの文として記述してく
ださい。

• クリップ名に使用できる有効文字数は44バイト
（または44文字）です。
UTF-8形式で44バイトを超えるクリップ名を定
義すると、44バイトまでの文字列がクリップ名
に使用されます。
ASCII形式のクリップ名のみ定義している場合
は、ASCII形式の44文字までの文字列がクリッ
プ名に使用されます。
ASCII形式で記述した文字列、UTF-8形式で記述
した文字列が、いずれもクリップ名として使用
できない場合、クリップ名は標準形式となりま
す。

プランニングメタデータで記述したク
リップ名をつける
クリップ名を記述したプランニングメタ
データファイルを本機のメモリーに読み込
み、OTHERSメニューのClip（108ページ）
でAuto Namingを選択し、Planを選びます。
記録を行うたびに、プランニングメタデー
タファイルに記述したクリップ名が、アン
ダーバー（_）と5桁の通し番号（00001～
99999）が付加された形式で自動生成され
ます。
例：台風東京上陸_00001、台風東京上陸

_00002、...

ご注意
• 通し番号が99999に達したら、次の記録操作で

00001に戻ります。
• 他のプランニングメタデータを読み込むと、5桁
の通し番号は00001に戻ります。

• 日本語のクリップ名は、一部の文字が他のフォ
ントで表示されることがあります。

プランニングメタデータでショット
マーク名を設定する

ショットマーク1、2を記録するとき、プラ
ンニングメタデータで定義した文字列で
ショットマーク名を記録することができま
す。

ショットマーク名文字列の記述形式
テキストエディターを使用して、プランニ
ングメタデータの<Meta name>タグの内容
を変更します。
網掛け部分がショットマーク名文字列です。
ASCII形式（32文字以下）、またはUTF-8形
式（16文字以下）で記述します。
「sp」はスペース、3は改行を表します。

ご注意
ASCII形式以外の文字が1文字以上含まれていれ
ば、その文字列の最大長は16文字になります。

<?xmlspversion="1.0"spencoding="
UTF-8"?>3

<PlanningMetadata xmlns="http://
xmlns.sony.net/pro/metadata/
planningmetadata"spassignId="
H00123"spcreationDate="
2011-04-15T08:00:00Z"splastUpdate="
2011-04-15T15:00:00Z"spversion=

Typhoon
台風東京上陸
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"1.00">3

<PropertiessppropertyId=
"assignment"spclass="original"sp
update="2011-04-15T15:00:00Z"sp
modifiedBy="Chris">3

<TitlespusAscii="Football
Game"spxml:lang="ja">
Football Game 15/04/2011
</Title>3

<Metaspname="_ShotMark1"sp
content=" "/>3

<Metaspname="_ShotMark2"sp
content=" "/>3

</Properties>3

</PlanningMetadata>3

ご注意
実際にファイルを作成する場合は、改行位置での
み改行し、ショットマーク名文字列以外では「sp」
が表示されていない位置にはスペースは入れずに1
つの文として記述してください。

プランニングメタデータを一括コピー
する

1枚のSxSメモリーカードのGeneralフォル
ダに記録されているプランニングメタデー
タを、別のSxSメモリーカードにまとめてコ
ピーすることができます。
OTHERSメニューのCopy All（109ページ）
からGeneral Filesを選択します。

Goal

Shoot
便利な機能を使う
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THUMBNAILボタン（17ページ）を押すと、SxSメモリーカードに収録されているクリップ
が、サムネイル（縮小画）画面に表示されます。クリップが記録されていないカードを入れた
場合は、メッセージが表示されます。
サムネイル画面で選択したクリップから再生を開始することができます。再生画像は、LCDモ
ニター /EVF、外部ビデオモニターに表示できます。
STOP/CAMボタン（17ページ）を押すと、サムネイル画面を終了し、撮影画面に戻ります。

ご注意
通常のサムネイル画面では、同じSxSメモリーカードにHD/SDのクリップが混在して記録されている場合で
も、OTHERSメニューのSystem（107ページ）のHD/SDで選択されているモードのクリップのみ表示され
ます。
HD/SDモードにかかわらず記録されている全クリップを表示したい場合は、オールクリップサムネイル画面
（71ページ）に切り換えます。

画面下部には、カーソル位置のクリップの情報が表示されます。

1.サムネイル（縮小画）
UDF、FAT/HDモード：表示されるサムネ
イルは、各クリップの代表画像です。記録
時にはクリップの先頭フレームが自動的に
代表画に設定されます。任意のフレームに
変更することもできます（80ページ）。ク
リップがロックされている、またはOK

マークが付加されている場合はロックマー
ク が表示されます。
FAT/SDモード：表示されるサムネイルは、
各クリップの先頭フレームです。ファイル
サイズが2GBを超えて分割保存されたク
リップの場合はテイクマーク が表示さ
れます。それぞれの分割ファイルは、ク

再生

サムネイル画面

サムネイル画面の構成

01 / JAN / 2009 10 : 53 S&Q  29 / 24 
JPAN0011(1)       HQ 1920 / 23.9P      MP4

クリップ番号/ クリップ総数

カーソル
（黄色）

現在選択されているSxSメモリーカードをハイライト表示
（プロテクトされている場合は左にロックマーク表示)
サムネイル画面 69
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リップエクスパンド画面（77ページ）で見
ることができます。

2.収録年月日と録画開始時刻
3.クリップ名

FAT/ SDモードでファイルサイズが2GBを
超えて分割保存されたクリップの場合の
み、クリップ名の後に/（スラッシュ）で
区切ってクリップの分割数が表示されま
す。

4.ロックマーク（UDF、FAT/HDモードの
み）
UDF：選択しているクリップがロックされ
ている場合にロックマークが表示されま
す。
FAT/HDモード：選択しているクリップに
OKマークが付加されている場合にロック
マークが表示されます。

5. AV単独ファイルアイコン（UDF、FAT/
HDモードのみ）
選択したクリップがAV単独ファイルの場
合のみ表示されます。コンピューターで
SxSメモリーカードに直接追加したファイ
ルなど正規の管理ファイルがない場合で、
すべての操作と表示ができない可能性があ
ることを示します。

6.記録時のビデオフォーマット
7.ファイルフォーマット
選択したクリップのファイルフォーマット
（MXF、MP4、AVI）が表示されます。
（UDF/HDモード時は表示されません。）

8.クリップの収録時間（Duration）
9.タイムコード
代表画のタイムコードが表示されます。

10. OK/NG/KPマーク（UDF、FAT/HDモード
のみ）
UDF：選択したクリップにOK/NG/KPフラ
グが付加されている場合は、そのマークが
表示されます。
FAT/HDモード：選択したクリップにOK
マークが付加されている場合は、OKマー
クが表示されます。

11.特殊記録撮影情報（UDF、FAT/HDモード
のみ）
特殊記録モード（スロー &クイックモー
ション、インターバルレック、フレーム
レック）で記録されたクリップの場合の
み、そのモードが表示されます。
スロー &クイックモーション記録されたク
リップの場合は、右側に「撮影フレーム
レート/再生フレームレート」が表示され
ます。

THUMBNAILボタン（17ページ）を押すご
とに、以下のとおりサムネイル画面の種類
を切り換えることができます。

UDF
通常のサムネイル画面、OK/NG/KP/Noneク
リップサムネイル画面、オールクリップサ
ムネイル画面が切り換わります。

FAT/HDモード
通常のサムネイル画面、OKクリップサムネ
イル画面、オールクリップサムネイル画面
が切り換わります。

FAT/SDモード
通常のサムネイル画面とオールクリップサ
ムネイル画面が切り換わります。

OK/NG/KP/Noneクリップサムネイル
画面

選択されているSxSメモリーカードに記録さ
れたクリップの中で、OK/NG/KPフラグの
いずれかのフラグが付加されたクリップ、
またはフラグが付加されていないクリップ
（None）のみが表示されます。
OTHERSメニューのClip（108ページ）の
Filter Clipsで、表示するフラグを選択でき
ます。

OKクリップサムネイル画面

選択されているSxSメモリーカードに記録さ
れたクリップの中で、OKマークが付加され
たクリップのみが表示されます。

サムネイル画面の種類を変更す
る

サムネイル画面
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オールクリップサムネイル画面

HD/SDモードにかかわらず、記録されてい
るすべてのクリップが表示され、選択され
ているSxSメモリーカードに他のモードのク
リップも記録されているかどうかを確認す
ることができます。

ご注意
オールクリップサムネイル画面から再生を開始す
ることはできません。
もう一度THUMBNAILボタンを押すと通常のサム
ネイル画面に戻り、再生やクリップ操作が可能に
なります。

SxSメモリーカードを切り換える

SxSメモリーカードが2枚装着されていると
きは、SLOT SELECTボタン（19ページ）
を押して切り換えます。

ご注意
サムネイル画面が表示されているとき、または
STOP/CAMボタンを押して外部入力画像が表示さ
れているときのみ、切り換え可能です。
再生中にSxSメモリーカードを切り換えることは
できません。
またスロットAからスロットBへの連続再生はでき
ません。

再生にはハンドル面操作パネル（17ページ）
の再生コントロールボタンを使用します。
赤外線リモコンを有効にしたときは、リモ
コンのボタンでも操作できます（26ペー
ジ）。

1 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイヤ
ルで、再生を開始したいクリップのサ
ムネイルにカーソルを合わせる。

2 PLAY/PAUSEボタンを押す。
選択したクリップの先頭から再生が始
まります。

ご注意
• クリップとクリップの境界では、一時的に画像
が乱れたり、静止画になる場合があります。ま
たこの間は、再生コントロールボタンや
THUMBNAILボタンは操作できません。

• サムネイル画面でクリップを選択して再生を開
始すると、クリップの先頭部分の再生映像が乱
れる場合があります。クリップの先頭から乱れ
のない映像で再生するには、一度再生モードに
した後で一時停止にし、PREVボタンを押してク
リップの先頭に戻して再生を行ってください。

再生中の画像に表示される情報

再生画像には、次のような情報が重ねて表
示されます。

クリップの再生

選択したクリップ以降のクリッ
プを連続再生する

TCR 00:00:00:00
0011/03 00

        120min                       B PLAY

CH1
CH2

1 2 3 4 5

7

クリップの再生 71



72

再
生

1.バッテリー残量/DC IN電圧表示
2.再生モード表示
3. SxSメモリーカード表示

SxSメモリーカードがプロテクトされてい
る場合は、左に マークが表示されます。

4.タイムデータ表示
再生画像のタイムデータが表示されます。
DURATION/TC/U-BITボタンを押すたび
に、タイムコード（TCR）表示とユーザー
ビット（UB表示）が切り換わります。

5.クリップ番号/クリップ総数
FATの場合に表示されます。また、UDFで
OTHERSメニューのClip（108ページ）の
Find ModeがClipの場合に表示されます。

6.クリップ番号/クリップ総数、エッセンス
マーク番号/エッセンスマーク総数
UDFでOTHERSメニューのClip（108ペー
ジ）のFind ModeがRec Startの場合に表示
されます。

7.オーディオレベル表示
記録時のオーディオレベルを表示します。

標準再生モードでは、記録されている音声
を内蔵スピーカー（16ページ）またはヘッ
ドホンでモニターできます。
ヘッドホン端子（15ページ）にヘッドホン
をつなぐと、内蔵スピーカーはオフになり
ます。
VOLUMEボタン（17ページ）を押して音量
を調整します。
モニターするチャンネルは、AUDIO SETメ
ニューのAudio Output（95ページ）で選択
できます。

最初のクリップの先頭から再生するには
PREVボタンとF REVボタンを同時に押す
と、SxSメモリーカードの最初に記録された
クリップの先頭にジャンプします。

最後のクリップの先頭から再生するには
F FWDボタンとNEXTボタンを同時に押す
と、SxSメモリーカードの最後に記録された
クリップの先頭にジャンプします。

記録時と同様に、ボタンを押すことによっ
て再生中のクリップに、ショットマークを
追加することができます。

ショットマークを入れたい部分で、Shot 
Mark1またはShot Mark2の記録機能を割
り当てたアサイナブルボタン、またはリモ
コンのSHOTMARK 1または2ボタンを押
す。

ご注意
• SxSメモリーカードがプロテクトされている場
合にはショットマークは記録できません。

• クリップの先頭と末尾にはショットマークは記
録できません。

音声を聞く

頭出しする

再生中にショットマークを追加
する（UDF、FAT/HDモード）
クリップの再生
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サムネイル画面などの再生モードでは、ク
リップ操作メニューを使用してクリップの
操作、詳細情報の確認、付随データの変更
などが可能です。下記の画面でSEL/SETボ
タンまたはジョグダイヤルを押すと、それ
ぞれ対応するクリップ操作メニューを表示
できます。

ご注意
SDモードでは選択できるメニューが制限されま
す。

上/下/左/右ボタンまたはジョグダイヤルで
機能を選択し、SEL/SETボタンまたはジョ
グダイヤルを押してください。
CANCELボタンを押すと、操作前の画面に
戻ります。
クリップ操作メニューでCANCELを選択す
ると、クリップ操作メニューが消えます。

ご注意
• SxSメモリーカードがプロテクトされていると
きは、操作できない項目があります。

• メニューを表示させたときの状態によって選択
できない項目があります。

サムネイル画面のクリップ操作メ
ニュー

サムネイル画面（69ページ）でSEL/SETボ
タンまたはジョグダイヤルを押すと、カー
ソル位置のクリップの操作メニューが表示
されます。

クリップ操作

クリップ操作メニュー構成

サムネイル画面（73ページ）
CANCEL

DISP CLIP INFO

OK MARK ADD（FATのみ）

OK MARK DELETE（FATのみ）

OK FLAG ADD（UDFのみ）

NG FLAG ADD（UDFのみ）

KEEP FLAG ADD（UDFのみ）

CLIP FLAG DELETE（UDFのみ）

LOCK CLIP（UDFのみ）

UNLOCK CLIP（UDFのみ）

COPY CLIP

DELETE CLIP

ALL MARKS

SHOT MARK1

SHOT MARK2

REC START MARK（UDFのみ）

EXPAND CLIP

クリップエクスパンド画面（78ページ）
CANCEL

EXPAND(COARSE)

EXPAND(FINE)

PAUSE

SET INDEX PIC

SHOT MARK1 ADD

SHOT MARK2 ADD

SHOT MARK1 DEL

SHOT MARK2 DEL

DIVIDE CLIP（FATのみ）

ショットマーク画面（79ページ）
CANCEL

PAUSE

SET INDEX PIC

SHOT MARK1 DEL

SHOT MARK2 DEL

DIVIDE CLIP（FATのみ）

クリップ操作メニューの基本操作

項目 機能
DISP CLIP 
INFO

クリップの詳細情報画面を表示する
（75ページ）。

OK MARK 
ADD 1)

OKマークを付加する（76ページ）

OK MARK 
DELETE 1)

OKマークを削除する（76ページ）。
クリップ操作 73
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1)FAT/HDモードのみ有効
2)UDFのみ有効
3)UDF、FAT/HDモードで有効

OK FLAG 
ADD 2)

OKフラグを付加する（76ページ）。

NG FLAG 
ADD 2)

NGフラグを付加する（76ページ）。

KEEP 
FLAG 
ADD 2)

KPフラグを付加する（76ページ）。

CLIP FLAG 
DELETE 2)

フラグを削除する（76ページ）。

LOCK 
CLIP 2)

クリップをロックして保護する（76
ページ）。

UNLOCK 
CLIP 2)

保護されたクリップのロックを解除
する（76ページ）。

COPY CLIP クリップを別のSxSメモリーカード
にコピーする（76ページ）。

DELETE 
CLIP

クリップを削除する（77ページ）。

ALL 
MARKS 3)

エッセンスマークが記録されている
すべてのフレームをサムネイル表示
する（78ページ）。

SHOT 
MARK1 3)

ショットマーク1が記録されている
フレームのみをサムネイル表示する
（78ページ）。

SHOT 
MARK2 3)

ショットマーク2が記録されている
フレームのみをサムネイル表示する
（78ページ）。

REC 
START 
MARK 2)

レックスタートマークが付加されて
いるフレームおよび先頭フレームに
レックスタートマークが付加されて
いないクリップの先頭フレームをサ
ムネイル表示する（78ページ）。

EXPAND 
CLIP

クリップエクスパンド画面に切り換
える（77ページ）。

項目 機能
クリップ操作
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クリップ操作メニューでDISP CLIP INFOを選択します。

1.現在のクリップの画像
2.前のクリップの画像

PREVボタンを押すと、ひとつ前のクリッ
プの詳細情報画面になります。
FAT/SDモードで分割保存されたクリップ
の場合は、ひとつ前の分割クリップの詳細
情報画面になります。

3.次のクリップの画像
NEXTボタンを押すと、次のクリップの詳
細情報画面になります。
FAT/SDモードで分割保存されたクリップ
の場合は、次の分割クリップの詳細情報画
面になります。

4.クリップ名
12文字以上のクリップ名の場合、最初の5
文字と最後の5文字のみ表示されます。省
略された部分を確認したいときは、ジョグ
ダイヤルまたはSEL/SETボタンを押すと、
クリップ名全体が表示されます（ロング表
示モード）。もう一度ジョグダイヤルまた
はSEL/SETボタンを押すとロング表示モー
ドは解除されます。PREV/NEXTで前また
は次のクリップに切り換えた場合にも、ロ
ング表示モードは解除されます。
FAT/SDモードでファイルサイズが2GBを
超えて分割保存されたクリップの場合の
み、クリップ名の後に/（スラッシュ）で

区切ってクリップの分割数が表示されま
す。

5.ロックマーク（UDF、FAT/HDモードの
み）
UDF：選択しているクリップがロックされ
ている場合にロックマークが表示されま
す。
FAT/HDモード：選択しているクリップに
OKマークが付加されている場合にロック
マークが表示されます。

6. OK/NG/KPマーク（UDF、FAT/HDモード
のみ）
UDF：選択したクリップにOK/NG/KPフラ
グが付加されている場合は、そのマークが
表示されます。
FAT/HDモード：選択したクリップにOK
マークが付加されている場合は、OKマー
クが表示されます。

7.収録日と録画開始時刻
8.ファイルフォーマット
選択したクリップのファイルフォーマット
（MXF、MP4、AVI）が表示されます。

9.特殊記録撮影情報（UDF、FAT/HDモード
のみ）
特殊記録モード（スロー &クイックモー
ション、インターバルレック、フレーム

クリップの詳細情報を表示する

OKOK

120min CLIP I NFO 0011 / 0300 

PREV CLIP NEXT CLIP

JPAN0011(1)
01 / JAN / 2009 10 :53
HQ 1920 / 23.9P         MP4
S&Q Mot i on 29 / 24fps
TCR 00 :05 :00 : 02
TCR 00 :05 :00 : 00 STR
TCR 00 :08 :19 : 23 END
DUR 00 :03 :20 :00
CH1/2 /3 /4 /5 /6 /7 /8

1

2

3

4

5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
クリップ操作 75



76

再
生

レック）で記録されたクリップの場合の
み、そのモードが表示されます。
スロー &クイックモーション記録されたク
リップの場合は、右側に「撮影フレーム
レート/再生フレームレートfps」が表示さ
れます。

10.表示されている画像のタイムコード
11.記録開始点のタイムコード
12.記録終了点のタイムコード
13.収録時間
14.記録音声チャンネル
15.記録時のビデオフォーマット

UDFで記録したクリップは、OK/NG/KPフ
ラグを付加することができます。フラグを
付加することによって、必要なクリップの
みサムネイル画面（OK/NG/KP/Noneクリッ
プサムネイル画面）（70ページ）に表示させ
ることができます。
フラグを付加するときは、サムネイル画面
のクリップ操作メニュー（73ページ）でOK 
FLAG ADD、NG FLAG ADD、KEEP FLAG 
ADDを選びます。フラグを削除するときは、
CLIP FLAG DELETE選びます。

ご注意
フラグを付加してもクリップは保護されません。
クリップの削除を禁止する場合は、サムネイル画
面のクリップ操作メニュー（73ページ）でLOCK 
CLIPを選びます。保護を解除する場合は、
UNLOCK CLIPを選びます。

FAT/HDモードで記録したクリップは、OK
マークを付加することによって、必要なク
リップのみサムネイル画面（OKクリップサ
ムネイル画面）（70ページ）に表示させるこ
とができます。OKマークを付加したクリッ
プは削除・分割が禁止されます。削除・分
割したいときは、OKマークを削除してから
操作してください。

サムネイル画面のクリップ操作メニュー
（73ページ）から、OKマークを付加すると
きはOK MARK ADDを、削除するときはOK 
MARK DELETEを選びます。

クリップを別のSxSメモリーカードにコピー
することができます。
コピー先のSxSメモリーカードには同じク
リップ名でコピーされます。

ご注意
• コピー先のSxSメモリーカードに同名のクリッ
プが存在している場合は、オリジナルのクリッ
プ名に1桁の括弧数字を付加したクリップ名でコ
ピーされます。
括弧数字は、コピー先に存在しない最小値にな
ります。
例：ABCD0002→ABCD0002(1)

ABCD0002(1)→ABCD0002(2)
ABCD0005(3)→ABCD0005(4)

• FATの場合、コピー回数が10回を超えた場合な
ど、括弧数字(1) ～ (9) がすでに存在するカード
にはそれ以上コピーできません。

• UDFの場合、コピー回数が1000回を超えた場合
など、括弧数字(1) ～ (999) がすでに存在する
カードにはそれ以上コピーできません。

• コピー先のSxSメモリーカードの残量が不足し
ているときはメッセージが表示されますので、
コピー先のSxSメモリーカードを交換してくだ
さい。

• 複数のクリップが記録されたSxSメモリーカー
ドをコピーする場合は、容量が同じSxSメモ
リーカードであっても、使用条件やメモリーの
特性などにより、すべてのクリップを最後まで
コピーできない場合があります。

クリップを指定してコピーする

サムネイル画面で選択したクリップをコ
ピーします。
クリップ操作メニューからCOPY CLIPを選
びます。

クリップを一括コピーする

セットアップメニューを使用すると、同じ
SxSメモリーカードに記録されているクリッ
プを、別のSxSメモリーカードにまとめてコ
ピーすることができます。
HDモードとSDモードのクリップが混在記
録されているSxSメモリーカードでは、現在

フラグを付ける/フラグを削除す
る（UDFのみ）

OKマークを付ける/OKマークを
削除する（FAT/HDモードのみ）

クリップをコピーする
クリップ操作
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選択されているモードのクリップのみコ
ピーされますので、同一モードのクリップ
のみ抽出したいときにも便利です。
OTHERSメニューのCopy All（109ページ）
からClipsを選択します。

SxSメモリーカードからクリップを削除する
ことができます。
クリップ操作メニューからDELETE CLIPを
選びます。

ご注意
OKマークやLOCK CLIPの設定されたフラグが付
加されたクリップは削除できません。
削除したいときは、先にOKマークやLOCK CLIP
を解除してください。

クリップを一括削除する

セットアップメニューを使用すると、同じ
SxSメモリーカードに記録されているクリッ
プをまとめて削除することができます。
OTHERSメニューのClip（108ページ）から
All Clips DELを選択します。

ご注意
• HDモードとSDモードのクリップが混在記録さ
れているSxSメモリーカードでは、現在選択さ
れているモードのクリップのみ削除されます。

• OKマークやLOCK CLIPの設定されたフラグが
付加されたクリップは削除できません。

UDF、FAT/HDモードでは、選択したクリッ
プを時間で12分割し、各ブロックの先頭フ
レームをサムネイルとして表示することが
できます。
FAT/SDモードでは、ファイルサイズが2GB
を超えて分割保存されたクリップの場合の
み、分割されたファイルの先頭のフレーム
をサムネイルとして表示することができま
す。
記録時間の長いクリップで、目的のシーン
にすばやくキューアップしたい場合などに
有効です。

クリップエクスパンド画面は、サムネイル
画面で選択したクリップから選択できます。

1 サムネイル画面でクリップを選び、
SEL/SETボタンまたはジョグダイヤル
を押す。
対応するクリップ操作メニューが表示
されます。

2 EXPAND CLIPを選択する。
サムネイル画面で選択したクリップの
エクスパンド画面が表示されます。

UDF、FAT/HDモードのクリップエク
スパンド画面

画面下部にクリップの詳細情報が表示され
ます。
下記の項目以外は、通常のサムネイル画面
（69ページ）で表示される項目と共通です。

1.フレーム情報
選択したフレームの情報をアイコンで表示
します。

それぞれのサムネイル画像の下にも同じア
イコンが表示されます。ただし、同じフ
レームに複数の情報が付加されている場合
には、代表画→ショットマーク1→ショッ
トマーク2の優先順位で表示されます。

クリップを削除する

クリップエクスパンド画面を表
示する

代表画

ショットマーク1が付加され
たフレーム
ショットマーク2が付加され
たフレーム

S1 S2

S2 S1

120min EXPAND CLIP

01 : 10 : 20 : 00 01 : 10 : 30 : 00 01 : 10 : 40 : 00 01 : 10 : 50 : 00

01 : 11 : 00 : 00 01 : 11 : 10 : 00 01 : 11 : 20 : 00 01 : 11 : 30 : 00

01 : 11 : 40 : 00 01 : 11 : 50 : 00 01 : 12 : 00 : 00 01 : 12 : 10 : 00

0000123

01 / JAN / 2009 10 :53 S&Q 29 / 24
JPAN0011(1)       HQ 1920 / 23.9P

TCR 01 :10:20 : 00
DUR 00 :03 :19 :23

21

選択されているフレームの番号

S1
S2
クリップ操作 77
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2.タイムコード表示
エクスパンド画面で選択したフレームのタ
イムコードを表示します。

FAT/SDモードのクリップエクスパン
ド画面

画面下部にクリップの詳細情報が表示され
ます。
下記の項目以外は、通常のサムネイル画面
（69ページ）で表示される項目と共通です。

1.タイムコード表示
選択されている分割されたファイルのタイ
ムコードを表示します。

2.収録時間（Duration）
選択されている分割されたファイルの収録
時間を表示します。

クリップエクスパンド画面のクリップ
操作メニュー

UDF、FAT/HDモード
クリップエクスパンド画面でフレームを選
択して、SEL/SETボタンまたはジョグダイ
ヤルを押すと、クリップ操作メニューが
ポップアップ表示され、さらに細かく分割
表示したり、選択したフレーム以降を別の
クリップとして保存するなどの操作が可能
です。

FAT/SDモード
FAT/SDモードのクリップエクスパンド画面
からは、PAUSEのみ選択できます。

クリップにひとつ以上のショットマークや
レックスタートマークが記録されている場
合、それらのマークが付加されているフ
レームだけをサムネイル形式で表示するこ
とができます。

1 サムネイル画面でクリップを選び、
SEL/SETボタンまたはジョグダイヤル
を押す。

2 クリップ操作メニュー（73ページ）
から、ALL MARKS、SHOT 
MARK1、SHOT MARK2、REC 
START MARKのいずれかを選択す
る。

120min EXPAND CLIP

00 : 00 : 00 : 00 00 : 09 : 30 : 00 00 : 19 : 00 : 00  

    

    

0000001

01 / JAN /2009 10 :53
JPAN0011   _01     DVCAM29.9PsF SQ

TCR 00 : 00 : 00 : 00
DUR 00 : 09 : 30 : 00

21

選択されているフレームの番号

項目 機能
EXPAND
(COARSE)

クリップの分割数を減らす。

EXPAND
(FINE)

クリップの分割数を増やす。

PAUSE 選択したフレームで再生一時停
止モードにする。

SET INDEX PIC 選択したフレームを代表画に設
定する（80ページ）。

SHOT MARK1 
ADD

選択したフレームにショット
マーク1を付加する（79ペー
ジ）。

SHOT MARK2 
ADD

選択したフレームにショット
マーク2を付加する（79ペー
ジ）。

SHOT MARK1 
DEL

選択したフレームに付加されて
いるショットマーク1を削除す
る（79ページ）。

SHOT MARK2 
DEL

選択したフレームに付加されて
いるショットマーク2を削除す
る（79ページ）。

DIVIDE CLIP 選択したフレーム位置で2つの
クリップに分割する（80ペー
ジ）。（FAT/HDモードのみ）

ショットマーク画面を表示する 
（UDF、FAT/HDモード）
クリップ操作
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ショットマーク画面例（ALL MARKS
選択時）

画面下部にクリップの詳細情報が表示され
ます。
以下の項目以外は、UDF、FAT/HDモードの
クリップエクスパンド画面（77ページ）で
表示される項目と共通です。

1.タイムコード表示
ショットマーク画面で選択されているフ
レームのタイムコード

先頭 /最後のフレームにカーソルを移動
する
カーソルが任意の場所にある状態でF REVボ
タンとPREVボタンを一緒に押すと、カーソ
ルが先頭のフレームに移動します。
F FWDボタンとNEXTボタンを一緒に押す
と、カーソルが最後のフレームに移動しま
す。

他のクリップのショットマーク画面に切
り換える
カーソルが先頭のフレームにある状態で
PREVボタンまたは上ボタンを押すか、ジョ
グダイヤルを上に回すと、表示可能なひと
つ前のクリップのショットマーク画面に切
り換わります。
カーソルが最後のフレームにある状態で
NEXTボタンまたは下ボタンを押すか、ジョ
グダイヤルを下に回すと、表示可能な次の
クリップのショットマーク画面に切り換わ
ります。

ショットマーク画面でのクリップ操作
メニュー

ショットマーク画面でフレームを選択して
SEL/SETボタンまたはジョグダイヤルを押
すと、クリップ操作メニューがポップアッ
プ表示され、ショットマークを削除するな
どの操作が可能です。

一時停止中にショットマークを追加す
る

クリップ操作メニューからSHOT MARK1 
ADDまたはSHOT MARK2 ADDを選びます。

クリップエクスパンド画面でショット
マークを追加する

クリップ操作メニューからSHOT MARK1 
ADDまたはSHOT MARK2 ADDを選びます。

ショットマークを削除する

クリップエクスパンド画面（77ページ）ま
たはショットマーク画面（78ページ）で削
除できます。
クリップ操作メニューからSHOT MARK1 
DELまたはSHOT MARK2 DELを選びます。

S1 S2 S2 S1

S1 S1

120min SHOTSHOT  MARK1

01 : 10 : 20 : 00 01 : 10 : 30 : 00 01 : 10 : 40 : 00 01 : 10 : 50 : 00

01 : 11 : 00 : 00 01 : 11 : 10 : 00

- - -    

- - -    

- - -    

- - -    

- - -    - - -    

0031 / 0031

01 / JAN / 2009 10 :53 S&Q 29 / 24
JPAN0011(1)       HQ 1920 / 23.9P

TCR 01 : 12:00 : 00
DUR 00 : 03 : 19 : 23

1  

項目 機能
PAUSE 選択したフレームで再生の一時停止

モードにする。
SET INDEX 
PIC

選択したフレームを代表画に設定す
る（80ページ）。

SHOT 
MARK1 
DEL

選択したフレームに付加されている
ショットマーク1を削除する（79
ページ）。

SHOT 
MARK2 
DEL

選択したフレームに付加されている
ショットマーク2を削除する（79
ページ）。

DIVIDE 
CLIP

選択したフレーム位置で2つのク
リップに分割する（80ページ）。
（FAT/HDモードのみ）

ショットマークを追加・削除す
る（UDF、FAT/HDモード）
クリップ操作 79
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クリップエクスパンド画面（77ページ）や
ショットマーク画面（78ページ）で選択し
たフレームを代表画に設定することができ
ます。
クリップ操作メニューからSET INDEX PIC
を選びます。

ご注意
先頭以外のフレームを代表画に設定しても、サム
ネイル画面で再生を開始した場合は、常に先頭フ
レームから再生されます。

FAT/HDモードのクリップは、クリップエク
スパンド画面（77ページ）やショットマー
ク画面（78ページ）で選択したフレーム位
置で2つのクリップに分割することができま
す。
クリップ操作メニューからDIVIDE CLIPを
選びます。
クリップ名の前半4文字は元のクリップの名
前を引き継ぎ、後半4文字は最新の連続番号
になります。
例：新たに記録した場合にEFGH0100とい
うクリップが作られる状態で、
ABCD0002という名前のクリップを分
割した場合、ABCD0100とABCD0101
の2つのクリップが作成されます。

ご注意
SxSメモリーカードの残量が、クリップ分割に必
要な容量に満たない場合は、残量不足を知らせる
メッセージが表示されます。

クリップの代表画を変更する
（UDF、FAT/HDモード）

クリップを分割する（FAT/HD
モードのみ）
クリップ操作
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STATUSボタン（17ページ）を押すと、
LCDモニター /EVF、外部ビデオモニターに
ステータス画面を表示できます。
上/下ボタン（17ページ）またはジョグダイ
ヤル（18ページ）を操作すると順次切り換
わります。
STATUSボタンをもう一度押すと、ステー
タス画面が消えます。

◆外部ビデオモニターの接続については、
「外部モニターや記録装置を接続する」
（114ページ）をご覧ください。

White Bal: ホワイトバランスの状態

Gain: GAINスイッチの設定
CAMERA SETメニューでGAINスイッチの
L、M、Hの3ポジションのそれぞれに登録さ
れたゲイン値を表示します。

Handle Zoom Speed：ハンドルズーム
スピードの設定表示
CAMERA SETメニューのZoom Speed（89
ページ）で、ズームスピード切り換えス
イッチ（17ページ）の各ポジションに設定
されたズームスピードを表示します。

Zebra: ゼブラの状態

Skin Tone Detail: スキントーンディテー
ルの状態
PICTURE PROFILEメニューで、Skin Tone 
DetailのSettingの状態（OnまたはOff）を表
示します。

Picture Profile: ピクチャープロファイ
ルの選択状態
現在選択されているピクチャープロファイ
ル番号とピクチャープロファイル名を表示
します（ピクチャープロファイルがOffのと
きはOffを表示) 。

ステータス画面

ステータス画面を表示する

カメラステータス画面

表示 内容
B ホワイトメモリー Bに保存されて

いる色温度を表示します。
A ホワイトメモリー Aに保存されて

いる色温度を表示します。
PRST プリセットホワイトに設定されて

いる色温度を表示します。プリ
セットホワイトの色温度は、
PICTURE PROFILEメニューで設定
します。

表示 内容
H ズームスピードスイッチのH側に割

り当てられているスピード

L ズームスピードスイッチのL側に割
り当てられているスピード

表示 内容
1 LCD/VF SETメニューのZebraの

Zebra Selectで1またはBothが選択
されているとき、ゼブラをOnにす
るとOn表示になり、右側にLCD/
VF SETメニューのZebraのZebra1 
Levelの設定値が表示されます。ゼ
ブラがOffのとき、またはZebra 
Selectで2が選択されているときは
Offが表示されます。

2 LCD/VF SETメニューのZebraの
Zebra Selectで2またはBothが選択
されているとき、ゼブラをOnにす
るとOn表示になります。ゼブラが
Offのとき、またはZebra Selectで
1が選択されているときはOffが表
示されます。

表示 内容
ステータス画面を表示する 81
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Output CH：外部出力 /ヘッドホン出力
AUDIO SETメニューのAudio Outputの
Output CHとMonitor CHの設定に応じて、
外部出力およびヘッドホンに出力される音
声チャンネルを以下のように表示します。
• CH-1：左右ともCH-1の場合
• CH-2：左右ともCH-2の場合
• CH-3：左右ともCH-3の場合
• CH-4：左右ともCH-4の場合
• CH-1/CH-2：左CH-1、右CH-2のステレ
オの場合

• CH-3/CH-4：左CH-3、右CH-4のステレ
オの場合

• CH-1+CH-2：左右ともCH-1+CH-2のモ
ノラルの場合

• CH-3+CH-4：左右ともCH-3+CH-4のモ
ノラルの場合

Speaker：スピーカー出力
内蔵スピーカーに出力される音声チャンネ
ルを表示します。
スピーカーはモノラル出力のため、Monitor 
CHがステレオ設定の場合、CH-1+CH-2ま
たはCH-3+CH-4と表示します。ステレオ以
外のときは、AUDIO SETメニューのAudio 
OutputのMonitor CHの設定をそのまま表示
します。

CH-1/CH-2/CH-3/CH-4：オーディオレベ
ルメーター
4チャンネル（2チャンネル時は2チャンネル
分）のオーディオレベルメーターと入力
ソースを表示します。
撮影中（記録中/記録待機中）は入力されて
いるオーディオのレベル（EE音声のレベル）
を表示します。再生中はAUDIO SETメ
ニューのAudio OutputのOutput CHの設定
に応じて、再生音声レベルを表示します。
サムネイル表示、再生停止状態、または外
部入力信号を記録中に、i.LINK（HDV/DV）
端子から音声の入力がある場合は、入力音
声レベルを表示します。この場合は、
AUDIO SETメニューのAudio Outputの
Output CHの設定にかかわらず、左端の
チャンネル表示はCH-1、CH-2になります。

Wind Filter：風音低減フィルター
入力ソースの右側に、Wind FilterのON/OFF
が表示されます。Wind FilterはAUDIO SET
メニューのAudio InputのWind Filter CH1～
CH4で設定します。

Video Format：ビデオフォーマット
OTHERSメニューのSystemのFormatで設定
されているビデオフォーマットの垂直ライ
ン数、フレームレート、スキャン方式（i/
P）、ファイルシステム（UDF/FAT）を表示
します。

Rec Mode：記録ビットレート (HDモー
ドのみ）
OTHERSメニューのSystemのFormatで設定
されているビデオフォーマットの記録ビッ
トレートを表示します。

SDI Output：SDI 出力
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
SelectのSDIの設定を表示します。

HDMI Output：HDMI 出力
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
SelectのHDMIの設定を表示します。

i.LINK I/O：i.LINK 入出力
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Selectのi.LINKの設定を表示します。

Down Converter：SD 出力のダウンコ
ンバーター設定
HDモード時は、VIDEO SETメニューの
Down Converterの設定（Squeeze、
Letterbox、Edge Crop）を表示します。
SDモード時は、OTHERSメニューの
SystemのFormatで、EC（エッジクロップ）
のビデオフォーマットが選択されている場
合は「Edge Crop」、SQ（スクィーズ）の
ビデオフォーマットが選択されている場合
は「Squeeze」と表示します。

23.98P Output：23.98P 出力モード
VIDEO SETメニューの23.98P Outputの設
定（23.98PsF、59.94i（2-3 Pull Down））
を表示します。

オーディオステータス画面

ビデオステータス画面
ステータス画面を表示する
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Assign Button: ボタンアサイン状態
OTHERSメニューのAssign Buttonの設定で
各アサイナブルボタンに割り当てられてい
る機能名を表示します。

IR Remote: 赤外線リモコンの有効 /無効
OTHERSメニューのIR Remoteの設定を表
示します。

Battery: バッテリーパック残量
装着されているバッテリーパックの残量を
表示します。

Charge Count: 充電繰り返し回数
装着されているバッテリーパックの累積充
電繰り返し回数を表示します。

HDD A/HDD B: PHU-220Rのバッテ
リー残量
プロフェッショナルハードディスクユニッ
トが装着されている場合は、それぞれ対応
するスロットに接続されているハードディ
スクユニットのバッテリーの残量を表示し
ます。

Media A/Media B: メディアの残量、残
記録可能時間、書き換え寿命目安
それぞれ対応するスロットに挿入されてい
るSxSメモリーカードの空き記録容量をメー
ター表示します。
メーターの右には、現在の記録ビットレー
トで撮影を行った場合に記録可能な残り時
間を計算して分単位で表示します。対応す
るスロットにSxSメモリーカードが挿入され
ていないときや使用できないメモリーカー
ドが挿入されているときは、「－－min」と
表示します。メモリーカードが書き込み防
止の場合は、  マークを表示します。
寿命表示に対応したカードが装着されてい
る場合のみ、Lifeの値（未使用状態を100%
としたときのそれぞれのメモリーカードの
残り寿命の目安）を示します。

ボタン/リモートステータス画面

バッテリー /メディアステータス
画面
ステータス画面を表示する 83
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MENUボタンを押すと、撮影や再生に必要
な各種設定を行うセットアップメニューが
LCDモニター /EVF画面に表示されます（外
部ビデオモニターに表示させることもでき
ます）。下記のメニューから選択して設定し
ます。
CAMERA SETメニュー：画質以外の撮影
に関する設定（画質に関する設定は
PICTURE PROFILEメニュー（58ページ））
AUDIO SET メニュー：音声に関する設定
VIDEO SET メニュー：映像出力に関する設
定
LCD/VF SET メニュー：LCDモニターと
EVF表示に関する設定
TC/UB SET メニュー：タイムコードとユー
ザービットに関する設定
OTHERS メニュー：その他の設定

メニュー表示と詳細設定

セットアップメニューの構成と階層

セットアップメニューの階層

MENU

CAMERA SET Gain Setup
Shutter

SLS/EX SLS (PMW-100の
み)
EX Slow Shutter（PMW-
200のみ）
MF Assist
Color Bars
Flicker Reduce
Zoom Speed
Zoom Transition
Interval Rec
Frame Rec
Clip Cont.Rec
P.Cache Rec
S&Q Motion
Rec Review
TLCS
Shockless White
White Switch<B>
ATW Speed
ATW Mode
Wide Conversion

Steady Shot

Image Inversion（PMW-
200のみ）
NightShot (PMW-100の
み)
Exposure (PMW-100の
み)
Auto Black Bal.

Auto FB Adjust（PMW-
200のみ）

AUDIO SET Audio Input
Audio Output

VIDEO SET Input Source Select
SDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select
SDI/HDMI/Video Out 
Super
Down Converter
23.98P Output
SDI Rec Control
Match Clip Name

LCD/VF SET LCD
EVF
Peaking
Marker
Zebra
Display On/Off

TC/UB SET Timecode
Users Bit
TC Format

OTHERS All Reset
Camera Data
Time Zone
Clock Set
Language
Assign Button
Tally
Hours Meter
IR Remote
Battery Alarm
Battery INFO
Genlock
Direct Menu
セットアップメニューの構成と階層
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メニュー操作部

MENUボタン（17、18ページ）
セットアップメニューを操作するメニュー
モードをON/OFFします。

上 /下 /左 /右ボタン、SEL/SETボタン
（17ページ）
上/下/左/右ボタンを押すと、カーソルが上
下左右に移動して、メニュー項目や設定値
を選択できます。
SEL/SETボタンを押すと、選択している項
目を決定します。

ジョグダイヤル（SEL/SETダイヤル）
（18ページ）
回すとカーソルが上下に移動して、メ
ニュー項目や設定値を選択できます。
ジョグダイヤルを押すと、選択している項
目を決定します。

CANCELボタン（17、18ページ）
一つ前の階層に戻ります。確定前の変更は
キャンセルされます。

ご注意
エクスパンドフォーカスモード（45ページ）に
なっていると、セットアップメニューは操作でき
ません。EXPANDED FOCUSボタンを押して解除
してください。

メニューを設定する

ジョグダイヤルまたは上/下/左/右ボタンで
設定したい項目にカーソルを合わせ、ジョ
グダイヤルまたはSEL/SETボタンを押して
決定します。
• 選択項目が表示される選択肢エリアは最
大7行表示です。選択肢が1度に表示でき
ない場合は、カーソルを上下に移動する
と表示がスクロールします。選択肢エリ
アの右上隅または右下隅に、スクロール
可能なことを示す三角マークが表示され
ます。

Trigger Mode
System
Clip
Copy All
Format Media
Plan.Metadata

Network（PMW-200の
み）
Wi-Fi（PMW-200のみ）
Version
Version (Lens) (PMW-
100のみ)
Version Up
Menu Scroll

セットアップメニュー
の基本操作
セットアップメニューの基本操作 85
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• 選択肢の範囲が大きい項目の場合（例：
–99～+99）は、選択肢エリアは表示され
ません。文字がハイライト表示になり設
定変更が可能な状態であることを示しま
す。

• 実行項目でExecuteを選択した場合は、対
応する機能が実行されます。

• 実行前に確認が必要な項目を選択すると、
いったんメニューが消え、確認メッセー
ジが表示されます。メッセージに従って、
実行するかキャンセルするかを選択して
ください。

文字列を入力する

タイムデータやファイル名など、文字列を
設定する項目を選択した場合は、文字列の
入力エリアがハイライト表示になり、右端
にSETが表示されます。

1 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイヤ
ルで文字を選択し、SEL/SETボタン
またはジョグダイヤルを押して決定す
る。
カーソルが次の欄に移動します。
前の欄に戻りたいときは、左ボタンを
押します。

2 同様に最後の桁・欄まで設定する。
カーソルがSETに移動します。

3 ジョグダイヤルかSEL/SETボタンを
押す。
設定が完了します。
セットアップメニューの基本操作
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各メニュー項目の機能および設定値は以下のとおりです。
出荷時の初期設定値は、 太文字（例：Speed ）で示します。メニュー項目欄に[M]が表示されて
いる項目は、サムネイル画面表示中や再生操作中は設定できません。

セットアップメニュー一覧

CAMERA SETメニュー

CAMERA SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
Gain Setup
GAINスイッチの
各ポジションへ
のゲインレベル
割り当て

Low
–3 / 0 / 3 / 6 / 9 /12 /18 dB

スイッチをLにしたとき反映されるゲインレベルを設定
する。

Mid
–3 / 0 / 3 / 6 / 9 /12 /18 dB

スイッチをMにしたとき反映されるゲインレベルを設
定する。

High
–3 / 0 / 3 / 6 / 9 /12 / 18 dB

スイッチをHにしたとき反映されるゲインレベルを設
定する。

Shutter
電子シャッター
の動作条件の設
定
PMW-200：超高
感度スロー
シャッターモー
ドのときは選択
不可
PMW-100：ス
ローシャッター /
超高感度スロー
シャッターモー
ドのとき、
NightShotモード
のときは選択不
可

Mode
Speed / Angle / ECS / SLS 

(PMW-200のみ)

電子シャッターのモードを選択する。
Speed/Angle（標準モード）：動きの速い被写体を鮮明
に撮影したい場合などに使用する。秒数でシャッ
ター速度を設定するSpeed（スピード）モードと開
角度でシャッター速度を設定するAngle（角度）
モードを選択する。

ECS（拡張クリアスキャンモード）：モニター画面を、
水平方向の縞模様が出ないように撮影したい場合な
どに使用する。

SLS（スローシャッターモード）：蓄積フレーム数で
シャッター速度を設定する。

Shutter Speed
1/32, 1/33, 1/40, 1/48, 1/50, 
1/60, 1/96, 1/100, 1/120, 
1/125, 1/250, 1/500, 1/1000, 
1/2000

Speed モード 選択時、シャッタースピードを設定す
る。設定値は、選択されているビデオフォーマットの
フレーム周波数によって異なる。

Shutter Angle
11.25° / 22.5° / 45° / 72°/ 
86.4° / 90° / 144° / 150°/ 
172.8° / 180° / 216°

Angleモード 選択時、開角度を設定する。S&Qモード
でフレームレートが1～16に設定されているときは、
72° 、86.4° 、144° 、150° 、 172.8° 、216° は選択でき
ない。

ECS Frequency
60.00

ECS モード 選択時、ECS周波数を設定する。設定値
は、選択されているビデオフォーマットのフレーム周
波数によって異なる。

SLS Frame (PMW-200のみ)
2～8 (Off)

SLSモード選択時、蓄積フレーム数を設定する。
（Off）：S&Qモーション、SP24Pフォーマット時（変更
不可）
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SLS/EX SLS
（PMW-100の
み）
スローシャッ
ターモード/超高
感度スロー
シャッターモー
ドの設定

OFF / 2 / 3 / 4 / 5 / 6 / 7 / 8 / 
16 / 32 / 64

蓄積フレーム数を設定する。

ご注意
• 記録中、サムネイル画面表示中、再生中は設定でき
ません。

• スロー &クイックモーションモード、キャッシュ
レックモードのときは設定できません。

• ビデオフォーマットがHQ 1280×720/23.98P
（UDF）、SP 1440×1080/23.98P（FAT）のときは設
定できません。

EX Slow 
Shutter
（PMW-200の
み）
超高感度スロー
シャッターモー
ドの動作条件の
設定
記録中、SDI/
HDMI/i.LINK I/O 
Selectでi.LINK
出力が有効なと
き、ピクチャー
キャッシュレッ
クモード、ス
ロー &クイック
モーションモー
ドのときは選択
不可

Setting
On / Off

超高感度スローシャッターモードをON/OFFする。

ご注意
本体の電源を切ると自動的にOffに戻ります。

Number of Frames
 16 / 32 / 64

蓄積フレーム数を設定する。

MF Assist
MFアシスト機能
のON/OFF

On / Off Onにすると、手動でラフにフォーカス合わせをした
後、最後に自動で正確にフォーカスを合わせ直す。

Color Bars
カラーバーの設
定

Camera/Bars
Camera / Bars

カラーバーを出力するときはBarsを選択する。

Bars Type
Multi / 75% / 100% / 
SMPTE

Barsを選択したときに出力されるカラーバーの種類を
選択する。
Multi：マルチフォーマットカラーバーを出力する。
75%：75%カラーバーを出力する。
100%：100%カラーバーを出力する。
SMPTE：SMPTEカラーバーを出力する。

CAMERA SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
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Flicker Reduce
フリッカー補正
機能の設定

Mode
Auto / On / Off

フリッカー補正機能の動作を設定する。
On：常に動作させる。
Auto：フリッカーを検出すると自動で動作する。
Off：動作させない。

ご注意
• 屋外など、フリッカーが発生しない照明下ではOffに
設定することを推奨します。（このような環境では
Auto設定も有効ですが、正しい補正が行われない場
合があります。)

• 屋内など、フリッカーが発生する照明下ではAutoに
設定することを推奨します。（フリッカーがある照明
下で定点撮影する場合はOn設定も有効です。）

Frequency
50Hz / 60Hz

フリッカーの原因となっている照明の電源周波数に合
わせる。

Zoom Speed
ズームスピード
の設定

High
1～99 (70)

ズームスピードスイッチをH側にしてハンドルZOOM 
ボタンを押したときのズームスピードを設定する。

Low
1～99 (30)

ズームスピードスイッチをL側にしてハンドルZOOM 
ボタンを押したときのズームスピードを設定する。

ご注意
ズームスピードが低速時はズーミングにむらが出るこ
とがあります。

Remote
1～99 (50)

赤外線リモコンのZOOMボタンを押したときのズーム
スピードを設定する。

ご注意
赤外線リモコンの受光が正しくできないと、ズームが
スムーズに動作しない場合があります。

Zoom 
Transition
ズーム動作の設
定

Linear / Soft ハンドルZOOM ボタンを使用したズームの開始・終了
時の動作モードを設定する。
Linear：ZOOMボタンを押すとすぐに設定速度でズー
ムを開始し、ボタンを放すと同時に終了する。

Soft：ZOOMボタンを押すと徐々に設定値までズーム
速度をあげ、ボタンを放すと徐々に速度を落として
ズームを終了する。（ボタンを放してから動作終了
まで最大1秒）

Interval Rec
インターバル
レック機能の設
定

Setting
On / Off

インターバルレック機能をON/OFFする。

Interval Time
1～10/15/20/30/40/50 sec
1～10/15/20/30/40/50 min
1～4/6/12/24 hour

インターバルレックによる録画間隔を設定する。

Number of Frames
1 / 3 / 6 / 9　または
2 / 6 /12（720/59.94P、
720/50Pのとき）

インターバルレックでの1 回の録画フレーム数を設定
する。

CAMERA SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
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Frame Rec
フレームレック
機能の設定

Setting
On / Off

フレームレック機能をON/OFFする。

Number of Frames
1 / 3 / 6 / 9　または
2 / 6 /12（720/59.94P、
720/50Pのとき）

フレームレックでの1回の録画フレーム数を設定する。

Clip Cont. Rec
クリップコン
ティニュアス
レック機能の設
定

Setting
On / Off

クリップコンティニュアスレック機能をON/OFFする。

P.Cache Rec
ピクチャー
キャッシュレッ
ク機能の設定

Setting
On / Off

ピクチャーキャッシュレック機能をON/OFFする。

Rec Time
0-2sec / 2-4sec / 4-6sec / 
6-8sec / 8-10sec / 13-15sec

ピクチャーキャッシュメモリーに画像を蓄積する時間
（ピクチャーキャッシュレック開始時にさかのぼる時
間）を設定する。

S&Q Motion
スロー＆ クイッ
クモーション機
能の設定
EX Slow Shutter
が設定されてい
るときは選択不
可（PMW-200の
み）

Setting
On / Off

スロー＆ クイックモーション機能をON/OFFする。

Frame Rate
1～60（FATモード時かつ
720p設定時。UDFモード時
かつ720 59.94p/720 
29.97p/720 23.98p設定時。）
1～50（UDFモード時かつ
720 50p/720 25p設定時。）
1～30（FATモード時かつ
1080p設定時。UDFモード
時かつ1080 29.97p/1080 
23.98p設定時。）
1～25（UDFモード時かつ
1080 25p設定時。）
（NTSC：30、PAL：25）

スロー＆クイックモーションモードでの撮影フレーム
レートを設定する。設定値の範囲は、選択されている
地域やビデオフォーマットによって異なる。

Rec Review
レックレビュー
による再生時間
の設定

3 sec / 10 sec / Clip レックレビューで直前に記録したクリップを再生する
時間を設定する。
3 sec: 最後の3秒
10 sec: 最後の10秒
Clip: クリップ全体

TLCS
トータルレベル
コントロール
（ゲイン、エクス
ポージャー、
シャッターの自
動調整）システ
ムの設定

Level
+1.0 /+0.5 / ±0 / –0.5 / –1.0

TLCS制御におけるオートアイリス（PMW-200）/オー
トエクスポージャー（PMW-100）の制御目標レベル
（明るめ/暗め）を設定する（AGCにおけるゲインの制
御、オートシャッターにおけるシャッタースピードの
制御にも連動）。
+1.0: 1絞り相当開いた状態
+0.5: 0.5絞り相当開いた状態
±0: 標準
–0.5: 0.5絞り相当閉じた状態
 –1.0: 1絞り相当閉じた状態
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メニュー項目 細目と設定値 内容
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Mode
Backlight / Standard /
Spotlight

TLCS制御におけるオートアイリス（PMW-200）/オー
トエクスポージャー（PMW-100）の制御モードを設定
する。
Backlight: バックライトモード（中心となる被写体が
逆光のとき、黒沈みを軽減するモード）

Standard: 標準モード
Spotlight: スポットライトモード（中心となる被写体
にスポットライトがあたっているとき、白潰れを軽
減するモード）

Speed
–99～+99 (+50)

TLCS制御の追従スピードを設定する。

AGC
On / Off

AGC(オートゲインコントロール)機能をON/OFFする。

AGC Limit
PMW-200: 3 / 6 / 9 / 12 / 
18 dB
PMW-100: 3 / 6 / 9 / 12 / 
18 dB

AGC制御における最大ゲインを設定する。

AGC Point
PMW-200: F2.8 / F4 / F5.6
PMW-100: E98 / E95 / E92 / 
E77

PMW-200：AGC機能がOnのときのオートアイリス制
御とAGC制御の切り換えアイリスポイントを設定す
る。

PMW-100： AGC機能がOnのときのオートエクスポー
ジャー制御とAGC制御の切り換えエクスポージャー
ポジションを設定する。
ご注意

A.SHT PointでE87またはE82を選択している場合に
AGC PointでE77を選択すると、A.SHT PointはE77
に変更されます。

Auto Shutter
On / Off

オートシャッターコントロール機能をON/OFFする。

A.SHT Limit
PMW-100: PMW-200:
1/100 1/100
1/125 1/150
1/250 1/200
1/500 1/250

オートシャッター制御における最速シャッタースピー
ドを設定する。

A.SHT Point
PMW-200: F5.6 / F8 / F11 / 
F16
PMW-100: E87 / E82 / E77 / 
E72

オートシャッター機能がOnのときのオートアイリス
（PMW-200）/オートエクスポージャー（PMW-100）
制御とオートシャッター制御の切り換えエクスポー
ジャーポジションを設定する。

ご注意
AGC PointをE77に設定すると、A.SHT Pointの選択項
目はE77とE72のみになります。（PMW-100のみ）

Shockless 
White
ショックレスホ
ワイトバランス
の設定

Off / 1 / 2 / 3 ホワイトバランスのモード切り換え時の変化のスピー
ドを選択する。Offにすると瞬時に切り換わり、数字が
大きいほど、ゆっくりとホワイトバランスを補間しな
がら切り換える。

CAMERA SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
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White Switch 
<B>
WHITE BALス
イッチの設定

ATW / MEM WHITE BALスイッチをBに設定したときに選択される
ホワイトバランス調整モードを選択する。

ATW Speed
自動追尾ホワイ
トバランスの設
定

1 / 2 / 3 / 4 / 5 ATWの追従スピードを設定する。数字が大きいほど速
くなる。

ATW Mode
ATW動作の設定

Natural / Pure Natural：シーンの明るさに応じて、自然な雰囲気にな
るように自動調整する。
Pure：青みや赤みの色を残さずに、より原色に近づけ
るように自動調整する。

Wide 
Conversion
ワイドコンバー
ジョンレンズの
設定

On / Off ワイドコンバージョンレンズの装着(On)/非装着(Off)を
設定する。

Steady Shot
手ぶれ補正機能
の設定

On / Off 手ぶれ補正機能をON/OFFする。

Image 
Inversion
（PMW-200の
み）
画像反転機能の
設定

Normal / H INV / V INV / 
H+V

Normal: 通常
H INV: 水平方向の反転
V INV: 垂直方向の反転
H+V: 水平方向、垂直方向共反転

ご注意
• 記録中、カラーバー表示中、レックレビュー中は設
定できません。

• オートブラックバランス機能設定時は設定できませ
ん。

NightShot
（PMW-100の
み）
NightShot機能の
設定

Setting
On / Off

NightShot機能をON/OFFする。

NS Light
Auto / Off

NightShot機能がOnのときに、NightShot用の赤外線を
自動的に発光させるかどうかを設定する。

Exposure
（PMW-100の
み）
エクスポー
ジャー機能の設
定

Auto / Manual エクスポージャーの設定を自動で行うか、手動で行う
かを選択する。

ご注意
NightShot機能がOnのときは選択できません。

Auto Black Bal. 
オートブラック
バランスの設定

Execute / Cancel オートブラックバランス機能をON/OFFする。

ご注意
• 記録中、カラーバー表示中は設定できません。
• ピクチャーキャッシュレックモード、インターバル
レックモード、フレームレックモード、スロー &ク
イックモーションモード、スローシャッターモード、
超高感度スローシャッターモードのときは設定でき
ません。
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Auto FB Adjust
（PMW-200の
み）
フランジバック
の自動調整

Execute / Cancel Executeを選択するとオートフランジバック調整を実
行する。

ご注意
ビデオフォーマットが59.94iまたは50iに設定されてい
るときに実行してください。

CAMERA SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
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AUDIO SETメニュー

AUDIO SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
Audio Input
音声の入力関係
の設定
[M]

CH3 Input Source
Internal / External

4チャンネル記録可能なフォーマットの場合に、CH3
として記録する音声信号のソースを設定する。
Internal：内蔵マイクのL側をCH3に記録する。
External：AUDIO IN CH1の信号をCH3に記録する。

CH4 Input Source
Internal / External

4チャンネル記録可能なフォーマットの場合に、CH4
として記録する音声信号のソースを設定する。
Internal：内蔵マイクのR側をCH4に記録する。
External：AUDIO IN CH2の信号をCH4に記録する。

EXT MIC CH1 Ref
-70dB / -60dB / -50dB / 
-40dB / -30dB

AUDIO IN CH1端子に外部マイクを接続して、CH1ま
たはCH3の音声信号ソースにしているときの基準入力
レベルを選択する。AUDIO SELECTスイッチの設定に
関わらず選択できる。

ご注意
AUDIO IN CH-1スイッチがINTかつCH3 Input Sourece
がInternalの場合は選択できません。また、CH-1の入
力切り換え（LINE/MIC/MIC+48V）スイッチがLINEの
場合も選択できません。

EXT MIC CH2 Ref
-70dB / -60dB / -50dB / 
-40dB / -30dB

AUDIO IN CH2端子に外部マイクを接続して、CH2ま
たはCH4の音声信号ソースにしているときの基準入力
レベルを選択する。AUDIO SELECTスイッチの設定に
関わらず選択できる。

ご注意
AUDIO IN CH-2スイッチがINTかつCH4 Input Sourece
がInternalの場合は選択できません。また、CH-2の入
力切り換え（LINE/MIC/MIC+48V）スイッチがLINEの
場合も選択できません。

INT MIC Level
-12dB / -6dB / 0dB / +6dB / 
+12dB

内蔵マイクレベルを選択する。AUDIO SELECTスイッ
チの設定に関わらず選択できる。

Line Input Ref
+4dB / 0dB / -3dB / EBUL

AUDIO IN CH-1/CH-2端子がLINEに設定されていると
きの基準入力レベルを選択する。

Reference Level
-20dB / -18dB / -16dB / 
-12dB / EBUL

1kHzテスト信号の出力レベルを選択する。

Limiter Mode
Off / -6dB / -9dB / -12dB / 
-15dB / -17dB

AUDIO SELECTスイッチをMANU（手動）に設定して
いる場合に、大きな入力信号に対するリミッター特性
を選択する。

AGC Spec
-6dB / -9dB / -12dB / 
-15dB / -17dB

音声入力レベルのAGCの特性を選択する。

CH1&2 AGC Mode
Mono / Stereo

CH-1、2に記録するアナログオーディオ信号の入力レ
ベルの自動調整を選択する。
Mono：各チャンネルで独立して行う。
Stereo：ステレオモードで行う。
セットアップメニュー一覧
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CH3&4 AGC Mode
Mono / Stereo / Off

CH-3、4に記録するアナログオーディオ信号の入力レ
ベルの自動調整を選択する。
Mono：各チャンネルで独立して行う。
Stereo：ステレオモードで行う。
Off：自動調整しない。Limiter Modeの設定が反映され
る。

1KHz Tone
On / Off

1KHzの基準音声信号をON/OFFする。

Wind Filter CH-1
On / Off

CH1の風音低減フィルターをON/OFFする。

Wind Filter CH-2
On / Off

CH2の風音低減フィルターをON/OFFする。

Wind Filter CH-3
On / Off

CH3の風音低減フィルターをON/OFFする。

Wind Filter CH-4
On / Off

CH4の風音低減フィルターをON/OFFする。

EXT CH Select
CH-1
CH-1/CH-2

CH-1：CH1の外部入力信号を、CH1とCH2の両方に記
録する（CH-2のAUDIO INスイッチがEXTの場合）。
CH4 Input SourceがExternalのときは、CH4にも記
録する。

CH-1/CH-2：それぞれ対応するチャンネルの外部入力
信号を記録する。

Audio Output
音声の出力関係
の設定

Monitor CH
CH-1/CH-2 (CH-3/CH-4)
CH-1+CH-2 (CH-3+CH-4)
CH-1 (CH-3)
CH-2 (CH-4)

ヘッドホンおよびスピーカーに出力する音声チャンネ
ルを選択する。
CH-1/CH-2 (CH-3/CH-4): ステレオ
CH-1+CH-2 (CH-3+CH-4): ミックス
CH-1 (CH-3): チャンネル1（チャンネル3）のみ
CH-2 (CH-4): チャンネル2（チャンネル4）のみ
(　　)は、Output CHでCH-3/CH-4を選択した場合

Output CH
CH-1/CH-2
CH-3/CH-4

音声出力をチャンネル1と2にするか、チャンネル3と4
にするかを選択する。

Alarm Level
0～7 (4)

アラーム音量を設定する。

Beep
On / Off

操作音を出す/出さないを選択する。

AUDIO SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
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VIDEO SETメニュー

VIDEO SET

メニュー項目 設定値 内容
Input Source 
Select
入力の選択

Camera / i.LINK 映像・音声信号の入力ソースを選択する。
Camera：カメラの撮影入力
i.LINK：i.LINK（HDV/DV）端子からのHDV/DVCAM入力

ご注意
UDFではi.LINKを選択できません。

SDI/HDMI/
i.LINK I/O 
Select
各端子の入出力
信号の選択

UDF/HDモードのとき
HD SDI & HD HDMI
SD SDI & SD HDMI i
SD HDMI P
Off

FAT/HDモード（HQ）のとき
HD SDI & HD HDMI
SD SDI & SD HDMI i
SD HDMI i & DVCAM
SD HDMI P
Off

FAT/HDモード（SP）のとき
HD SDI & HD HDMI
SD SDI & SD HDMI i
HD HDMI & HDV
SD HDMI i & HDV
SD HDMI P & HDV
SD HDMI i & DVCAM
Off

UDF/SDモードのとき
SD SDI & SD HDMI i
Off

FAT/SDモードのとき
SD SDI & SD HDMI i
SD HDMI i & DVCAM
Off

HD SDI & HD HDMI：SDI OUT端子からHD SDI信号、
HDMI OUT端子からHD HDMI信号を出力する。

SD SDI & SD HDMI i：SDI OUT端子からSD SDI信号、
HDMI OUT端子からSD HDMIインターレース信号
を出力する。

HD HDMI & HDV：HDMI OUT端子からHD HDMI信号
を出力し、i.LINK（HDV/DV）端子でHDVスト
リームを入出力する。

SD HDMI i & HDV： HDMI OUT端子からSD HDMIイン
ターレース信号を出力、i.LINK（HDV/DV）端子
でHDVストリームを入出力する。

SD HDMI P & HDV：HDMI OUT端子からSD HDMIプ
ログレッシブ信号を出力、i.LINK（HDV/DV）端
子でHDVストリームを入出力する。

SD HDMI i & DVCAM：HDMI OUT端子からSD HDMI
インターレース信号を出力し、i.LINK（HDV/DV）
端子でDVCAMストリームを入出力する。

SD HDMI P：HDMI OUT端子からSD HDMIプログレッ
シブ信号を出力する。

Off：SDI/HDMI/i.LINKの各端子からは出力されない。

ご注意
• HD SDI、SD SDI以外に設定したときは、SDI OUT
端子からは信号が出力されません。

• DVCAMストリームを入出力する設定では、スロー＆
クイックモーションモードは使用できません。

SDI/HDMI/
Video Out 
Super
各出力への文字
情報の設定

On / Off SDI OUT端子、HDMI OUT端子、VIDEO OUT端子、A/
V OUT端子からの出力信号に、LCDモニター /EVF画面
に表示されるメニューやステータスを加えるかどうか
を選択する。

ご注意
この項目の設定にかかわらず、サムネイル画面、ク
リップエクスパンド画面、ショットマーク画面では、
常にLCDモニター /EVF画面に表示されるメニューやス
テータスを加えて表示します。
セットアップメニュー一覧
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Down 
Converter
ダウンコンバー
ターの動作モー
ドの選択

Squeeze / Letterbox / Edge 
Crop

SD信号の出力モード（アスペクト）を設定する。
Squeeze：16:9画像を左右方向に縮小して4:3画像とし
て出力する。

Letterbox：4:3画像の上下をマスクして、画面中央に
16:9映像を表示する。

Edge Crop：16:9画像の両端をカットして4:3画像とし
て出力する。

23.98P Output
23.98P出力の設
定

59.94i (2-3 Pull Down) / 
23.98PsF

ビデオフォーマットが、UDF/HDモードではHD422 
50/1080/23.98P、HQ 1920×1080/23.98P、HD422 
50/720/23.98P、HQ 1280×720/23.98P のとき、FAT/
HDモードではHQ 1920×1080/23.98P、HQ 1440×
1080/23.98Pのときの出力フォーマットを選択する。

SDI Rec 
Control
同期記録の設定

Off / HD SDI Remote I/F / 
Parallel Rec

本機と同期した記録を可能にする機能を設定する。
HD SDI Remote I/F：SDI OUT端子に接続したレコー
ダーにRECトリガー信号を出力する。

Parallel Rec：本機と同期した記録制御を行う。
Match Clip 
Name

On / Off SDI出力にクリップ名を重畳して出力するかどうかを
設定する。

VIDEO SET

メニュー項目 設定値 内容
セットアップメニュー一覧 97
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LCD/VF SETメニュー

LCD/VF SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
LCD
LCDモニターに
関する設定

Color
–99～+99 (±0)

LCD映像の色の濃さを調整する。

Contrast
–99～+99 (±0)

LCD映像のコントラスト(明暗の差)を調整する。

Brightness
–99～+99 (±0)

LCD映像の明るさを調整する。

EVF
ビューファイン
ダーに関する設
定

Backlight
High / Low

EVFのバックライトの明るさを選択する。

Mode
Color / B&W

撮影中（記録中/記録待機中）のEVFの表示モードを選
択する。
Color: カラーモード
B&W: モノクロモード

Contrast
–99～+99 (±0)

EVF映像のコントラスト(明暗の差)を調整する。

Brightness
PMW-200: –99～+99 (+30)
PMW-100: –99～+99 (±0)

EVF映像の明るさを調整する。

Power
Auto / On

EVFをONにする条件を設定する。
Auto: LCDモニターを閉じたときと開いて反転させた
ときにONにする。

On: LCDモニターの開閉にかかわらずONにする。
Peaking
LCDモニター、
EVFのピーキン
グ(輪郭強調)に
関する設定
[M]

Setting
On / Off

ピーキング機能をON/OFFする。

Color
White / Red / Yellow / Blue

ピーキング信号の色を選択する。
White: 白
Red: 赤
Yellow: 黄色
Blue: 青

Level
High / Mid / Low

ピーキング信号の大きさを設定する。
セットアップメニュー一覧
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Marker
LCDモニター、
EVF映像に付加
するマーカー類
の設定
[M]

Setting
On / Off

すべてのマーカー表示をまとめてON/OFFする。

Safety Zone
On / Off

セーフティーゾーンマーカーをON/OFFする。

Safety Area
80% / 90% / 92.5% / 95%

セーフティーゾーンマーカーの大きさ（画面全体に対
する比率）を選択する。

Center Marker
On / Off

センターマーカーをON/OFFする。

Aspect Marker
Line / Mask / Off

アスペクトマーカーを選択する。
Line: 白線で表示する。
Mask: マーカー範囲外のビデオ信号レベルを下げて表
示する。

Off: 表示しない。

ご注意
SDモードでEC（エッジクロップ）のビデオフォーマッ
トが選択されているときは、アスペクトマーカーは表
示されません。

Aspect Select
4:3 / 13:9 / 14:9 / 15:9 / 
1.66:1 / 1.85:1 / 2.35:1 / 
2.4:1

アスペクトマーカーの比を選択する。

Aspect Mask
90% / 80% / 70% / 60% /
50% /  40% / 30% / 20% /
10% /  0%

Aspect MarkerがMaskのとき、アスペクトマーカーの
外側の映像の明るさを選択する。

Guide Frame
On / Off

ガイドフレームマーカーをON/OFFする。

Zebra
ゼブラパターン
に関する設定
[M]

Setting
On / Off

ゼブラ機能をON/OFFする。

Zebra Select
1 / 2 / Both

ゼブラパターン表示を選択する。
1: Zebra1 Levelで設定した映像レベルを中心に±10%
のエリアに対してゼブラ1（初期値70%）のみを表
示する。

2: 100％以上の映像レベルに対してゼブラ2（初期値
100%）のみを表示する。

Both: ゼブラ1、ゼブラ2共に表示する。
Zebra1 Level

50～107 (70)
ゼブラパターン1の表示レベルを設定する。

Display On/Off
LCDモニター /
EVF画面に表示
する項目の選択
[M]

Video Level Warnings
On / Off

映像が明るすぎるときや暗すぎるときの警告表示を
ON/OFFする。

Sending Clip Info（PMW-200
のみ）

On / Off 

ワイヤレスアダプター CBK-WA100接続時、クリップ
の転送状態を表示する。

Brightness Display
On / Off

映像の明るさを表す数値表示をON/OFFする。

Histogram Display
On / Off

映像のレベル分布を示すヒストグラム表示をON/OFF
する。

LCD/VF SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
セットアップメニュー一覧 99
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Lens Info
Meter / Feet / Off

被写界深度表示を選択する。
Meter: メートルで表示する。
Feet: フィートで表示する。
Off: 表示しない。

Zoom Position
Number / Bar / Off

レンズのズームのポジション表示を選択する。
Number: 数値で表示する。
Bar: バーで表示する。
Off: 表示しない。

Audio Level Meter
On / Off

オーディオレベルメーター表示をON/OFFする。

Timecode
On / Off

タイムデータ（タイムコード、ユーザービット、デュ
レーション）表示をON/OFFする。

Battery Remain
On / Off

バッテリー残量/DC入力電圧表示をON/OFFする。

Media Remain
On / Off

メディア残量表示をON/OFFする。

TLCS Mode
On / Off

TLCS動作モード表示をON/OFFする。

Steady Shot
On / Off

手ぶれ補正モード表示をON/OFFする。

Focus Mode
On / Off

フォーカス動作モード表示をON/OFFする。

White Balance Mode
On / Off

ホワイトバランスモード表示をON/OFFする。

Picture Profile
On / Off

ピクチャープロファイル表示をON/OFFする。

Filter Position (PMW-200のみ)
On / Off

NDフィルター設定表示をON/OFFする。

Iris Position (PMW-200のみ)
On / Off

アイリス（レンズ絞り）位置表示をON/OFFする。

Exposure Position (PMW-100
のみ)

On / Off

エクスポージャー表示をON/OFFする。

Gain Setting
On / Off

ゲイン設定表示をON/OFFする。

Shutter Setting
On / Off

シャッターモードとスピード表示をON/OFFする。

Rec Mode
On / Off

特殊録画モード（Frame Rec、Interval Rec、S&Q 
Motion）の状態表示をON/OFFする。

Video Format
On / Off

ビデオフォーマット表示をON/OFFする。

Clip Name
On / Off

クリップ名表示をON/OFFする。

ClipNumber (PB)
On / Off

クリップ名に付加される番号表示をON/OFFする。

NightShot (PMW-100のみ)
On / Off

NightShot表示をON/OFFする。

SDI Rec Control
On / Off

同期記録表示（Rec2表示）をON/OFFする。

LCD/VF SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
セットアップメニュー一覧
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Wide Conversion
On / Off

ワイドコンバージョンレンズ設定表示をON/OFFする。

Wireless Status (PMW-200の
み)

On / Off

ワイヤレスアダプター CBK-WA100（別売り）の電波
状態表示をON/OFFする。

Ext Media Remain (PMW-200
のみ)

On / Off

ワイヤレスアダプター CBK-WA100（別売り）メディ
ア残量表示をON/OFFする。

LCD/VF SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
セットアップメニュー一覧 101
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TC/UB SETメニュー

TC/UB SET

メニュー項目 細目と設定値 内容
Timecode
タイムコードに
関する設定

Mode
Preset / Regen / Clock

タイムコードの歩進モードを設定する。
Preset（プリセットモード）：設定された状態から歩進
する。

Regen（リジェネモード）：タイムコードは記録時に歩
進する。SxSメモリーカードを入れ換えた場合、そ
のカードに記録されている最後のタイムコードを読
み出して、タイムコードが連続するようにタイム
コードを設定して記録する。

Clock（クロックモード）：現在時刻をタイムコードと
して使用する。

ご注意
• インターバルレック、フレームレック、スロー＆ク
イックモーションのときは、ModeをPresetに設定す
ると、Runの設定にかかわらず、タイムコードはRec 
Runモードになります。ModeをClockに設定すると、
タイムコードはRegenモードになります。

• ピクチャーキャッシュレック機能（54ページ）が有
効（P.Cache RecのSetting: On）のときは、タイム
コードは強制的にFree Runモードになります。ピク
チャーキャッシュレックが解除されると、選択した
モード設定に戻ります。

Run
Rec Run / Free Run

タイムコードの歩進モードがプリセットのとき、歩進
方法を設定する。
Rec Run：タイムコードは記録時に歩進する。SxSメ
モリーカードを入れ換えない限り、タイムコードは
記録されたクリップの順で連続する。SxSメモリー
カードを取り出して別のカードで記録を行うと、再
び元のカードを入れてもタイムコードは連続しな
い。

Free Run：SxSメモリーカードへの記録状態に関係な
く常に歩進する。

Setting タイムコードを任意の値に設定する。
Reset

Execute/Cancel
Executeを選択するとタイムコードを00:00:00:00にリ
セットする。

TC Out
Auto / Generator

タイムコード出力を選択する。
Auto：記録時はタイムコードジェネレーターの値、再
生時はタイムコードリーダーの値を出力する。

Generator：記録時、再生時ともタイムコードジェネ
レーターの値を出力する。

Users Bit
ユーザービット
に関する設定

Mode
Fix / Date

ユーザービットのモードを設定する。
Fix：ユーザービットに任意の固定値を使用する。
Date：ユーザービットに現在年月日を使用する。

Setting ユーザービットを任意の値に設定する。
セットアップメニュー一覧
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1)DFのときは、フレームの桁は00～29の間で自
由に設定可能です。
NDFのときは、記録開始のフレームは00、05、
10、15、20、25に限定されます。

2)Settingの際にフレームの桁は、00、04、08、
12、16、20に限定されます。
記録開始のフレームは00、04、08、12、16、
20に限定されます。
HQ 1920×1080/23.98Pで撮影中（記録中/記録
待機中）で、VIDEO SETメニューの23.98P 
Output（97ページ）が23.98PsFの場合を除き、
2-3プルダウンされた59.94iとなるため、SDI 
OUT端子からの出力に重畳するタイムコードの
フレームは00～29に振り直されます。

3)TC ModeがClockのときも、NDFでカウントす
るため徐々に実時刻からタイムコードがずれま
す。
HQ 1920×1080/23.98Pで撮影中（記録中/記録
待機中）で、VIDEO SETメニューの23.98P 
Output（97ページ）が23.98PsFの場合を除き、
SDI OUT端子からの出力は2-3プルダウンされ
た映像になるため、画面に表示されるタイム
コードが重複するフィールドが発生します。

TC Format
タイムコードの
フォーマットの
設定

DF / NDF タイムコードのフォーマットを設定する。
DF: ドロップフレーム
NDF: ノンドロップフレーム

ご注意
選択されているビデオフォーマットやフレーム周波数
によっては、TC Formatの設定にかかわらず、下記の
とおりDF/NDFのいずれかに固定されます。

TC/UB SET

メニュー項目 細目と設定値 内容

フォーマット設定 フレーム
設定

TC Format

59.94i
59.94P
29.97P
23.98P 1)

SP 1440×
1080/23.98P

HQ 1280×
720/23.98P

00～29 DF/NDF切り換え可
（Clockモード時は
DF固定）

23.98P
HQ 1920×
1080/23.98P

HQ1440×
1080/23.98P

HQ 1280×
720/23.98P
HD422 50/
1080/23.98P
HD422 50/
720/23.98P

00～23 2) NDF固定 3)

50i
50P
25P

00～24 NDF固定
セットアップメニュー一覧 103
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OTHERSメニュー

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
All Reset
工場出荷状態へ
のリセット

Execute/Cancel Executeを選択するとリセットを実行する。

Camera Data
全メニュー設定
値のSxSメモ
リーカードまた
はUSBメモリー
への保存と呼び
出し

Store
Execute/Cancel

Executeを選択するとSxSメモリーカードへ保存を実行
し、セットアップファイルを下記のディレクトリに保
存する。
UDFの場合：/General/Sony/PRO/CAMERA/XDCAM/

PMW_xxx/

FATの場合：/SONY/PRO/CAMERA/XDCAM_EX/
PMW_xxx/

Recall
Execute/Cancel

Executeを選択するとSxSメモリーカードから呼び出し
を実行する。

All Save(USB) (PMW-200のみ)
Execute/Cancel

Executeを選択するとUSBメモリーへ保存を実行し、
セットアップファイルを下記のディレクトリに保存す
る。
/MSSONY/SONY/PRO/CAMERA/XDCAM/PMW_200/

All Load(USB) (PMW-200のみ)
Execute/Cancel

Executeを選択するとUSBメモリーから呼び出しを実
行する。

Time Zone
時差の設定

UTC –12:00 ～ +13:30 UTCからの時差を30分単位で設定する。

Clock Set
内蔵時計に関す
る設定

Date/Time 現在日時を設定する。
12H/24H

12H / 24H
時刻の表示形式を選択する。
12H: 12時間表示
24H: 24時間表示

Date Mode
YYMMDD / MMDDYY / 
DDMMYY

年月日の表示方式を選択する。
YYMMDD: 年月日の順
MMDDYY: 月日年の順
DDMMYY: 日月年の順

Language
メニューとメッ
セージ表示言語
の切り換え

English / Japanese / 
Chinese

English: 英語表示
Japanese: 日本語表示
Chinese: 中国語表示

ご注意
日本語表示は警告や注意メッセージのみです。
メニューやステータス表示の言語は切り換わりません。
セットアップメニュー一覧
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Assign Button
アサイナブルボ
タンへの機能割
り当て設定

PMW-100: <1>～<4>
PMW-200: <1>～<5>

Off / Zebra / Peaking / 
Marker / Last Clip DEL / 
ATW / ATW Hold / Rec 
Review / Rec / Picture 
Cache / Freeze Mix / 
Expanded Focus / Spotlight 
/ Backlight / IR Remote / 
Shot Mark1 / Shot Mark2 / 
VF Mode / BRT Disp / 
Histogram / Lens Info / OK 
Mark / NightShot  (PMW-

100のみ) / Clip Flag OK / 
Clip Flag NG / Clip Flag 
Keep / Clip Continuous Rec 
/ LCD/VF Adjust / Exposure 

(PMW-100のみ) / Color Bars 
/ One Push AE (PMW-100の
み) / One Push Auto Iris
（PMW-200のみ）/ Steady 
Shot
<1> Zebra
<2> Peaking
<3> Off
<4> Off

<5> Off (PMW-200のみ)

ASSIGNボタン1/2/3/4に機能を割り当てる（選択でき
る機能は共通）。
Off：無効
Zebra：ゼブラ機能のON/OFF切り換え
Peaking：ピーキング機能のON/OFF切り換え
Marker：セーフティーゾーン、センターマーカー、ア
スペクトマーカー、ガイドフレーム機能をまとめて
ON/OFF切り換え

Last Clip DEL：ラストクリップデリート（リテイク）
機能の実行

ATW：ATW機能のON/OFF切り換え
ATW Hold：ATW Hold機能のON/OFF切り換え
Rec Review：レックレビュー機能の実行
Rec：録画スタート/ストップの実行
Picture Cache：ピクチャーキャッシュレック機能の

ON/OFF切り換え
Freeze Mix：フリーズミックス機能の実行
Expanded Focus：拡大フォーカス機能のON/OFF切り換え
Spotlight：TLCSモードのスポットライト補正モードへ
の切り換えと解除

Backlight：TLCSモードのバックライト補正モードへ
の切り換えと解除

IR Remote：赤外線リモコンの有効/無効の切り換え
Shot Mark1：ショットマーク1の付加（HDモードのみ）
Shot Mark2：ショットマーク2の付加（HDモードのみ）
VF Mode：EVF画面のカラー /モノクロ切り換え
BRT Disp：輝度レベル表示機能のON/OFF切り換え
Histogram：ヒストグラム表示機能のON/OFF切り換え
Lens Info：被写界深度表示のOff/Meter/Feet切り換え
OK Mark：OKマークの付加、削除の実行（HDモード
のみ、サムネイル画面では不可）

NightShot (PMW-100のみ)：NightShot機能のON/OFF
切り換え

Clip Flag OK：記録中または再生中のクリップにOKフ
ラグを設定、解除（UDFのみ）

Clip Flag NG：記録中または再生中のクリップにNGフ
ラグを設定、解除（UDFのみ）

Clip Flag Keep：記録中または再生中のクリップに
Keepフラグを設定、解除（UDFのみ）

Clip Continuous Rec：クリップコンティニュアスレッ
ク機能のON/OFF切り換え

LCD/VF Adjust：LCD/VF Adjust機能のレベルバー表示
切り換え（LCDのブライトネス調整用→LCDのコン
トラスト調整用→VFのブライトネス調整用→VFの
コントラスト調整用→Off）

Exposure (PMW-100のみ)：エクスポージャー機能の
Auto/Manual切り換え

Color Bars：カラーバー /カメラ信号の切り換え
One Push AE (PMW-100のみ)：ワンプッシュ AE機能
の実行

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
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One Push Auto Iris (PMW-200のみ)：ワンプッシュア
イリス機能の実行

Steady Shot：手ぶれ補正機能のON/OFF切り換え
Tally
タリーに関する
設定

Front
High / Low / Off

タリーランプの明るさを設定する。
High: 明るく点灯
Low:暗く点灯
Off: 点灯しない

Hours Meter
積算時間計の表
示

Hours (Sys) 積算使用時間を表示する (リセット不可)。
Hours (Reset) 積算使用時間を表示する (リセット可)。
Reset

Execute/Cancel
Executeを選択するとHours (Reset)表示を0にリセッ
トする。

IR Remote
リモコンのON/
OFF

On / Off 付属の赤外線リモコンを使用するときOnにする。

ご注意
本体の電源を切ると自動的にOffに戻ります。

Battery Alarm
電圧低下警告の
設定

Low BATT
5% / 10% / 15% / ... / 45% / 
50%

バッテリー電圧低下警告を表示する残量を設定する
（5%刻み）。

BATT Empty
3% ～7% (3%)

バッテリー切れ警告を表示する残量を設定する。

DC Low Volt1
11.5 V ～ 17.0 V (11.5 V) 

DC INへの入力電圧の低下警告を表示する電圧を設定
する。

DC Low Volt2
11.0 V ～ 14.0 V (11.0 V) 

DC INへの入力電圧の不足警告を表示する電圧を設定
する。

Battery INFO
バッテリーパッ
クに関する情報
の表示
（表示のみ）

Type タイプ(製品名) を表示する。
MFG Date 製造年月日を表示する。
Charge Count 累積充放電回数を表示する。
Capacity 満充電時の推定全容量を表示する。
Voltage 現在の出力電圧を表示する。
Remaining 現在の残容量を表示する。

Genlock
ゲンロックの設
定

H Phase (HD)
–999～+999 (±0)

ゲンロック時のHD信号のH位相（水平同期信号の位
相）を設定する。

H Phase (SD)
–99～+99 (±0)

ゲンロック時のSD信号のH位相（水平同期信号の位
相）を設定する。

Direct Menu
ダイレクトメ
ニュー機能の設
定

All / Part / Off All: ダイレクトメニューがすべて可能
Part: 一部の機能に関してのみダイレクトメニュー操作
が可能（GAIN、SHUTTER、WHITE BALスイッチ
の設定によって操作が制限される。）

Off: ダイレクトメニュー操作は不可
Trigger Mode
i.LINK端子に接
続した外部記録
機器に対する操
作の設定（FAT
のみ）
[M]

Internal / Both / External Internal: 録画開始/停止の操作を内蔵スロットのSxSメ
モリーカードに対してのみ行う。

Both: 録画開始/停止の操作を内蔵スロットのSxSメモ
リーカードとi.LINK端子に接続した外部記録機器の
両方に対して行う。

External: 録画開始/停止の操作をi.LINK端子に接続した
外部記録機器に対してのみ行う。

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
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System Country
NTSC Area /NTSC(J) Area / 
PAL Area

使用する地域とセットアップのON/OFFを選択する。
NTSC Area：セットアップON
NTSC(J) Area：セットアップOFF
PAL Area：セットアップOFF

UDF/FAT
UDF / FAT

ファイルシステムUDF/FATを切り換える。

HD/SD
HD / SD

HDモード/SDモードを切り換える。

Format ビデオフォーマットを設定する。

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容

• UDF/HDモード
CountryがNTSC Areaまた
はNTSC (J) Areaのとき

HD422 50/1080/59.94i
HD422 50/1080/29.97P
HD422 50/1080/23.98P
HD422 50/720/59.94P
HD422 50/720/29.97P
HD422 50/720/23.98P
HQ 1920x1080/59.94i
HQ 1920x1080/29.97P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/59.94i
HQ 1440x1080/29.97P
HQ 1440x1080/23.98P
HQ 1280x720/59.94P
HQ 1280x720/23.98P

CountryがPAL Areaのとき
HD422 50/1080/50i
HD422 50/1080/25P
HD422 50/720/50P
HD422 50/720/25P
HQ 1920x1080/50i
HQ 1920x1080/25P
HQ 1440x1080/50i
HQ 1440x1080/25P
HQ 1280x720/50P

• UDF/SDモード
CountryがNTSC Areaまた
はNTSC (J) Areaのとき

DVCAM59.94i SQ
DVCAM59.94i EC
DVCAM29.97P SQ
DVCAM29.97P EC

CountryがPAL Areaのとき
DVCAM50i SQ
DVCAM50i EC
DVCAM25P SQ
DVCAM25P EC

• FAT/HDモード
CountryがNTSC Areaまた
はNTSC (J) Areaのとき

HQ 1920x1080/59.94i
HQ 1440x1080/59.94i
SP 1440x1080/59.94i
HQ 1920x1080/29.97P
HQ 1440x1080/29.97P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P
SP 1440x1080/23.98P
HQ 1280x720/59.94P
HQ 1280x720/29.97P
HQ 1280x720/23.98P

CountryがPAL Areaのとき
HQ 1920x1080/50i
HQ 1440x1080/50i
SP 1440x1080/50i
HQ 1920x1080/25P
HQ 1440x1080/25P
HQ 1280x720/50P
HQ 1280x720/25P

• FAT/SDモード
CountryがNTSC Areaまた
はNTSC (J) Areaのとき

DVCAM59.94i SQ
DVCAM59.94i EC
DVCAM29.97P SQ
DVCAM29.97P EC

CountryがPAL Areaのとき
DVCAM50i SQ
DVCAM50i EC
DVCAM25P SQ
DVCAM25P EC

HDモード
• ビットレート

UDF：HD422 50または
HD420 HQ

FAT：HQまたはSP
• 水平画素数

1920、1440、1280のい
ずれか

• フレームレート
23.98、25、29.97、50、
59.94のいずれか

• スキャン方式
i (インターレース)また
はP（プログレッシブ）

SDモード
• フレームレート

25、29.97、50、59.94
のいずれか

• スキャン方式
i (インターレース)また
はP（プログレッシブ）

• アスペクト
SQ (スクィーズ)または
EC（エッジクロップ）
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Clip
クリップの名称
や削除に関する
設定

Auto Naming
C**** / Title / Plan

クリップ名の設定方法を選択する。
C****：（UDFのみ）
Title: Title Prefixで任意に設定する。
Plan: プランニングメタデータで設定したクリップ名が
ある場合はその名称にする。ない場合はTitle Prefix
で設定した名称にする。

Title Prefix
nnn_（nnnはシリアルNo.の
下3桁）
（最大7文字表示）

クリップ名のタイトル部分（4～46文字）を設定する
Character Set画面を呼び出す。
Character Set画面の構成
文字選択エリア（3行）:

Title　Prefixエリアのカーソル位置に挿入する文字
を選択する。
!#$%()+.-.;=@[ ]^_~0123456789
abcdefghi jklmnopqrstuvwxyz
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

カーソル操作エリア（1行）：
Space: カーソル位置の文字をスペースに変更する。
INS: カーソル位置にスペースを挿入する。
DEL: カーソル位置の文字を削除する。
←: カーソルを左に移動する。
→: カーソルを右に移動する。
ESC: 変更をキャンセルしてCharacter Set画面を閉
じる。

END: 変更を実行してCharacter Set画面を閉じる。
Title Prefixエリア（1行）：
タイトルを入力するエリア。

タイトルを設定するには
1 上/下/左/右ボタンを使って、文字選択エリアから

Title Prefixエリアのカーソル位置に入れる文字を選
択（ハイライト表示）し、SEL/SETボタンまたは
ジョグダイヤルを押す。（選択した文字が入り、カー
ソルが右に移動する。）

2 手順1を繰り返し、タイトルを設定する。（必要に応
じて、Space、INS、DELを使用する。）

3 タイトル名の設定が終わったら、ENDを選択して
Character Set画面を閉じる。

Number Set
0001～9999

クリップ名の最後の番号部分（4桁）を設定する。
プランニングメタデータを使用する場合は、5桁になり
ます。

Update
Media(A) / Media(B)

選択したスロットのSxSメモリーカード内の管理ファ
イルを更新する。1)

Last Clip DEL
Execute/Cancel

Executeを選択すると最後に記録したクリップを削除
する。

All Clips DEL
Execute/Cancel

Executeを選択するとSxSメモリーカード内のすべての
クリップを削除する。

ご注意
OKマークが付加されたクリップや、ロックされたク
リップは削除できません。

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
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Filter Clips
OK / NG / KP / None

クリップを表示するときのフィルターを、OK（OKフ
ラグ）、NG（NGフラグ）、KP（Keepフラグ）、None
（フラグなし）から選択する。（UDFのみ）

Lock All Clips
Execute/Cancel

Executeを選択するとすべてのクリップを保護する。
（UDFのみ）

Unlock All Clips
Execute/Cancel

Executeを選択するとすべてのクリップの保護を解除
する。（UDFのみ）

Index Picture Pos
0sec ～ 10sec (0sec)

クリップをサムネイル表示するときの画像を設定する。
先頭からの時間を選択する。

Find Mode
Clip / Rec Start

PREVボタン/NEXTボタンを押したときの動作を設定す
る。（UDFのみ）
Clip：現在のクリップ/次のクリップの先頭に移動する
（クリップの先頭でPREVボタンを押したときはひと
つ前のクリップの先頭に移動する）。

Rec Start：ひとつ前のRec Start Essence Mark /次の
Rec Start Essence Markに移動する。

Copy All 2)

クリップや
Generalフォル
ダのファイルの
一括コピーに関
する設定

Clips SxSメモリーカード内のすべてのクリップをコピーす
る。

General Files SxSメモリーカード内のGeneralフォルダにあるすべて
のファイルをコピーする。

Clips&General SxSメモリーカード内のすべてのクリップとGeneral
フォルダにあるすべてのファイルをコピーする。

Format Media
SxSメモリー
カードの初期化

Media(A)
Execute/Cancel

Executeを選択すると、設定されているファイルシス
テム（UDF/FAT）に従ってスロットAのSxSメモリー
カードを初期化する。

Media(B)
Execute/Cancel

Executeを選択すると、設定されているファイルシス
テム（UDF/FAT）に従ってスロットBのSxSメモリー
カードBを初期化する。

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
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Plan.Metadata
プランニングメ
タデータの操作
に関する設定

Load / Slot(A)
または
Load / Slot(B)

Execute/Cancel

スロットAまたはBのSxSメモリーカードからプランニ
ングメタデータを読み込む。
Executeを選択するとスロットAまたはBのSxSメモ
リーカードに保存されているプランニングメタデータ
のファイルリストが表示される。ファイルを選択し、
Load → Executeで読み込み実行。

ご注意
• ファイルリストには、ファイルは64個まで表示され
ます。プランニングメタデータファイルの総数が64
個以下であっても、SxSメモリーカード内のプランニ
ングメタデータファイルと同じディレクトリー
（General/Sony/Planning）に512個以上のファイル
があると、すべてのプランニングメタデータファイ
ルが表示されないことがあります。

• 読み込みを開始した後は、完了メッセージが表示さ
れるまで、SxSメモリーカードを抜かないでくださ
い。

Load/USB
（PMW-200、UDFモード時の
み）

Execute/Cancel

外部機器接続端子に接続したUSBメモリーからプラン
ニングメタデータをロードする。
「Execute」を選択すると、USBメモリーに保存されて
いるプランニングメタデータのファイルリストが表示
され、ファイルを選択してロードを実行する。

Properties
Execute/Cancel

Executeを選択すると本機のメモリーに読み込まれて
いるプランニングメタデータの内容を表示する。
File Name：ファイル名
Assign ID：アサインID
Created：ファイルの生成日時
Modified：ファイルの最終更新日時
Modified by：ファイルの更新者
Title1：ファイルで指定されたTitle1の内容（ASCII形式
のクリップ名）

Title2：ファイルで指定されたTitle2の内容（UTF-8形
式のクリップ名）

Material Gp：マテリアルグループ（同じプランニング
メタデータを使用して収録したクリップ群）の数

Shot Mark1：ショットマーク1の名前
Shot Mark2：ショットマーク2の名前
プランニングメタデータ詳細情報画面でFile Nameま
たはAssign ID、Title1、Title2を選択し、SEL/SETボタ
ンまたはジョグダイヤルを押すと、選択した項目が全
画面表示され、長いファイル名やクリップ名も全体を
表示することができます。

ご注意
Shot Mark1またはShot Mark2を選んでも、ショット
マーク名の全画面表示はできません。

Clear
Execute/Cancel

Executeを選択すると本機のメモリーに読み込まれて
いるプランニングメタデータの内容を消去する。

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
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Clip Name Disp
Title1 (ASCII) / 
Title2 (UTF-8)

プランニングメタデータでクリップ名を設定する場合
の表示形式を設定する。

ご注意
プランニングメタデータでクリップ名を設定するとき
に、ASCII形式の名称とUTF-8形式の名称が両方とも定
義されている場合はUTF-8形式の名称がクリップ名と
なります。プランニングメタデータで、ASCII形式の名
称またはUTF-8形式の名称のどちらか一方しか定義し
ていない場合は、メニューの設定にかかわらず定義さ
れているクリップ名が表示されます。

Network
（PMW-200のみ）
ネットワークの
設定

ご注意
Wi-Fiアダプター
CBK-WA01また
はUSB無線LAN
モジュールIFU-
WLM3が必要で
す。
ワイヤレスアダ
プター CBK-
WA100使用時
は、このメ
ニューは使用し
ません。

DHCP
Enable / Disable

DHCPサーバーからIPアドレスを自動取得するか
（Enable）しないか（Disable）を選択する。

IP Address
0.0.0.0～255.255.255.255 
(192.168.1.10)

DHCPがDisableの場合に、IPアドレスを設定する。

Subnet Mask
0.0.0.0～255.255.255.255 
(255.255.255.0)

DHCPがDisableの場合に、サブネットマスクを設定す
る。

Default Gateway
0.0.0.0～255.255.255.255 
(0.0.0.0)

DHCPがDisableの場合に、デフォルトゲートウェイを
設定する

User Name
(admin)

任意のユーザー名を設定する（英数字で1～31文字）。

Password
(pmw-200)

パスワードを設定する（英数字で0～31文字）。

ご注意
パスワードは“ * ”で表示されます。

Set
Execute/Cancel

ネットワーク設定を確定する。（Executeで実行）

MAC Address MACアドレスを表示する。
Net Config Reset

Execute/Cancel
ネットワーク設定を初期値に戻す。（Executeで実行）

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
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Wi-Fi
（PMW-200のみ）
Wi-Fi接続に関す
る設定

ご注意
Wi-Fiアダプター
CBK-WA01また
はUSB無線LAN
モジュールIFU-
WLM3が必要で
す。
ワイヤレスアダ
プター CBK-
WA100使用時
は、このメ
ニューは使用し
ません。

Scan Networks
Execute/Cancel

Wi-FiがEnableのときに、接続先を自動検出する。

SSID 
(SSID名表示)　Reset

ネットワーク名を初期値にリセットする。

Network Type
Infra / Adhoc

接続モードを選択する。
Infra：インフラストラクチャモード
Adhoc：アドホックモード

ご注意
IFU-WLM3使用時は、初期設定値がInfraとなります。

Ch
1～11

Network TypeがAdhocのときに、無線チャンネルを設
定する。

Authentication

Network TypeがInfraのとき
Open / Shared / WPA / 
WPA2

Network TypeがAdhocのとき
Open / Shared

ネットワーク認証方法を選択する。
Open：オープンシステム認証
Shared：共有キー認証
WPA：WPA（Wi-Fi Protected Access）認証
WPA2：WPA2（Wi-Fi Protected Access2）認証

Encryption

AuthenticationがOpenまたは
Sharedのとき

Disable / WEP

AuthenticationがWPAまたは
WPA2のとき

Disable / TKIP / AES

データの暗号化方式を選択する。
Disable：暗号化しない
WEP：WEP（Wired Equivalent Privacy）方式で暗号
化
TKIP：TKIP（Temporal Key Integrity Protocol）方式
で暗号化
AES：AES（Advanced Encryption Standard）方式で
暗号化

WEP Key Index 
1 / 2 / 3 / 4

EncryptionがWEPのときに、キーのインデックスを選
択する。

Input Select

EncryptionがWEPのとき
ASCII5 / ASCII13 / HEX10 / 
HEX26

EncryptionがTKIPまたはAES
のとき

ASCII8-63 / HEX64

ネットワークキー（またはセキュリティーキー）に応
じて入力形式を選択する。
ASCII5：ASCII形式で5文字
ASCII13：ASCII形式で13文字
HEX10：16進数形式で10桁（文字）
HEX26：16進数形式で26桁（文字）
ASCII8-63：ASCII8ビット形式で8～63文字
HEX64：16進数形式で64桁（文字）

Key
(ネットワークキー )

ネットワークキー（またはセキュリティーキー）を設
定する

Set
Execute/Cancel

Wi-FiがEnableのときに、Wi-Fiで行った設定を有効に
する。
（Executeで実行）

Wi-Fi Status（CBK-WA01使用
時のみ）
■■■ Connecting
（表示のみ）

接続の実行中には「Connecting」を表示し、通信中に
は接続状態を■の数で表示する。

Wireless Mode 
802.11b / 802.11g /　
802.11n

IEEE802.11の規格を表示する。

OTHERS
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1)本機以外の機器で操作されたカードが記録・再
生できない状態になったときなど、管理ファイ
ルを更新することによって、症状が改善される
場合があります。

2)複数のクリップやファイルが記録されたSxSメ
モリーカードをコピーする場合は、カードの容
量が同じであっても使用条件やメモリーの特性
により、全クリップやファイルを最後までコ
ピーできない場合があります。

Wi-Fi 
Enable / Disable

Wi-Fi接続を有効にするか（Enable）無効にするか
（Disable）を選択する。

Wi-Fi Remote
  On / Off

Wi-Fiリモコンを使用するときOnにする。

ご注意
Wi-Fiの設定が無効（Disable）のときは選択できませ
ん。

Version
本機のバージョ
ンを表示

Vx.xx（PMW-200）
Vx.xx_1（PMW-100）

本機のソフトウェアバージョンを表示する。

Version (Lens)
（PMW-100のみ）
レンズのバー
ジョンを表示

Vx.xx レンズのバージョンを表示する

Version Up
本機のバージョ
ンアップ

Execute/Cancel Executeを選択すると本機のバージョンアップを実行
する。
バージョンアップが必要になったときに使用する。

ご注意
SxSメモリーカードが挿入されていないときは選択でき
ません。

Menu Scroll
メニューのスク
ロール方法の設
定

Normal / Loop メニューのスクロール方法を選択する。
Normal: カーソルは一番上、または一番下までスク
ロールして止まる

Loop: カーソルは一番上までスクロールすると、一番
下へ移動してスクロールを続ける。一番下までスク
ロールすると一番上へ移動する

OTHERS

メニュー項目 細目と設定値 内容
セットアップメニュー一覧 113
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記録・再生画像を外部モニターに表示させ
るときは、本機の出力信号を選択し、接続
するモニターに応じた接続ケーブルを使用
してください。
VTRなどの記録装置を接続して、本機の出
力信号を記録することもできます。
HD信号、SD信号を問わず、外部モニター
にLCDモニター /ビューファインダーと同様
の各種ステータス情報やメニューなどを表
示させることができます。
モニターに出力する信号に応じて、VIDEO 
SETメニューのSDI/HDMI/Video Out Super
（96ページ）をOnに設定してください。
HDモードでSD信号を出力するときは、あ
らかじめVIDEO SETメニューのDown 
Converter（97ページ）で出力モード
（Squeeze / Letterbox / Edge Crop）を選択
してください。

ご注意
ダウンコンバートされて出力されるSD信号には、
次のような制約があります。
50P/50i/25Pの映像はPAL信号、59.94P/59.94i/
29.97Pの映像はNTSC 信号、23.98P の映像は2-3 
プルダウン処理されたNTSC 信号として出力され
ます。

SDI OUT端子（BNC型）

工場出荷時は、HD SDI信号を出力するよう
に設定されています。
本機をSDモードに設定するとSD SDI信号を
出力します。
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）をSD SDI & SD HDMI i
に設定することによって、HDモードでもダ
ウンコンバートされたモニター用SD SDI信
号を出力するように変更することができま
す。
接続には市販の75Ω同軸ケーブルを使用し
てください。

本機と同時に外部機器で記録を開始する
には
HD SDI信号出力時は、VIDEO SETメニュー
のSDI Rec Control（97ページ）をHD SDI 
Remote I/Fに設定すると、SDI OUT端子に
接続した外部機器にRECトリガー信号を出
力することによって、本機と同期した記録
が可能になります。

ご注意
• VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 

SelectをHD SDI & HD HDMI、SD SDI & SD 
HDMI i以外に設定して、HDMI OUT端子および
i.LINK（HDV/DV）端子を使用するときは、SDI 
OUT端子からは信号が出力されません。

• 接続した外部機器がRECトリガー信号に対応し
ていない場合は動作しません。

HDMI OUT端子（Type Aコネクター）

VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）の設定を変更すること
によって、信号を出力することができます。
HDモードでは、HD HDMI、SD HDMIイン
ターレース、SD HDMI プログレッシブから
選択して出力します。
SDモードではSD HDMI インターレース信
号を出力します。
接続には、市販のHDMI接続ケーブルを使用
します。

VIDEO OUT端子（BNC型）

VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）の設定を変更すること
によって、HD-Y信号（HDモード時）また
はダウンコンバートされたモニター用SDア
ナログコンポジット信号（SDモード時）を
出力することができます。
接続には市販のBNCケーブルを使用してく
ださい。

外部機器を接続する

外部モニターや記録装置を接続する
外部モニターや記録装置を接続する
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i.LINK (HDV/DV) 端子（IEEE1394、
4ピン）

VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）の設定を変更すること
によって、HDVまたはDVストリームを入出
力することができます。
入力設定をする場合は、VIDEO SETメ
ニューのInput Source Select（96ページ）
でi.LINKを選択してください。
i.LINK対応のモニターやVTRを接続すること
ができます。

◆ i.LINK端子の接続について詳しくは、
「i.LINKで接続する （FATのみ）」 （117
ページ）をご覧ください。

A/V OUT端子（音声/映像複合マルチコ
ネクター）

VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）の設定を変更すること
によって、2チャンネルの音声信号とダウン
コンバートされたモニター用SDアナログコ
ンポジット信号を出力することができます。
接続には、付属のAV接続ケーブルを使用し
ます。

コンピューターのExpressCardスロッ
トを使う

ExpressCard/34またはExpressCard/54ス
ロットがあるコンピューターの場合は、本
機でクリップを記録したSxSメモリーカード
を直接挿入して、ファイルにアクセスする
ことができます。

ご注意
• SxSデバイスドライバソフトウェアおよびUDF
ドライバーソフトウェアをダウンロードしてイ
ンストールする必要があります。ソフトウェア
のダウンロードについては、「ソフトウェアのダ
ウンロードについて」（147ページ）をご覧くだ
さい。

• すべてのパソコンについて、動作を保証するも
のではありません。

◆SxSデバイスドライバソフトウェアのサ
ポート関連情報については、下記URLを
ご覧ください。
http://www.sony.net/SxS-Support/

Windowsコンピューターでは、マイコン
ピュータにリムーバブルディスクが追加さ
れていることを確認してください。追加さ
れていれば正常に動作しています。
Macintoshコンピューターでは、メニュー
バーにアイコンが表示されます。

USBケーブルを使って接続する

本機またはSxSメモリーカードUSBリー
ダー /ライター SBAC-US20（別売り）を、
それぞれに付属のUSBケーブルを使って接
続すると、スロットに装着されたメモリー
カードがコンピューターの拡張ドライブと
して認識されます。
本機の場合、2枚のメモリーカードが挿入さ
れているときは、コンピューターでは2つの
ドライブとして認識されます。

コンピューターでク
リップを管理・編集す
る

コンピューターでクリップを管理・編集する 115
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ご注意
本機はコンピューターからのバスパワーでは動作
しません。

本機への接続の確認
1 本機の電源スイッチをONにする。

LCDモニター /EVF画面にUSBの接続を
有効にするかどうかを確認するメッ
セージが表示されます。

SxSメモリーカードのフォーマットや修復な
ど、実行を確認するメッセージや実行中の
メッセージが表示されている間は、USB接続
確認メッセージは表示されません。フォー
マットや修復などの実行が終了後に表示され
ます。またクリップの詳細情報表示中もUSB
接続確認メッセージは表示されません。処理
が終了するか、サムネイル画面に戻ると表示
されます。

2 上/下/左/右ボタンまたはジョグダイ
ヤルで「Execute」を選択する。

3 Windowsの場合、「マイコンピュー
タ」にリムーバブルディスクとして
追加されていることを確認する。
Macintoshの場合、デスクトップに
NO NAMEまたはUntitledフォルダ
（フォルダ名は任意に変更可）が作成
されていることを確認する。

ご注意
• アクセスランプが赤く点灯しているときは、次
の操作をしないでください。
―電源を切る。電源コードを抜く。
―SxSメモリーカードを抜く。
―USBケーブルを抜く。

• すべてのパソコンについて、動作を保証するも
のではありません。

• 接続には本機に付属のUSBケーブルを使用して
ください。

SxSメモリーカードを取りはずす

Windows の場合

1. コンピューターのタスクバーに表示され
ている「ハードウェアの取り外しまたは
取り出し」アイコンをクリックする。

2. 表示されたメニューから「SxS 
Memory Card －ドライブ（X:）を安
全に取り外します」を選択する。

3. 安全に取り外すことができることを知
らせるメッセージが表示されたら、
カードを抜く。

Macintosh の場合
デスクトップにあるSxSメモリーカードのア
イコンを「ゴミ箱」（イジェクトアイコン）
にドラッグします。
ファインダ上にSxSメモリーカードのアイコ
ンがある場合は、横のイジェクトアイコン
をクリックしてください。

ご注意
メニューバーに表示されているSxSメモリーカー
ドのアイコンから「カード電源　切」を選択しな
いでください。

アプリケーションソフトウェアを使う

コンピューターのローカルディスクにク
リップをコピーする場合などは、専用のア
プリケーションソフトウェアをダウンロー
ドし、インストールして使用します。ソフ
トウェアのダウンロードについては、「ソフ
トウェアのダウンロードについて」（147
ページ）をご覧ください。
記録した素材は、情報が複数のファイル、
複数のフォルダーにまたがって置かれてい
ますが、専用アプリケーションソフトウェ
アでは、これらの情報やディレクトリ構造
を、ユーザーが意識することなく、容易に
扱えるようになっています。

ご注意
Explorer（Windows環境）やFinder（Mac環境）
を使用して、SxSメモリーカード内のクリップの
コピーなどを行うと、クリップが持つ情報を保持
できなくなることがあります。

ノンリニア編集システムを使う

ノンリニア編集システムには、本機で記録
したフォーマットに対応した編集ソフト
ウェア（別売り）が必要です。
専用アプリケーションソフトウェアを使っ
て、あらかじめコンピューターのHDDに編
集したいクリップを保存しておきます。

ご注意
コンピューターでクリップを管理・編集する
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HDV互換のビデオフォーマット（SP 1440
×1080/59.94i、SP 1440×1080/50i、SP 
1440×1080/23.98P）またはDVCAM互換
のビデオフォーマット（SDモードのフォー
マット）が選択されているときは、VIDEO 
SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O Select
（96ページ）をHDVまたはDVCAMに設定す
ることによって、i.LINK（HDV/DV）端子を
介した信号の入出力が可能です。
i.LINK（HDV/DV）端子に接続した外部機器
で本機のメモリーカードに記録されるのと
同じ画像を記録したり、外部機器の再生画
像を本機で記録することができます。
DVCAMストリームのオーディオは、ロック
オーディオ48kHz16ビット2チャンネルのみ
に対応します。

ご注意
• i.LINK接続は1対1で使用してください。
• i.LINK接続中にOTHERS メニューのSystem、

VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select、Down Converterなど、i.LINK（HDV/
DV）端子から出力される信号に影響がある設定
を変更するときは、i.LINKケーブルを抜いてか
ら変更してください。i.LINK接続中に設定を変
更した場合、接続されたi.LINK機器が正常に動
作できなくなることがあります。

i.LINKと は商標です。

撮影中（記録中/記録待機中）は、本機で撮
影している画像がi.LINK（HDV/DV）端子を
介してHDV またはDVCAMストリームとし
て出力されます。本機のREC START/STOP
操作に連動して、接続したHDVレコーダー
やDVCAMレコーダーで記録することもでき
ます。

1 本機で事前に必要な設定を行う。
•VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/

i.LINK I/O Select（96ページ）

•OTHERSメニューのTrigger Mode
（106ページ）

2 外部機器を録画スタンバイ状態にす
る。

3 本機で記録を開始する。
同期して外部機器が記録モードになり
ます。

本機のLCDモニター /EVFのi.LINK状態表示
部（21ページ）に外部機器の状態が表示さ
れます。

ご注意
• 外部機器の種類によっては、動作が異なる場合
があります。

• 本機で記録を開始してから、i.LINK状態表示が
切り換わるまでタイムラグがあります。Trigger 
ModeがBothに設定されていても、接続されて
いるi.LINK機器では同期がかかるまで記録が開
始されません。

• メモリーカードには撮影中にショットマークを
記録することができますが、外部機器で記録さ
れる画像には付加されません。

本機がサムネイル表示/再生モードのときは、
i.LINK（HDV/DV）端子に接続したノンリニ
ア編集システムにストリーム転送すること
ができます。

ご注意
• 本機のi.LINK（HDV/DV）端子は4ピンです。接
続するコンピューターのi.LINK端子のピン数を
ご確認のうえ、適切なi.LINKケーブルをお使い
ください。

• コンピューター上で本機の画像を検索するとき、
画像の表示がコンピューター画面に反映される
までに時間がかかる場合があります。

• クリップが短い場合や再生開始点からクリップ
終端までが短い場合、クリップの境界でi.LINK
信号が途切れることがあります。また、このよ
うな信号をノンリニア編集機でキャプチャしよ
うとした場合、アプリケーションによっては誤
動作することがあります。

i.LINKで接続する
（FATのみ）

本機の画像を外部機器で記録する

表示 外部機器の状態
STBY HDV録画待機中
●REC HDV録画中
STBY DV録画待機中
●REC DV録画中

ノンリニア編集する

HDV
HDV
DV
DV
i.LINKで接続する （FATのみ） 117
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• ノンリニア編集機で×4倍、×15倍、×24倍以
外のサーチ速度を指定すると、i.LINK信号は出
力されません。またこの場合LCDモニター画面
は静止画のままになることがあります。

• ノンリニア編集ソフトウェアによっては、高速
再生画がコンピューター上に出ない場合があり
ます。

本機の設定
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
Select（96ページ）をHDVまたはDVCAM
に設定してください。

i.LINK（HDV/DV）端子に接続した機器から
の入力を、本機に装着したSxSメモリーカー
ドに記録することができます。タイムコー
ドは、本機の設定にかかわらず、i.LINK入
力に重畳されているタイムコードが記録さ
れます。

1 外部信号を本機で記録できるフォー
マットに設定する。
本機のビデオフォーマット（107ペー
ジ）の設定により、記録できる入力信
号は次のようになります。
•FAT/HDモード

SP 1440×1080/59.94iまたはSP 
1440×1080/23.98P：1440×1080/
59.94iのHDVストリーム信号
SP 1440×1080/50i：1440×1080/
50iのHDVストリーム信号

•FAT/SDモード
DVCAM59.94i、29.97P SQ/EC：
720×480/59.94iのDVCAMストリー
ム信号
DVCAM50i、25P SQ/EC：720×
576/50iのDVCAMストリーム信号

上記以外のビデオフォーマットと入力
信号の組み合わせでは記録できません。

2 VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/
i.LINK I/O Select（96ページ）を
HDVに設定する。

3 VIDEO SETメニューのInput 
Source Select（96ページ）を
i.LINKに設定する。

入力映像が、LCDモニター /EVF画面、
VIDEO OUT端子に接続したモニターに
表示されます。
音声信号は、内蔵スピーカー、ヘッド
ホン端子に接続したヘッドホン、
AUDIO OUT端子に接続したモニターの
スピーカーから出力されます。

4 REC START/STOPボタン（17ペー
ジ）またはREC STARTボタン（19
ページ）を押す。
記録が始まります。

ご注意
• 次のような場合、エラー表示になります。エ
ラー表示になった場合は、REC START/STOPボ
タンを押して、記録モードを解除してください。
―本機で設定されているビデオフォーマットと
異なる信号が入力されている。

―コピー禁止ストリームが入力されている。
• 記録中に本機への入力が無信号となった場合は
タリーランプおよびLCDモニター /EVF画面の
i.LINK状態表示の「●REC」が点滅し、SxSメ
モリーカードに何も記録されていないことを表
示します。
再び信号が入力されると記録が再開しますが、
本機でのクリップ番号が繰り上がります。

外部入力信号を記録する
i.LINKで接続する （FATのみ）
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本機を複数台使用して撮影するときなど、
特定の基準信号に同期させたり、タイム
コードを合わせることができます。

映像信号の位相を合わせる（ゲンロッ
ク）

本機のGENLOCK IN端子（19ページ）に基
準信号を入力することによって、ゲンロッ
クが可能です。
入力できる基準信号は、設定されているビ
デオフォーマットによって異なります。
ビデオフォーマットが、UDFではHD422 
50/1080/23.98P、HQ 1920×1080/23.98P
のとき、FATではHQ 1920×1080/23.98P、
HQ 1440×1080/23.98Pのときは、VIDEO 
SETメニューの23.98P Output（97ページ）
で23.98PsFか59.94i (2-3 Pull Down)を選択
してください。

TSC/NTSC(J) Areaの場合
UDF

FAT

PAL Areaの場合
UDF

外部同期

ビデオフォーマット 入力可能な基準信号
HD422 50/1080/59.94i 1080/59.94i

NTSCHD422 50/1080/
29.97P

HD422 50/1080/
23.98P
（23.98P Output：
59.94i (2-3 Pull 
Down)）
HD422 50/1080/
23.98P
（23.98P Output：
23.98PsF）

1080/23.98PsF
NTSC

HD422 50/720/59.94P 1080/59.94i
720/59.94P
NTSC

HD422 50/720/29.97P

HD422 50/720/23.98P

DVCAM 59.94i SQ/EC 1080/59.94i
NTSCDVCAM 29.97P SQ/

EC

ビデオフォーマット 入力可能な基準信号
HQ 1920x1080/59.94i 1080/59.94i

NTSCHQ 1920x1080/
29.97P 

HQ 1920x1080/
23.98P
(23.98P Output: 59.94i 
(2-3 Pull Down))

HQ 1920x1080/
23.98P 
(23.98P Output: 
23.98PsF)

1080/23.98PsF
NTSC

HQ 1440x1080/59.94i 1080/59.94i
NTSCHQ 1440x1080/

29.97P 

HQ 1440x1080/
23.98P
(23.98P Output: 59.94i 
(2-3 Pull Down))

HQ 1440x1080/
23.98P
(23.98P Output: 
23.98PsF)

1080/23.98PsF
NTSC

SP 1440x1080/59.94i 1080/59.94i
NTSCSP 1440x1080/23.98P

HQ 1280x720/59.94P 1080/59.94i
720/59.94P
NTSC

HQ 1280x720/29.97P

HQ 1280x720/23.98P

DVCAM59.94i SQ/EC 1080/59.94i
NTSCDVCAM29.97P SQ/EC

ビデオフォーマット 入力可能な基準信号
HD422 50/1080/50i 1080/50i

PALHD422 50/1080/25P

HD422 50/720/50P 1080/50i
720/50P
PAL

HD422 50/720/25P

DVCAM50i SQ/EC 1080/50i
PALDVCAM25P SQ/EC
外部同期 119
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FAT

同期信号の位相の調整は、OTHERSメ
ニューのGenlock（106ページ）で行いま
す。

ご注意
• 以下のビデオフォーマットのときに出力フォー
マットがSDモードの場合は、ゲンロックできま
せん。出力フォーマットをHDモードに設定して
ください。
UDF：HD422 50/720/59.94P、HQ 1280×720/
59.94P、HD422 50/720/50P、HQ 1280×720/
50P
FAT：HQ 1280×720/59.94P、HQ 1280×720/
50P

• 基準信号が不安定な場合は、ゲンロックできま
せん。

• サブキャリアは同期しません。

他機のタイムコードにロックさせる

タイムコード供給源となる機器は、タイム
コード出力が更新されるモード（Free Run
やClock）に設定してください。

1 TC/UB SETメニューのTimecodeを
次のように設定する。
Mode：Preset
Run：Free Run

2 DURATION/TC/U-BITボタン（17
ページ）を押して、画面にタイム
コードを表示させる。

3 IN/OUTスイッチ（19ページ）がIN側
になっていることを確認し、
GENLOCK IN 端子とTC IN端子に、
それぞれHDまたはSDのリファレン
スビデオ信号およびそれに同期した
基準タイムコードを供給する。

これで本機のタイムコードジェネレーター
が基準タイムコードにロックし、画面に
「EXT-LK」と表示されます。
ロックしてから約10秒経過した後は、外部
からの基準タイムコードの接続を外しても、
外部ロック状態は保たれます。

ご注意
• 供給する基準タイムコードとリファレンスビデ
オ信号が、SMPTEタイムコードの規格を満たし
た位相関係にあることを確認してください。

• 外部ロックの操作をすると、タイムコードは瞬
時に外部のタイムコードにロックし、外部タイ
ムコードの値と同じ値がタイムデータ表示部に
出ますが、タイムコードジェネレーターが安定
するまでの数秒間は、記録を開始しないでくだ
さい。

• リファレンスビデオ信号の周波数と本機のフ
レーム周波数が同じでないと、正しくロックで
きず、本機が正常に動作できません。この場合、
タイムコードも外部のタイムコードに正しく
ロックできません。

• 接続をはずした場合、基準タイムコードに対し1
時間で1フレームずれる場合があります。

外部ロックを解除するには
TC/UB SETメニューのTimecodeの設定を変
更するか、本機の電源をOFFにしてくださ
い。
特殊記録モード（スロー＆クイックモー
ション、フレームレック、インターバル
レック）での記録を開始した場合も、外部
ロックは解除されます。

ビデオフォーマット 入力可能な基準信号
HQ 1920x1080/50i 1080/50i

PALHQ 1920x1080/25P

HQ 1440x1080/50i

HQ 1440x1080/25P

SP 1440x1080/50i

HQ 1280x720/50P 1080/50i
720/50P
PAL

HQ 1280x720/25P

DVCAM50i SQ/EC 1080/50i
PALDVCAM25P SQ/EC
外部同期
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本機のタイムコードに他機のタイム
コードを合わせる

1 TC/UB SETメニューのTimecodeお
よびTC Formatで本機のタイムコード
を設定する（47ページ）。

2 IN/OUTスイッチ（19ページ）が
OUT側になっていることを確認し、
TC OUT端子とVIDEO OUT端子（19
ページ）を、同期させたい機器のタ
イムコード入力端子、リファレンス
信号入力端子に接続する。

TC OUT端子から出力されるタイムコード
は、TC/UB SETメニューのTimecodeのTC 
Outの設定により異なります。TC Outを
Generatorに設定したときは、記録時、再生
時とも本機のタイムコードジェネレーター
が生成するタイムコードが出力されます。
Autoに設定したときは、記録時はタイム
コードジェネレーターが生成するタイム
コード、再生時は映像に付加されているタ
イムコードが出力されます。
外部同期 121
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安全にご使用いただくために、「安全のため
に」（2ページ）、「 」（8ページ）、
「 」（9ページ）、「電池についての
安全上のご注意」（10ページ）と併せてご覧
ください。

取り扱い・保管上のご注意

強い衝撃を与えない
• 内部構造や外観の変形などの損傷を受け
ることがあります。

• アクセサリーシューに装着した部品に強
い衝撃が与えられた場合、アクセサリー
シューが損傷する場合があります。この
場合は使用を中止し、お買い上げ店また
はソニーのサービス窓口にご相談くださ
い。

動作中は布などで包まないでください
内部の温度が上がり、好ましくありません。

使い終わったら
電源スイッチをOFFにしてください。

長時間使わないときは
バッテリーを抜いておいてください。

運搬するときは、ハンドルを持つ
フロントマイク部、LCDモニター部など、
ハンドル以外の場所を持って運搬すると、
本機が落下してけがの原因になることがあ
ります。

レンズを太陽光に向けて放置しない
太陽光がレンズを通して内部に焦点を結び、
火災の原因となることがあります。

輸送

• メモリーカードは必ず取り出しておいて
ください。

• トラック、船、航空機など、本機を貨物
として扱う輸送では、お買い上げ時の梱
包材をご使用ください。

お手入れ

レンズの表面に付着したゴミやほこりは、
ブロアーで吹き払います。
外装の汚れは、乾いた柔らかい布で拭き取
ります。ひどい汚れは、中性洗剤液を少し
含ませた布で拭いた後、カラ拭きします。
アルコール、ベンジン、シンナーなどの薬
品類は、表面が変質したり、塗料がはげる
ことがありますので、使わないでください。

万一、異常が生じたときは
お買い上げ店かソニーのサービス窓口にご
相談ください。 

バッテリー端子に関するご注意

機器に搭載されているバッテリー端子
（バッテリーパックやACアダプターとの接
点部分）は消耗品です。
振動や衝撃によって端子が変形したり、曲
がったり、あるいは長期の屋外での使用な
どによって表面が腐食したりすると、本体
に電源が供給されなくなります。
長期間機器を使用していただくために、定
期点検を実施することをお願いします。点
検につきましては、ソニーのサービス担当
者または営業担当者にご相談ください。

使用場所・保管場所

水平な場所、空調のある場所に保管してく
ださい。
次のような場所での使用・保管は避けてく
ださい。

付録

使用上のご注意
使用上のご注意
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• 極端に寒い所、暑い所（使用温度は0℃～
40℃）。
真夏、窓を閉め切った自動車内は50℃を
越えることがあります。

• 湿気・ほこりの多い所。
• 雨があたる所。
• 激しく振動する所。
• 強い磁気を発生するものの近く。
• 強力な電波を発生するテレビやラジオの
送信所の近く。

• 直射日光が長時間当たる場所や暖房器具
の近く。

携帯電話などによる電波障害を防止す
るために
携帯電話などを本機の近くで使用すると、
誤動作を引き起こしたり、映像、音声など
に影響を与えることがあります。
本機の近くでは、携帯電話などの電源はで
きるだけ切ってください。

レーザービームについてのご注意
レーザービームはCMOSイメージセンサー
に損傷を与えることがあります。レーザー
ビームを使用した撮影環境では、CMOSイ
メージセンサー表面にレーザービームが照
射されないように充分注意してください。

LCD（液晶）画面について

LCD画面は有効画素99.99%以上の非常に精
密度の高い技術で作られていますが、黒い
点が現れたり、白、赤、青、緑の点が消え
ないことがあります。
この現象は故障ではなく、これらの点が記
録されることはありませんので、安心して
お使いいただくことができます。

CMOSイメージセンサー特有の現象

撮影画面に出る下記の現象は、CMOSイ
メージセンサー特有の現象で、　故障ではあ
りません。

白点
CMOSイメージセンサーは非常に精密な技
術で作られていますが、宇宙線などの影響
により、まれに画面上に微小な白点が発生

する場合があります。これは撮像素子の原
理に起因するもので故障ではありません。

また、以下の場合、白点が見えやすくなり
ます。
• 高温の環境で使用するとき
• マスターゲイン(感度)を上げたとき
• スローシャッターモードのとき

折り返しひずみ
細かい模様、線などを撮影すると、ぎざぎ
ざやちらつきが見えることがあります。

フリッカー
蛍光灯、ナトリウム灯、水銀灯などの放電
管による照明下で撮影すると、画面が明滅
したり、色が変化したり、横縞が流れるよ
うに見えることがあります。

このようなときは、フリッカー補正機能を
Autoにしてください（47ページ）。
条件によってはフリッカー補正機能で低減
しない場合があります。
電子シャッタースピードを、50Hzの地域で
は1/100に、60Hzの地域では1/60に設定す
ることをお勧めします。

フォーカルプレーン
撮像素子（CMOSセンサー）の映像信号を
読み出す方法の性質により、撮像条件に
よっては、画面をすばやく横切る被写体が
少しゆがんで見えることがあります。

フラッシュバンド
フラッシュ光や、すばやく点滅する光源を
撮影したときに、画面の上下で輝度が変化
することがあります。
使用上のご注意 123
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画面表示に関するご注意

• 次のような場合、LCDモニターやEVFの映
像が乱れることがあります。
―フォーマットを切り換えたとき
―レックレビュー時
―サムネイル画面から再生を開始したと
き
―LCDモニターを反転したとき
―エクスパンドフォーカス表示切り換え
時

• EVF内で視線を動かした場合などに、赤、
緑、青の原色が見えることがありますが、
故障ではありません。また、これらの原
色が実際にメディアに記録されることは
ありません。

ファイルの断片化について

画像が正しく記録・再生されないときは記
録メディアをフォーマット（初期化）して
ください。長期間、映像の記録・クリップ
の消去を繰り返していると、記録メディア
内のファイル が断片化（フラグメンテー
ション）して、映像が正しく記録・保存で
きなくな る場合があります。このような場
合は、クリップのバックアップを取ったあ
と、OTHERSメニューの Format Media
（109ページ）で記録メディアのフォーマッ
ト（初期化）を行ってください。
使用上のご注意
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SDI OUT端子の出力フォーマット

SDI OUT端子からのシリアルデジタル信号は、セットアップメニューの設定や再生するクリッ
プのフォーマットに応じて出力されます。
下表に示す設定の場合は、出力フォーマットが変換されます。

ご注意
• フォーマットがUDF/HDモードまたはFAT/HDモードの場合、VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 

SelectがSD SDI & SD HDMI iに設定されていると、SDにダウンコンバートされた信号が出力されます。
• VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O SelectがHD SDI & HD HDMI、SD SDI & SD HDMI i以外に設
定されているときは、SDI OUT端子からは信号は出力されません。

撮影時（記録中 /記録待機中） / クリップ再生時

1)23.98Pを2-3プルダウンして59.94iとしたもの
2)59.94Pから59.94iに変換したもの
3)29.97Pを2フレームずつ同じ絵を出して59.94Pとしたもの
4)23.98Pを、2フレーム～3フレームと同じ絵を繰り返して59.94Pとしたもの
5)50Pから50iに変換したもの
6)25Pを2フレームずつ同じ絵を出して50Pとしたもの

出力のフォーマットと制限

ビデオフォーマットと出力信号

撮影時：OTHERSメニュー
のSystemのFormat
再生時：再生するクリップ
のビデオフォーマット

出力フォーマット
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O Select

HD SDI & HD HDMI SD SDI & SD HDMI i

HD422 50/1080/23.98P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P
(23.98P Output：59.94i (2-3 
Pull Down))

1920×1080/59.94i 1) SD/59.94i 1)

SP 1440/23.98P 1920×1080/59.94i 1) SD/59.94i 1)

HD422 50/720/59.94P
HQ 1280x720/59.94P

1280×720/59.94P SD/59.94i 2)

HD422 50/720/29.97P
HQ 1280x720/29.97P

1280×720/59.94P 3) SD/29.97PsF

HD422 50/720/23.98P
HQ 1280x720/23.98P

1280×720/59.94P 4) SD/59.94i 1)

HD422 50/720/50P
HQ 1280x720/50P

1280×720/50P SD/50i 5)

HD422 50/720/25P
HQ 1280x720/25P

1280×720/50P 6) SD/25PsF
出力のフォーマットと制限 125
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サムネイル画面表示時

1)23.98Pを2-3プルダウンして59.94iとしたもの
2)50Pから50iに変換したもの

HDMI OUT端子の出力フォーマット

HDMI OUT端子からのシリアルデジタル信号は、セットアップメニューや再生するクリップの
フォーマットに応じて出力されます。
下表に示す設定の場合は、出力フォーマットが変換されます。

ご注意
フォーマットがUDF/HDモードまたはFAT/HDモードの場合、VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O 
SelectがSD SDI & SD HDMI iに設定されていると、SDにダウンコンバートされた信号が出力されます。

撮影時（記録中 /記録待機中） / クリップ再生時

1)23.98Pを2-3プルダウンして59.94iとしたもの
2)撮影時（記録中/記録待機中）のみ
3)59.94Pから59.94iに変換したもの
4)29.97Pを2フレームずつ同じ絵を出して59.94Pとしたもの
5)23.98Pを、2フレーム～3フレームと同じ絵を繰り返して59.94Pとしたもの
6)50Pから50iに変換したもの

OTHERSメニュー
SystemのFormat

出力フォーマット
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O Select

HD SDI & HD HDMI SD SDI & SD HDMI i

HD422 50/1080/23.98P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P
(23.98P Output：59.94i (2-3 
Pull Down))

1920×1080/59.94i 1) SD/59.94i

HD422 50/720/50P
HQ 1280x720/50P

1280×720/50P SD/50i 2)

撮影時：OTHERSメニュー
のSystemのFormat
再生時：再生するクリップ
のビデオフォーマット

出力フォーマット
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O Select

HD SDI & HD HDMI
HD HDMI & HDV

SD SDI & SD HDMI i
SD HDMI i & HDV 
SD HDMI i & DVCAM

SD HDMI P & HDV 
SD HDMI P

HD422 50/1080/23.98P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P
(23.98P Output：59.94i (2-3 
Pull Down))

1920×1080/59.94i 1) SD/59.94i 1) SD/59.94P

SP 1440/23.98P 2) 1920×1080/59.94i 1) SD/59.94i 1)

HD422 50/720/59.94P
HQ 1280x720/59.94P

1280×720/59.94P SD/59.94i 3)

HD422 50/720/29.97P
HQ 1280x720/29.97P

1280×720/59.94P 4) SD/29.97PsF

HD422 50/720/23.98P
HQ 1280x720/23.98P

1280×720/59.94P 5) SD/59.94i 1)

HD422 50/720/50P
HQ 1280x720/50P

1280×720/50P SD/50i 6) SD/50P

HD422 50/720/25P
HQ 1280x720/25P

1280×720/50P 7) SD/25PsF
出力のフォーマットと制限



付
録

7)25Pを2フレームずつ同じ絵を出して50Pとしたもの

サムネイル画面表示時

1)23.98Pを2-3プルダウンして59.94iとしたもの

OTHERSメニュー
SystemのFormat

出力フォーマット
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O Select

HD SDI & HD HDMI
HD HDMI & HDV

SD SDI & SD HDMI i
SD HDMI i & HDV
SD HDMI i & DVCAM

SD HDMI P & HDV
SD HDMI P

HD422 50/1080/23.98P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P
(23.98P Output：59.94i (2-3 
Pull Down))

1920×1080/59.94i 1) SD/59.94i SD/59.94P
出力のフォーマットと制限 127
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VIDEO OUT端子の出力フォーマット

VIDEO OUT端子からは、SDI OUT端子またはHDMI OUT端子から出力されている信号と同じ
フォーマットのHD-Y信号（SDI OUT端子またはHDMI OUT端子の出力がHDのとき）またはア
ナログコンポジット信号（SDI OUT端子またはHDMI OUT端子の出力がSDのとき）が出力さ
れます。
OTHERSメニューのSystemのCountryの設定と異なるシステムで記録されたクリップを再生す
る場合は、下表のとおりフレームレート変換された簡易再生信号が出力されます。

Countryの設定が NTSC Area/NTSC(J) Areaのときに PALシステムで記録され
たクリップを再生する場合
フレームレート変換のため、同じ絵が繰り返しとなるフレームがあります。

Countryの設定が PAL Areaのときに NTSCシステムで記録されたクリップを再
生する場合
フレームレート変換のため、間引かれるフレームがあります。

再生するクリップのビデオ
フォーマット

VIDEO OUT出力フォーマット
HD-Y アナログコンポジット

HD422 50/1080/50i
HQ 1920x1080/50i
HQ 1440x1080/50i
SP 1440x1080/50i

1920×1080/60i SD/59.94i

HD422 50/1080/25P
HQ 1920x1080/25P
HQ 1440x1080/25P

1920×1080/30PsF SD/29.97PsF

HD422 50/720/50P
HQ 1280x720/50P

1280×720/60P SD/59.94i

HD422 50/720/25P
HQ 1280x720/25P

SD/29.97PsF

DVCAM50i SQ/EC 再生不可 再生不可
DVCAM25P SQ/EC

再生するクリップのビデオ
フォーマット

VIDEO OUT出力フォーマット
HD-Y アナログコンポジット

HD422 50/1080/59.94i
HQ 1920x1080/59.94i
HQ 1440x1080/59.94i
SP 1440x1080/59.94i

1920×1080/49.95i SD/50i

HD422 50/1080/29.97P
HQ 1920x1080/29.97P
HQ 1440x1080/29.97P

1920×1080/24.97PsF SD/25PsF

HD422 50/1080/23.98P
HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P
SP 1440x1080/23.98P

HD422 50/720/59.94P
HQ 1280x720/59.94P

1280×720/49.95P SD/50i

HD422 50/720/29.97P
HQ 1280x720/29.97P

SD/25PsF

HD422 50/720/23.98P
HQ 1280x720/23.98P
出力のフォーマットと制限
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i.LINK I/O端子の出力フォーマット

i.LINK I/O端子からのシリアルデジタル信号は、セットアップメニューや再生するクリップの
フォーマットの設定に応じて、下表に示すフォーマットで出力されます。
ご注意

VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O SelectがHD SDI & HD HDMI、SD SDI & SD HDMI i、SD 
HDMI Pに設定されているときは、i.LINK I/O端子からは信号は出力されません。

撮影時（記録中 /記録待機中）/クリップ再生時

1)23.98Pを2-3プルダウンして59.94iとしたもの
2)59.94Pから59.94iに変換したもの
3)50Pから50iに変換したもの

DVCAM59.94i SQ/EC 再生不可 再生不可
DVCAM29.97P SQ/EC

再生するクリップのビデオ
フォーマット

VIDEO OUT出力フォーマット
HD-Y アナログコンポジット

撮影時：OTHERSメニュー
のSystemのFormat
再生時：再生するクリップ
のビデオフォーマット

出力フォーマット
VIDEO SETメニューのSDI/HDMI/i.LINK I/O Select

HD HDMI & HDV
SD HDMI i & HDV
SD HDMI P & HDV

SD HDMI i & DVCAM

HQ 1920x1080/59.94i
HQ 1440x1080/59.94i

無信号 SD/59.94i

HQ 1920x1080/29.97P
HQ 1440x1080/29.97P

SD/29.97PsF

HQ 1920x1080/23.98P
HQ 1440x1080/23.98P

無信号

SP 1440x1080/59.94i 1440×1080/59.94i SD/59.94i

SP 1440x1080/23.98P 1440×1080/59.94i 1) SD/59.94i 1)

HQ 1280x720/59.94P 無信号 SD/59.94i 2)

HQ 1280x720/29.97P SD/29.97PsF

HQ 1280x720/23.98P 無信号
DVCAM59.94i SQ/EC SD/59.94i

DVCAM29.97P SQ/EC SD/29.97PsF

HQ 1920x1080/50i
HQ 1440x1080/50i

無信号 SD/50i

HQ 1920x1080/25P
HQ 1440x1080/25P

SD/25PsF

SP 1440x1080/50i 1440×1080/50i SD/50i

HQ 1280x720/50P 無信号 SD/50i 3)

HQ 1280x720/25P SD/25PsF

DVCAM50i SQ/EC SD/50i

DVCAM25P SQ/EC SD/25PsF
出力のフォーマットと制限 129
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メニューの設定によって、下表のとおり入出力が制限されます。
×：無信号

入出力制限

メニュー設定 出力 入力
System SDI/HDMI/

i.LINK I/O 
Select

SDI 
OUT

HDMI 
OUT

i.LINK VIDEO 
OUT

A/V Out i.LINK

UDF/
FAT

HD/SD

UDF HD HD SDI & HD 
HDMI

HD HD × HD-Y × ×

SD SDI & SD 
HDMI i

SD SD × Composite Composite ×

HD HDMI & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI P & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
DVCAM

× × × × × ×

SD HDMI P × SD-P × × × ×
Off × × × Composite Composite ×

FAT HD/HQ HD SDI & HD 
HDMI

HD HD × HD-Y × ×

SD SDI & SD 
HDMI i

SD SD × Composite Composite ×

HD HDMI & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI P & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
DVCAM

× SD DVCAM Composite Composite DVCAM

SD HDMI P × SD-P × × × ×
Off × × × Composite Composite ×

HD/SP HD SDI & HD 
HDMI

HD HD × HD-Y × ×

SD SDI & SD 
HDMI i

SD SD × Composite Composite ×

HD HDMI & 
HDV

× HD HDV HD-Y × HDV

SD HDMI i & 
HDV

× SD HDV Composite Composite HDV

SD HDMI P & 
HDV

× SD-P HDV × × HDV

SD HDMI i & 
DVCAM

× SD DVCAM Composite Composite ×

SD HDMI P × × × × × ×
Off × × × Composite Composite ×
出力のフォーマットと制限
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UDF SD HD SDI & HD 
HDMI

× × × × × ×

SD SDI & SD 
HDMI i

SD SD × Composite Composite ×

HD HDMI & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI P & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
DVCAM

× × × × × ×

SD HDMI P × × × × × ×
Off × × × Composite Composite ×

FAT HD SDI & HD 
HDMI

× × × × × ×

SD SDI & SD 
HDMI i

SD SD × Composite Composite ×

HD HDMI & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI P & 
HDV

× × × × × ×

SD HDMI i & 
DVCAM

× SD DVCAM Composite Composite DVCAM

SD HDMI P × × × × × ×
Off × × × Composite Composite ×

メニュー設定 出力 入力
System SDI/HDMI/

i.LINK I/O 
Select

SDI 
OUT

HDMI 
OUT

i.LINK VIDEO 
OUT

A/V Out i.LINK
UDF/
FAT

HD/SD
出力のフォーマットと制限 131
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本機はバックアップ電池によって各種デー
タを保持します。
工場出荷時に、バックアップ用リチウム電
池CR2032が装着されています。
バッテリーパックやACアダプターをはずし
た状態でも、バックアップ電池によって日
付・時刻、およびFree Runモードのタイム
コードを保持し歩進させます。

直射日光の下や火気の近くなど、高温のと
ころにバッテリーを置かないでください。

バックアップ電池の交換時期

バックアップ電池の電圧が低下すると、
LCDモニター /EVF画面に警告メッセージが
表示されます。
できるだけ早く新しい電池と交換してくだ
さい。

ご注意
• 市販のCR2032リチウム電池を使用してくださ
い。指定以外の電池に交換すると、破裂する危
険があります。必ず指定の電池に交換してくだ
さい。

• CR2032が入手できない場合は、お買い上げ店
またはソニーのサービス窓口にご相談ください。

• 使用済みの電池は、国または地域の法令に従っ
て処理してください。

バックアップ電池を交換する

ご注意
• バックアップ電池を交換するときは、必ず電源
スイッチをOFFにしてください。

• はずしたネジを本体内に落とさないようにご注
意ください。

1 底面のバックアップ電池取り付け部
（20ページ）のネジをはずしてカバー
を開け、非金属の棒状のもので電池を
横にずらして取り出す。

2 ＋表示を外側にして新しいバック
アップ電池（CR2032）を入れる。

3 カバーを元どおり取り付ける。

バックアップ電池の
交換

CR2025

3V

CR2025

3V

CR2025

3V
バックアップ電池の交換
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トラブル時の対処

電源

症状 原因 対処
電源スイッチを
ONにしても電源
が入らない。

バッテリーパックからの電源、
DC IN電源のどちらも供給されて
いない。

バッテリーパックを取り付ける（23ページ）か、AC
アダプター（BC-U1/BC-U2）を使用してAC電源に
接続する（24ページ）。

バッテリーパックが完全に消耗し
ている。

充電済みのバッテリーパックと交換する（23ペー
ジ）。

電源が途中で切
れる。

バッテリーパックが消耗してい
る。

充電済みのバッテリーパックと交換する（23ペー
ジ）。

バッテリーパッ
クがすぐ消耗す
る。

温度が極端に低いところで使用し
ている。

バッテリーパックの特性によるもので、故障ではあ
りません。

充電が不充分。 バッテリーパックをもう一度充電し直す（23ペー
ジ）。
フル充電してもすぐに消耗する場合は、バッテリー
パックの寿命です。新しいバッテリ－パックに交換
してください。

記録・再生

症状 原因 対処
REC START/
STOPボタンを押
しても記録が始
まらない。

電源スイッチがOFFになってい
る。

電源スイッチをONにする。

SxSメモリーカードがプロテク
トされている。

プロテクトを解除するか、またはプロテクトされてい
ないSxSメモリーカードに交換する。

SxSメモリーカードの容量が
いっぱいになっている。

充分な空き容量のあるSxSメモリーカードに交換する。

修復が必要なSxSメモリーカー
ドが入っている。

SxSメモリーカードを修復する（29ページ）。

PLAYボタンを押
しても再生が始
まらない。

電源スイッチがOFFになってい
る。

電源スイッチをONにする。

付属のリモコン
が働かない

リモコン操作が無効になってい
る。

リモコン操作を有効にする（26ページ）。

リモコンの電池が消耗してい
る。

電池を交換する（26ページ）。

音声が記録でき
ない。

AUDIO LEVEL（CH-1/CH-2）
つまみが最小の位置になってい
る。

AUDIO LEVEL（CH-1/CH-2）つまみの設定を調整する
（48ページ）。

記録した音声が
ひずんでいる。

音声レベルが高すぎる。 AUDIO LEVEL（CH-1/CH-2）つまみを調節して、記録
し直す（48ページ）。

雑音が多い。 音声レベルが低すぎる。 AUDIO LEVEL（CH-1/CH-2）つまみを調節して、記録
し直す（48ページ）。
トラブル時の対処 133
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外部機器

症状 原因 対処
i.LINK接続して
も接続先の機器
に画像が映らな
いなど、接続先
の機器が反応し
ない。

認識するまでに時間がかかる場
合がある。

約15秒間、そのままで待つ。それでも認識しないとき
は、以下を行う。
• i.LINKケーブルを差し込み直すなどして、接続状態を
確認する。

•電源をOFFにして、接続し直す。
• i.LINKケーブルを交換する。
トラブル時の対処
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本機では警告、注意、動作確認などが必要な状況では、LCDモニター /EVF画面のメッセージ
表示、タリ－ランプの点滅、および警告音で対応します。
警告音は、内蔵スピーカーまたはヘッドホン端子に接続したヘッドホンに出力します。
警告音の音量は、AUDIO SETメニューのAudio Output（95ページ）のAlarm Levelで設定し
ます。

次のような表示が出た場合は、本機は動作を停止します。

次のような表示が出た場合は、メッセージに従って対策してください。
（OTHERSメニューのLanguageをEnglishに設定した場合、メッセージは英文で表示されま
す。）

エラー /警告表示

エラー表示

LCD/EVF警告表示 警告音 タリ－ランプ 原因と対策
E+エラーコード 連続音 高速点滅 本体の異常の可能性があります。LCDモニター／EVF画

面上にzRECと表示されていても記録は止まっていま
す。
電源を切り、接続している機器やケーブル類、メディ
アに異常がないか確認してください。これらに異常が
ないときは、再度電源を入れ、エラーが継続する場合
はソニーのサービス窓口にご連絡ください。
（電源スイッチをOFFにしても電源が切れない場合は、
バッテリーパックやDC IN電源もはずしてください。）

警告表示

LCD/EVF警告表示 警告音 タリ－
ランプ 原因と対策

メディア残量がわずかです
Media Near Full

断続音 点滅 SxSメモリーカードの残量が少なくなってい
ます。
早い機会に交換してください。

メディア残量がありません
Media Full

連続音 高速点滅 SxSメモリーカードの残量がないため、記録、
コピー、クリップ分割はできません。
交換してください。

バッテリー残量がわずかです
Battery Near End

断続音 点滅 バッテリーパックの残量が少なくなっていま
す。
早い機会に充電してください。

バッテリー残量がありません
Battery End

連続音 高速点滅 バッテリーパックが消耗しました。記録はで
きません。
いったん操作を中止し、バッテリーパックを
交換してください。

警告温度になりました
Temperature High

断続音 点滅 内部温度が上昇しました。
いったん電源を切り、温度が下がるまで使用
を中止してください。

電源電圧が低下しています
Voltage Low

断続音 点滅 DC IN電圧が低くなっています（段階1）。供
給電源を確認してください。
エラー /警告表示 135
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電源電圧が不足しています
Insufficient Voltage

連続音 高速点滅 DC IN電圧が低すぎます（段階2）。記録はで
きません。
他の電源に接続しなおしてください。

HDD A1)バッテリー残量が僅かで
す
HDD A1) Battery Near End

断続音 点滅 HDDのバッテリーの残量が少なくなっていま
す。
早い機会に交換してください。

HDD A1)バッテリー残量不足です
HDD A1) Battery End

連続音 高速点滅 HDDのバッテリーが消耗しました。記録はで
きません。
いったん操作を中止し、バッテリーを交換し
てください。

このバッテリーは使用できません
交換してください
Battery Error
Please Change Battery

バッテリーパックに異常が検出されました。
正常なバッテリーパックに交換してください。

バックアップ電池残量がありませ
ん
交換してください
Backup Battery End
Please Change

バックアップ電池の残量が不足しています。
バックアップ電池を交換してください。

メディア(A)2)は使用できません
交換してください
Unknown Media(A)2)

Please Change

パーテーションが切られているメモリーカー
ドや、本機で扱えるクリップ数を超えて記録
されたメモリーカードが挿入されました。
本機では使用できませんので、交換してくだ
さい。

メディアエラーが発生しました
メディア(A)2)は修復が必要です
Media Error
Media(A)2) Needs to be Restored

メモリーカードに異常が発生し、修復が必要
な状態になりました。
メモリーカードを一度抜いてから再挿入して、
カードの修復を行ってください。

メディアエラーが発生しました
メディア(A)2)は記録できません
Media Error
Cannot Record to Media(A)2)

メモリーカードが故障して、記録ができなく
なりました。
再生は可能ですので、コピーをとるなどして、
新しいメモリーカードに交換することをお勧
めします。

メディアエラーが発生しました
メディア(A)2)は使用できません
Media Error
Cannot Use Media(A)2)

メモリーカードが故障して記録も再生もでき
なくなりました。
本機では扱えませんので、他のカードに交換
してください。

まもなくスロットを切り替えます
Will Switch Slots Soon

2枚のメモリーカードで連続記録を実行するた
めスロットを切り換えることを予告するメッ
セージです。

クリップがありません
No Clip

メモリーカード内にクリップがありません。
選択しているカードを確認してください。

メディア(A)2)は使用できません
ファイルシステムが異なります
Cannot Use Media(A)2)

Unsupported File System

ファイルシステムの異なるカードまたは
フォーマットされていないカードが挿入され
ました。
本機では使用できませんので、交換または本
機でフォーマットしてください。

UDFモードでは
メディア(A)2)は使用できません
Cannot Use Media(A)2)

In UDF Mode

UDFモードでは使用できないメモリーカード
が挿入されました。
対象スロットのカードを交換または本機で
フォーマットするか、UDF/FATモードを切り
換えてください。

同名のクリップが存在します
メディア(A)2)を交換してください
Same File Already Exists
Change Media(A)2)

コピー先のメモリーカード内に同じ名前のク
リップがあります。
対象スロットのカードを他のカードに交換し
てください。

LCD/EVF警告表示 警告音 タリ－
ランプ 原因と対策
エラー /警告表示
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ビデオフォーマットが違います
Video Format Mismatch

Format設定が外部入力信号フォーマットと異
なっているため、i.LINK接続による外部入力
信号を記録できません。
OTHERSメニューのSystemのFormatを外部入
力信号に合わせて設定し直してください。

コピー制御信号を検出しました
記録できません
Copy Protected Input
Cannot Record

ストリームにコピープロテクトがかかってい
るため、i.LINK接続による外部入力信号を記
録できません。
入力信号を確認してください。

メディアエラーが発生しました
再生を停止しました
Media Error
Playback Halted

メモリーカードからの読み出しにエラーが発
生したため、再生を続けられません。
頻繁に起きる場合には、コピーをとるなどを
して、メモリーカードを交換してください。

メディア(A)2)にエラーが発生しま
した
Media(A)2) Error

メモリーカードに異常が発生したため、記録
できません。
頻繁に起きる場合には、メモリーカードを交
換してください。

書き換え寿命に達しました
メディア(A)2) を交換してください
Media Reached Rewriting Limit
Change Media (A)2) 

メモリーカードの寿命がきました。
バックアップをとり、速やかに交換してくだ
さい。継続して使用すると、正常に記録・再
生できない可能性があります。
◆詳しくは、メモリーカードの取扱説明書を
参照してください。

最大クリップ数になりました
コピーしました xx/xx
Reached Clip Number Limit
Copy Completed to xx/xx

1枚のメモリーカードに記録可能な最大クリッ
プ数に達したため、コピーできません（xx/xx
までコピー完了しています）。
カードを交換してください。

メディア残量が足りません
コピーしました xx/xx
Not Enough Capacity
Copy Completed to xx/xx

メモリーカードの残量が足りないため、コ
ピーできません（xx/xxまでコピー完了してい
ます）。
カードを交換してください。

同名のクリップが複数存在します
コピーしました xx/xx
Reached Duplication Limit
Copy Completed to xx/xx

同名のクリップが10以上存在するため、コ
ピーできません（xx/xxまでコピー完了してい
ます）。
カードを交換してください。

エラーが発生しました キャンセ
ル：中止
メディアがありません
Copy Error! (CANCEL:Abort)
No Media!

メモリーカードがスロットに挿入されていま
せん。
カードを挿入してください。

エラーが発生しました キャンセ
ル：中止
書込み禁止メディア
Copy Error! (CANCEL:Abort)
Media Write Protected

メモリーカードにライトプロテクトがかかっ
ています。
スロットからカードを取り出して、ライトプ
ロテクトを解除してください。

エラーが発生しました キャンセ
ル：中止
メディア(A)2)は使用できません
Copy Error! (CANCEL:Abort)
Cannot Use Media(A)2)

使用できないメモリーカードが挿入されまし
た。
対象スロットのカードを交換してください。

Generalファイルのコピー
コピーできません
Copy General Files
NG: Cannot Copy

Generalファイルのコピーに失敗しました。
コピーをやり直してください。

LCD/EVF警告表示 警告音 タリ－
ランプ 原因と対策
エラー /警告表示 137
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1)スロットBに接続したHDDの場合はB
2)スロットBに入れたカードの場合は(B)

ファイルシステムが異なります
File System Mismatch

ファイルシステムが異なるメモリーカードが
挿入されました。
カードを交換または本機でフォーマットする
か、UDF/FATモードを切り換えてください。

LCD/EVF警告表示 警告音 タリ－
ランプ 原因と対策
エラー /警告表示
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個人的使用以外の目的で、MPEG-2規格に
合致した本製品をパッケージメディア向け
ビデオ情報をエンコードするために使用す
る場合、MPEG-2 PATENT PORTFOLIOの
特許に関するライセンスを取得する必要が
あります。尚、当該ライセンスは、MPEG 
LA. L.L.C., （住所250STEELE STREET, 
SUITE 300, DENVER, COLORADO 80206）
より取得可能です。

PACKAGED MEDIAとは、一般消費者向け
に販売、頒布されるMPEG-2コンテンツの
入ったメディア（映画 DVDなど）を指しま
す。PACKAGED MEDIAを製造、販売、頒
布する業者は、MPEG LAからライセンスを
取得する必要があります。
詳しくは、MPEG LAにお問い合わせください。
MPEG LA.L.L.C., 250 STEELE STREET, 
SUITE 300, DENVER, COLORADO 80206
ホームページ：http://www.mpegla.com

本製品は、株式会社リコーがデザイン制作
したリコービットマップフォントを使用し
ています。

本製品（PMW-100）はGPL version 2適用
のソフトウェアを使用しており、お客様に
は、これらのソフトウェアのソースコード
の入手、改変、再配布の権利があることを
お知らせします。
これらのソースコードはインターネットの
サーバーからダウンロードすることが可能
です。以下のURLにアクセスすれば、具体
的なダウンロードの方法がわかるように
なっています。
http://www.sony.net/Products/Linux/
common/search.html

なお、ソースコードの中身についてのお問
い合わせはご遠慮ください。

ライセンスについて

MPEG-2 Video Patent 

Portfolio Licenseについて

ビットマップフォントについて

GPL適用ソフトウェアの入手に
ついて
ライセンスについて 139
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本製品には、OpenSSL Toolkitで使用するた
めにOpenSSL Projectによって開発された
ソフトウェアが含まれています（http://
www.openssl.org/）。

OpenSSL License
---------------

/*
============================
=======
* Copyright (c) 1998-2008 The OpenSSL 
* Project. All rights reserved.
*
* Redistribution and use in source and 
* binary forms, with or without 
* modification, are permitted provided 
* that the following conditions are met:
*
* 1. Redistributions of source code must 
* retain the above copyright notice, 
* this list of conditions and the 
* following disclaimer.
*
* 2. Redistributions in binary form must 
* reproduce the above copyright 
* notice, this list of conditions and the 
* following disclaimer in the 
* documentation and/or other 
* materials provided with the 
* distribution.
*
* 3. All advertising materials mentioning 
* features or use of this software must 
* display the following 
* acknowledgment:
* "This product includes software 
* developed by the OpenSSL Project 
* for use in the OpenSSL Toolkit. 
* (http://www.openssl.org/)"
*
* 4. The names "OpenSSL Toolkit" and 
* "OpenSSL Project" must not be used 
* to endorse or promote products 

* derived from this software without 
* prior written permission. For written 
* permission, please contact openssl-
* core@openssl.org.
*
* 5. Products derived from this software 
* may not be called "OpenSSL" nor 
* may "OpenSSL" appear in their 
* names without prior written 
* permission of the OpenSSL Project.
*
* 6. Redistributions of any form 
* whatsoever must retain the following 
* acknowledgment:
* "This product includes software 
* developed by the OpenSSL Project 
* for use in the OpenSSL Toolkit 
* (http://www.openssl.org/)"
*
* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY 
* THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' 
* AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 
* WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
* LIMITED TO, THE IMPLIED 
* WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
* AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
* PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO 
* EVENT SHALL THE OpenSSL 
* PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE 
* LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
* INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, 
* OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
* PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
* GOODS OR SERVICES;
* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
* OR BUSINESS INTERRUPTION) 
* HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
* THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
* CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
* TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
* OTHERWISE) 
* ARISING IN ANY WAY OUT OF THE 
* USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF 
* ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
* SUCH DAMAGE.
*

OpenSSLについて
OpenSSLについて
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============================
=======
*
* This product includes cryptographic 
* software written by Eric Young 
* (eay@cryptsoft.com). This product 
* includes software written by Tim 
* Hudson (tjh@cryptsoft.com).
*
* /

Original SSLeay License
-----------------------

/* Copyright (C) 1995-1998 Eric Young 
* (eay@cryptsoft.com)
* All rights reserved.
*
* This package is an SSL 
* implementation written by Eric Young 
* (eay@cryptsoft.com).
* The implementation was written so as 
* to conform with Netscapes SSL.
*
* This library is free for commercial and 
* non-commercial use as long as the 
* following conditions are aheared to. 
* The following conditions apply to all 
* code found in this distribution, be it the 
* RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not 
* just the SSL code. The SSL 
* documentation included with this 
* distribution is covered by the same 
* copyright terms except that the holder 
* is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).
*
* Copyright remains Eric Young's, and 
* as such any Copyright notices in the 
* code are not to be removed.
* If this package is used in a product, 
* Eric Young should be given attribution 
* as the author of the parts of the library 
* used.
* This can be in the form of a textual 
* message at program startup or in 
* documentation (online or textual) 
* provided with the package.
*

* Redistribution and use in source and 
* binary forms, with or without 
* modification, are permitted provided 
* that the following conditions are met:
* 1. Redistributions of source code must 
* retain the copyright notice, this list of 
* conditions and the following 
* disclaimer.
* 2. Redistributions in binary form must 
* reproduce the above copyright 
* notice, this list of conditions and the 
* following disclaimer in the 
* documentation and/or other 
* materials provided with the 
* distribution.
* 3. All advertising materials mentioning 
* features or use of this software must 
* display the following 
* acknowledgement:
* "This product includes 
* cryptographic software written by 
* Eric Young (eay@cryptsoft.com)"
* The word 'cryptographic' can be left 
* out if the rouines from the library 
* being used are not cryptographic 
* related :-).
* 4. If you include any Windows specific 
* code (or a derivative thereof) from 
* the apps directory (application 
* code) you must include an 
* acknowledgement:
* "This product includes software 
* written by Tim Hudson 
* (tjh@cryptsoft.com)"
*
* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY 
* ERIC YOUNG ``AS IS'' AND ANY 
* EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
* INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
* THE IMPLIED WARRANTIES OF 
* MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
* PARTICULAR PURPOSE ARE 
* DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
* AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 
* LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
* INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
* CONSEQUENTIAL DAMAGES 
* (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
OpenSSLについて 141
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* PROCUREMENT OF SUBSTITUTE 
* GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
* DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
* INTERRUPTION) 
* HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
* THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
* CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
* TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
* OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
* OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN 
* IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF 
* SUCH DAMAGE.
*
* The licence and distribution terms for 
* any publically available version or 
* derivative of this code cannot be 
* changed. i.e. this code cannot simply 
* be copied and put under another 
* distribution licence [including the GNU 
* Public Licence.]
* /
OpenSSLについて
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• この製品には保証書が添付されています
ので、お買い上げの際お受け取りくださ
い。

• 所定の事項の記入および記載内容をお確
かめのうえ、大切に保存してください。

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べ
ください。

それでも具合が悪いときは
お買い上げ店、または添付の「ソニー業務
用製品ご相談窓口のご案内」にあるお近く
のソニーのサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させてい
ただきます。詳しくは保証書をご覧くださ
い。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合、ご要
望により有料修理させていただきます。

保証期間中の修理など、アフターサービス
についてご不明な点は、お買い上げ店、ま
たはソニーのサービス窓口にお問い合わせ
ください。

保証書とアフターサー
ビス

保証書

アフターサービス

主な仕様

一般仕様

質量
PMW-200

約2.3 kg（本体のみ）
約2.7 kg（レンズフード、アイカップ、

バッテリーパックBP-U30、SxSメモ
リーカード各１装着時）

PMW-100

約1.5 kg (本体のみ)
約1.8 kg (レンズフード、アイカップ、

バッテリーパックBP-U30、SxSメモ
リーカード各1装着時)

外形寸法（幅 × 高さ × 奥行き）
PMW-200

約172 × 164 × 419mm
最大外形寸法。奥行きはレンズフード
前面からEVFアイカップまでの長さ。

約172 × 164 × 317 mm
突起部を含まず。奥行きはレンズフー
ド前面から本体リア面までの長さ。

PMW-100

約167 × 164 × 335 mm
最大外形寸法。奥行きはフロントマイ
ク先端からEVFアイカップまでの長さ。

約167 × 164 × 278 mm
突起部含まず。奥行はフロントマイク
先端から本体リア面までの長さ。

電源電圧
DC 12 V (11.0 V ～ 17.0 V)

消費電力
約12W

記録時、LCD : Off、EVF : On、I/O 
Select : Off

約17W（PMW-200） / 約14W（PMW-100）
記録時、LCD : On、EVF : On、I/O 
Select : HD SDI & HD HDMI

動作温度
0℃～+40℃

保存温度
-20℃～+60℃
保証書とアフターサービス / 主な仕様 143
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連続動作時間
約6時間 (バッテリーパックBP-U90使用時)
約4時間 (バッテリーパックBP-U60/BP-

U60T使用時)
約2時間 (バッテリーパックBP-U30使用時)
(記録時、LCD : Off、EVF : On、I/O Select 

: Off)

記録フォーマット（ビデオ）
UDF
HD422 50 1080モード：CBR、最大ビット

レート：50Mbps、MPEG-2 422P@HL
HD422 50 720モード：CBR、最大ビット

レート：50Mbps、MPEG-2 422P@HL
HQ 1920x1080モード：VBR、35Mbps、

MPEG-2 MP@HL

HQ 1440x1080モード：VBR、35Mbps、
MPEG-2 MP@HL

HQ 1280x720モード：VBR、35Mbps、
MPEG-2 MP@HL

SD モード：DVCAM

FAT
HQ 1920x1080モード：VBR、35Mbps、

MPEG-2 MP@HL

HQ 1440x1080モード：VBR、35Mbps、
MPEG-2 MP@HL

HQ 1280x720モード：VBR、35Mbps、
MPEG-2 MP@HL

SP 1440x1080モード：CBR、25Mbps、
MPEG-2 MP@H-14

SD mode：DVCAM

記録フォーマット（オーディオ）
UDF
HD422モード：LPCM 24ビット、

48 kHz、4チャンネル
HQモード：LPCM16ビット、48 kHz、4

チャンネル
SD DVCAMモード：LPCM 16ビット、48 

kHz、4チャンネル

FAT
HQモード：LPCM 16ビット、48 kHz、

4チャンネル
SDモード：LPCM 16ビット、48 kHz、

2チャンネル

記録フレームレート
UDF
HD422モード：MPEG-2 422P@HL、

50Mbps / CBR

1920×1080/59.94i、50i、29.97p、
25p、23.98p

1280×720/59.94p、50p、29.97p、
25p、23.98p

HQモード：MPEG-2 MP@HL、35Mbps / 
VBR

1920×1080/59.94i、50i、29.97p、
25p、23.98p

1440×1080/59.94i、50i、29.97p、
25p、23.98p

1280×720/59.94p、50p、23.98p
SDモード：DVCAM

720×486/59.94i、29.97PsF
720×576/50i、25PsF

FAT
HQモード：MPEG-2 MP@HL、35Mbps / 

VBR

1920×1080/59.94i、50i、29.97p、
25p、23.98p

1440×1080/59.94i、50i、29.97p、
25p、23.98p

1280×720/59.94p、50p、29.97p、
25p、23.98p

SPモード：MPEG-2 MP@H-14、25Mbps / 
CBR

1440×1080/59.94i、50i、
23.98p (2-3 pull down)

SDモード：DVCAM
720×480/59.94i、29.97PsF
720×576/50i、25PsF
主な仕様
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PMW-200

PMW-100

記録・再生時間
UDF
HD422モード

約240分：SBP-128B (128GB) 使用時
約120分：SBP-64B / SBS-64G1A 

(64GB) 使用時
約60分：SBS-32G1A (32GB) 使用時

HQモード
約360分：SBP-128B (128GB) 使用時
約180分：SBP-64B / SBS-64G1A 

(64GB) 使用時
約90分：SBS-32G1A (32GB) 使用時

SDモード：DVCAM
約440分：SBP-128B (128GB) 使用時
約220分：SBP-64B / SBS-64G1A 

(64GB) 使用時
約110分：SBS-32G1A (32GB) 使用時

FAT
HQモード

約400分：SBP-128B (128GB) 使用時
約200分：SBP-64B / SBS-64G1A 

(64GB) 使用時
約100分：SBS-32G1A (32GB) 使用時

SPモード
約560分：SBP-128B (128GB) 使用時
約280分：SBP-64B / SBS-64G1A 

(64GB) 使用時
約140分：SBS-32G1A (32GB) 使用時

SDモード：DVCAM
約520分：SBP-128B (128GB) 使用時
約260分：SBP-64B / SBS-64G1A 

(64GB) 使用時
約130分：SBS-32G1A (32GB) 使用時

ご注意
記録再生時間は、使用条件やメモリーの特
性などにより、多少の誤差が生じる場合が
あります。

レンズ

レンズマウント
固定式

ズーム比
14倍、電動/手動切り換え可能

最大口径比
1:1.9

焦点距離
5.8 mm ～ 81.2 mm
(35 mm換算：31.4 mm ～ 439 mm)

フォーカス範囲
自動/手動切り換え可能
800 mm to ∞ (マクロOFF)
50 mm to ∞ (マクロON、広角端)
735 mm to ∞ (マクロON、望遠端)

絞り
自動/手動切り換え可能
F1.9 ～ F16およびC (クローズ)

手ぶれ補正
ON/OFF可能、シフトレンズ方式

フィルター径
M77 mm、ピッチ0.75 mm

マクロ
ON/OFF可能

レンズマウント
固定式

ズーム比
10倍、電動/手動切り換え可能

焦点距離
5.4 mm ～ 54 mm
(35 mm換算：40 mm ～ 400 mm)

フォーカス範囲
自動/手動切り換え可能
10 mm to ∞ (広角端)
800 mm to ∞ (望遠端)

絞り
自動/手動切り換え可能
広角端：F1.8 (望遠端：F2.9) ～ C (クロー

ズ)

手ぶれ補正
ON/OFF可能、シフトレンズ方式

フィルター径
M37 mm、ピッチ0.75 mm
主な仕様 145
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カメラ部

撮像素子
PMW-200：1/2型3板“Exmor”CMOSイ

メージセンサー
PMW-100：1/2.9型単板“Exmor”CMOS

イメージセンサー
有効画素数

1920 (H) × 1080 (V)

内蔵フィルター（PMW-200のみ）
NDフィルター
CLEAR: クリア
1: 1/8ND
2: 1/64ND

最低被写体照度
PMW-200：0.12 lx (標準) (1920 × 1080/

59.94iモード、F1.9、+18dB、64フ
レーム蓄積)

PMW-100：0.40 lx (標準) (1920 × 1080/
59.94iモード、F1.8、+18dB、64フ
レーム蓄積)

シャッタースピード
1/32 ～ 1/2000秒

スローシャッター（SLS/EX SLS）
2、3、4、5、6、7、8、16、32、

64フレーム
スロー＆クイックモーション

720p：1 ～ 60フレーム、1 ～ 50フレーム 
(PAL Area、UDFの場合)

1080p：1 ～ 30フレーム、1 ～ 25フレーム 
(PAL Area、UDFの場合)

ホワイトバランス
プリセットモード（3200K）、

メモリー Aモード、メモリー Bモード/
ATWモード

ゲイン
-3、0、3、6、9、12、18 dB、AGC

入出力

オーディオ入力
XLR型3ピン (2)、凹型、LINE/MIC/

MIC+48V切り換え可能
LINE：+4 dBu
MIC：-30 dBu ～ -70 dBu
(基準レベル 0 dBu=0.775 Vrms)

ビデオ出力
BNC型 (1)、GENLOCK IN端子と切り換え

可能、HD-Y/コンポジット信号
1.0 Vp-p、75 Ω

AVマルチ出力
AVマルチコネクター (1)、オーディオ出力、

コンポジット信号
オーディオ：-10 dBu (47 kΩ負荷時、基準

レベル)
アナログコンポジット信号：NTSCまたは

PAL

SDI出力
BNC型 (1)、HD-SDI/SD-SDI切り換え可能
SMPTE292M/259M

i.LINK

IEEE 1394、4ピンコネクター (1)、
HDV (HDV 1080i) / DV入出力、S400

タイムコード入力
BNC型 (1)、TC OUT端子と切り換え可能
0.5 V ～ 18 Vp-p、10 kΩ

タイムコード出力
BNC型 (1)、TC IN端子と切り換え可能
1.0 Vp-p、10 kΩ

GENLOCK入力
BNC型 (1)、VIDEO OUT端子と切り換え可

能
1.0 Vp-p、75 Ω

USB

mini-B (1)

イヤホン出力
ステレオミニジャック (1)
-18 dBu (基準レベル出力 16 Ω負荷時)

スピーカー出力
モノラル
出力：250 mW

DC入力
DC ジャック

HDMI出力
Type A型 (1)

レンズリモート端子（PMW-200のみ）
丸型8ピン (1)

外部機器接続端子（PMW-200のみ）
4ピン (Type A) (1)
主な仕様
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仕様および外観は、改良のため予告なく変
更することがありますが、ご了承ください。

レンズフード（1）
PMW-200ではあらかじめ本機に装着さ
れています。

レンズキャップ（PMW-100のみ）（1）
あらかじめ本機に装着されています。

赤外線リモコン（1）
EVFアイカップ （1）
USBケーブル（1）
AV接続ケーブル（1）
ショルダーベルト（1）
Wi-Fiアダプターブラケット（1）
ボタン電池（バックアップ用CR2032）（1）
あらかじめ本機に装着されています。

ボタン電池（リモコン用CR2025）（1）
あらかじめリモコンに装着されていま
す。

取扱説明書（1）
保証書（1）

ソフトウェアのダウンロードについて

本機をPCと接続して使用する際は、必要に
応じてデバイスドライバーや各種プラグイ
ンソフトウェア、アプリケーションソフト
ウェアをソニープロフェッショナル/業務用
製品サイトからダウンロードしてお使いく
ださい。

ソニープロフェッショナル/業務用製品サイ
トホームページ：
アメリカ合衆国 http://pro.sony.com
カナダ http://www.sonybiz.ca
ラテンアメリカ http://sonypro-latin.com
ヨーロッパ、中東、アフリカ

http://www.pro.sony.eu
日本 http://www.sonybsc.com
アジア http://pro.sony-asia.com
韓国 http://bp.sony.co.kr
中国 http://pro.sony.com.cn

表示部

ビューファインダー
PMW-200：0.45型カラー LCD：852 (H) 

× 480 (V)、16:9
PMW-100：0.24型カラー LCD：392 (H) 

× 224 (V)、16:9

LCDモニター
3.5型カラー LCDモニター：852 (H) × 3 

(RGB) × 480 (V)、16:9

内蔵マイク

内蔵マイク
無指向性ステレオエレクトレットコンデン

サーマイク

メディアスロット部

タイプ
ExpressCard/34 (2)

付属品
主な仕様 147
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バッテリーパック
BP-U30、BP-U60、BP-U60T、BP-
U90

バッテリーチャージャー /ACアダプター
BC-U1、BC-U2

SxSメモリーカード
SxS PROシリーズ
SxS-1シリーズ

SxSメモリーカードUSBリーダー /ライター
SBAC-US20

メディアアダプター
QDA-EX1（XQDメモリーカード用）
MEAD-MS01（“メモリースティック 
PRO-HG デュオ”HX用）
MEAD-SD01（SDHCカード用）

Wi-Fiアダプター
CBK-WA01（PMW-200）

ワイヤレスアダプター
CBK-WA100（PMW-200）

USB無線LANモジュール
IFU-WLM3（PMW-200）

エレクトレットコンデンサーマイクロホン
ECM-VG1、ECM-673、ECM-674、
ECM-678、ECM-MS2、ECM-680S

ワイヤレスマイクロホン
UWP-V1*、UWP-V2*

ワイドコンバージョンレンズ
VCL-HG0737K（PMW-100）
VCL-EX0877（PMW-200）

メモリーレコーディングユニット
HVR-MRC1K*

* これらのアクセサリーを後部アクセサリー
シューに取り付けて使用する場合は、コールド
シューキット（部品番号：X-2546-633-1）を取
り付けてください。

別売りアクセサリー

この装置は、クラスA情報技術装置です。この装
置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こ
すことがあります。この場合には使用者が適切
な対策を講ずるよう要求されることがあります。

VCCI-A

• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録さ
れていることを確認してください。本機や記
録メディア、外部ストレージなどを使用中、
万一これらの不具合により記録されなかった
場合の記録内容の補償については、ご容赦く
ださい。

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってく
ださい。故障その他に伴う営業上の機会損失
等は保証期間中および保証期間経過後にかか
わらず、補償はいたしかねますのでご了承く
ださい。
主な仕様
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あ行
アサイナブルボタン....................................... 51

頭出し ............................................................. 72

位置合わせ...................................................... 55

インターバルレック....................................... 51

エクスパンドフォーカス ............................... 45

エクスポージャー .......................................... 44

エラー表示.................................................... 135

オーディオステータス画面 ........................... 82

オートシャッター .......................................... 43

オートホワイトバランス ............................... 42

オールクリップサムネイル画面 .................... 71

音声記録 ......................................................... 48

音声モニター .................................................. 49

か行
外部同期 ....................................................... 119

外部入力信号 ................................................ 118

外部マイク...................................................... 48

外部モニター ................................................ 114

カメラステータス画面 ................................... 81

カラーバー...................................................... 49

基準音声信号 .................................................. 49

クリップ ..................................... 39, 64, 71, 115

クリップエクスパンド画面 ..................... 73, 77

クリップコンティニュアスレック ................ 53

クリップ操作メニュー ................................... 73

クリップ名...................................................... 39

警告表示 ....................................................... 135

ゲイン ............................................................. 42

ゲンロック.................................................... 119

誤操作防止...................................................... 39

コマ撮り ......................................................... 52

さ行
サムネイル画面 ........................................ 73, 69

視度調整つまみ .............................................. 25

自動追尾ホワイトバランス ........................... 41

充電繰り返し回数 .......................................... 83

出力信号 ....................................................... 125

ジョグダイヤル .............................................. 85

ショットマーク ............................ 49, 72, 78, 79

ショットマーク画面 ................................  73, 78

ズーム.............................................................  44

ズームスピード..............................................  81

ステータス画面..............................................  81

スロー＆クイックモーション .......................  54

赤外線リモコン..............................................  26

設定データ .....................................................  64

セットアップファイル ..................................  64

セットアップメニュー ............................  84, 87

ゼブラパターン..............................................  42

た行
タイムコード ...............................................  119

タイムデータ .................................................  47

ダイレクトメニュー ......................................  22

超高感度スローシャッター ...........................  43

手ぶれ補正 .....................................................  46

電子シャッター..............................................  43

電動ズームレバー ..........................................  44

時計 ................................................................  24

な行
内蔵ステレオマイク ......................................  48

内蔵スピーカー..............................................  72

入出力制限 ...................................................  130

ノンリニア編集............................................  117

は行
バックアップ電池 ........................................  132
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